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(57) Abstract
RGB data outputted from a transmission-side CRT 

monitor (3) are converted into x١z data by means of a 
profile ?[ stored in a converter (11) and outputted as L٢ 

M+ s+ data，then a visual environment converting circuit 
(12) performs a correcting process on the XYZ data, in 
accordance with the visual environment on the 
transmission side by referring to detecting signals from 
sensors s؛ and S2 . Another visual environment 
converting circuit (15) performs a correcting process on 
the L+ Μ+ s+ data in accordance with the visual 
environment on the reception side by referring to 
detecting signals from sensors S3 and S4，and supplies 
the obtained XYZ data to a converter (16)• The converter 
(16) converts the XYZ data into RGB data by referring to 
a profile Ρ4 and outputs the RGB data to a CRT monitor 
(4). Therefore，the appearances of the pictures of a 
transmission-side input device and a reception-side output 
device can be made equal to each other.

CBT

11 ... converter
 viauai envirowaent converting circuit ·♦, دا

《input side)

13٠ 14 ... picture edition processing circuit 

IS ·♦· vÎsuaÎ environnent converting ciccuilt 

(outpuc side》

ork،101 ... net٦ 

٠2 ... picture processing section1-1, لم 

a... anbienc light bt 

S* picture data are transnxcted],*؛)… b 

c ... aebienc iight 

s, ... sensor sاق٠ »اق ١٠



(57)要約

本発明では、送信側のCRTモニタ3から出力されたRGBデータは、 

コンバータ11に記憶されているブロファイル1؟により、又^データ 

に変換され、視環境変換回路1 2において、センサ3,，32にからの 

検出信号が参照され、送信側の視環境に応じた補正処理が施されて 

レ忙^データとして出力される。視環境変換回路1 5は、センサん. 

んからの検出信号を参照して、受信側の視環境に応じた補正処理を 

施し、得られた又٢2データをコンバータ1 6に供給する。コンバータ 

1 6は、プロファイル？٠を参照して、

し〇叮モニタ4に対して出力する。これにより、送信側の入カデバイ 

スと受信側の出カデバイスの画像の色の見えを同じにする。

卩匸丁に基づいて公開される国際出願のパンフレット第一頁に掲載された？。丁加盟国を同定するために使用されるコ-ド(参考情報)
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明細書

送信装置、送信方法、受信装置、受信方法、画像処理システム、画 

像処理方法、画像データ処理装置、画像データ処理方法、並びに提 

供媒体

技術分野

本発明は、送信装置、送信方法、受信装置、受信方法、画像処理 

システム、画像処理方法、画像データ処理装置、画像デ'夕処理方 

法、及ぴ提供媒体に関し、特に、画像の見えを一致させることがで 

きるよぅにした送信装置、送信方法、受信装置、受信方法、画像処 

理システム、画像処理方法、画像データ処理装置、画像データ処理 

方法、及び提供媒体に関する。

背景技術

従来、画像の取り込み又は出力（例えば、紙に印刷して出力する 

場合などの他、表示する場合も含む）が可能な、例えば。肘モニタ、 

プリンタ、スキャナ、ビデオカメラなどのデパイス間で画像データ 

を伝送し、あるデバイス（入カデバイス）で取り込まれた画像、あ 

るいは表示されている画像を、他のデバイス（出カデバイス）で出 

力（例えば、紙などに印刷）したり、表示したりする場合において 

は、入カデバイス又は出カデバイスで、それそ'れに定義された、例 

えばRGBデ^夕やCMY（K）データなどの画像デᅳ夕に基づいて処理が行
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われていた。このため、デバイスの特性（例えば、デバイスが内蔵 

するフィルタや、フォスファ（Phosphor）、インクなどの特性）の違 

いにより、入カデバイスにおける画像と、出カデバイスにおける画 

像とで、色ずれが生じていた。

そこで、デバイスごとに定義された画像データの色空間を、中間 

の色空間（例えば、CIE （国際照明委員会）で定められている色空間 

Îfe?）XYZ（CIE/XYZ）^١ Ь٠а٠Ь٠（С1Е/Ь٠а٠Ь٠）^г١）に変換し、この中間 

の色空間において画像データが同一である限りは、その画像データ 

に対応する画像を、いかなるデバイスで出力しても、その色が、測 

色値レべルで同一になるようにする方法がある。

この場合、色空間の変換に当たっては、デバイスごとの画像デー

しての、例えぱ又٢2との対応関係が、例えば変換テーブルや変換式の 

形で記述されたブロファイルと呼ぱれるものが用いられる。

このブロファイルは、例えぱデバイスに種々の画像データを与え 

たときに、そのデパイスから出力される画像を測色し、あるいはデ 

バイスに種々の測色値の画像を与えたときに、そのデバイスから得 

られる画像データの値を検出し、画像データと測色値とを対応付け 

ることによって、デバイスごとに作成される。

これにより、例えばデバイス人用に作成されたプロファイルによ 

れば、そのデバイᄌAに定義されたRGBデᅳ夕が、それに対応する画 

像の測色値に応じた又^データに変換される。したがって、¿：OXYZ 

データを、他のデバイス0用に作成されたブロファイルを用いて、 

キのデバソスRに^・タれ۶バ训デーみ卜٠٠すスス۶トナり.ギバ

Ύ7Βΐ{ ؛١ デバイス人における画像と同じ色（測色値）の画像が
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得られる。

また、デバイス6のプロファイルによれぱ、

一夕に変換される。したがって、この又٢2データを、デバイス人用の 

ブᄆファイルを用いて、そのデバイᄌAに定義されたRGBデータに変 

換することにより、デバイス八では、デバイス6における画像と同 

じ色（測色値）の画像が得られる。

ここで、プロファイルにより中間の色空間に変換されたデータ（画 

像デ.夕）は、デバイスに依存しないものなので、デバイスインデ 

イぺンデントカラー（Device Independent Color）、あるいはデバイ 

スインディぺンデントデ-夕（Device Independent Data）と呼ばれ 

る。なお、以下、適宜、このデータを、٥^と略して記述する。また、 

デバイスごとに定義されたデータ（画像データ）は、デバイスディ 

ぺンデントカラー（Device Dependent Color）、あるいはデバイスデ 

ィぺンデントデータ（Device Dependent Data）と呼ばれる。なお、 

以下、適宜、このデータを、٥〇と略して記述する。

図3 8は、以上のようなプロファイルを用いて画像データのやり 

とりを行う、従来の画像処理システムの一例の構成を示すブロック 

図であり、図3 9は、図3 8の画像処理システムにおけるデ-夕の 

流れを示している。

図38において、スキャナ43を入カデバイスとするとともに、 

«けモニタ42及ぴブリンタ44を出カデバイスとすると、まずスキ 

ャナ4 3では、例えば紙などに描かれた画像（取り込み画像）が取 

り込まれ、その画像に対応したRGBデータ（スキャナ4 3で定義され 

ている〇。としての、例えば^^データ） が生成される。,ᅮ"내매무'一
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夕は、コンバータ4 12に供給され、そこで、予め作成されて記憶 

されているスキャナ4 3用のブロファイルを用いて、0^としての、 

例えば又٢2データに変換され、マッピング部4 1 4に出力される。

マッピング部4 1 4は、例えぱ図4 〇に示すように構成される。 

コンバータ4 1 2からの٢2؟データは、変換部4 1 4٤により、例え 

ぱ視覚均等空間であるレポド空間上のデータ（レピがデータ）などに変 

換され、マッピングテープル4 1 4 dに出力される。マッピングテ 

_プル4 1 4 ¿では、変換部4 1 4 ٤からのレポドデータに対する、 

例えば色再現領域の圧縮処理などが行われる。

ここで、スキャナ4 3が生成する画像データに対応する色のすべ 

てが、CRT؛二夕42やブリンタ44で再現することができるとは口艮 

らない。そこで、マッピングテーブル4 1 4dでは、変換部4 14 

٤からのレ'ドデータ、即ちスキャナ4 3が取扱い可能な色のうち、 

ごバモ ニ 々 4 ワ. لآ け プ 11 ٦ノ 々 4 4 で № り :防 い で 숭 む い 色 » キ の ه Ç

最も近似しているじ^モニタ4 2又はプリンタ4 4が取扱い可能な色 

にそれぞれマッピングする処理である色再現領域の圧縮処理が行わ 

れる。

なお、マッピングテープル4 1 4dには、0打モニタ4 2、スキャ 

ナ43、プリンタ44を入カデバイス、出カデパイスとした場合の 

入カデバイスの色再現可能領域（色域）と出カデバイスの色再現領 

域との対応関係が記憶されてぉり、例えば変換部4 1 4٤からのワ 

a٠b٠٢ 一夕をァドレスとして与えると、それに対応付けられているし 

٠٥'データを変換部4 1 4 b又は4 1 4 〇に出力するようになされて 

いる。

変換部4 1 4 b又は4 1 4 〇では、マッピングテ_ブル4 1 4 d
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から出力されたレポドデータが、叉٢2データに変換され、コンパータ4 

11又は413に、それぞれ出力される。

コンバータ4 1 1では、マッピング部4 1 4 （変換部4 1 4 b） 

からの01じデータとしての又٢2デ.夕が、予め作成されて記憶されて 

いる^؟モニタ4 2用のブロファイルを用いて、٥^としての、例え 

,遷口、一什_넜 。打モニタ 4 2 に供給される。대丁乇二夕 4 

2では、コンバータ4 1 1からのRGBデ^夕に対応した画像が表示さ 

れる（表示画像が出力される）。

一方、コンバ.夕4 1 3では、マッピング部4 1 4 （変換部4 1 

4c）からの0冗データとしての叉٢2データが、予め作成されて記憶 

されているブリンタ44用のブロファイルを用いて、00としての、 

例えぱ6バ٢（^データに変換され、ブリンタ44に供給される。プリ 

ンタ44では、コンパータ4 13からの٠バ ٢）؟ ）デ٠_夕に対応した画 

像が、プリント紙に印刷されて出力される（プリント画像が出力さ 

れる）。

なお、《ぴモニタ4 2は、出カデパイᄌとしてだけでなく、スキャ 

ナ43と同様に、入カデバイスとして用いることができるので、図

3 8及ぴ図3 9 においては、表示画像、C내乇二夕 4 2、コ ンバータ

4 1 1、マッピング部4 1 4の間は、双方向の矢印で接続してある。 

以上のようにして、スキャナ43で取り込まれた取り込み画像を、

CRTÎ二夕42又はプリンタ44で出力するようにすることにより、 

その表示画像又はプリント画像は、取り込み画像と同一の測色値を 

有するようになるので、色ずれの発生が防止されることになる。

ところで、プロファイルを用いる場合においては、ブロファイル 

作成時の測色条件と、実際に取り込み画像ゃブリント画像、表示画
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像を観察する視環境（周囲の光の輝度や色度、背景など'）とが異な 

ると、観察者の視覚の感度が変化するため、実際に観察者が感じる

「色の見え」（Color Appearance）も異なってくる〇 

したがって、自己発光型デバイスである^けモニタ42が出力する

表示画像などのソフトコピー画像のように、それ自体が発光（自己 

発光）することによって観察することができる画像は、そのデバイ 

フ、（この場合、^ぽモニタ4 2）の白色点（最も明るぃ点）の色度点 

の違いにより、その色の見えが異なってくる。これは、人間の視覚 

が、周囲光と自己発光型デバイスの白色点の両方に順応しようとす 

るためである。

図4 1は、従来の他の画像処理システムの構成例を表してぃる。

図41におぃて、スキャナ502で取り込んだ所定の原稿の画像 

は、٥〇データとしての&^デ_夕として取り込まれ、しての画 

像処理部5 1 1のコンバータ5 1 3に供給されるようになされてぃ 

る。コンバータ5 1 3は、入力された1166データを、٥以データとし 

ての乂٢2データに変換し、PCS （Profile Connection Space） 5 14 

に出力するようになされてぃる。

同様に、CRT 5 0 1に表示されてぃる画像が、1^8データとして取 

り込まれ、画像処理部5 1 1のコンバータ5 1 2に入力され、ΧΥΖ٢ 

一夕に変換された後、PCS5 1 4に供給されるようになされてぃる。 

コンバータ5 1 2はまた、PCS5 1 4より入力された叉٢2データを&6

いる。

コンバータ5 1 5は、PCS5 1 4から供給された又٢2データを、例 

えぱ٠〇データとしてのcмγ（κ）データに変換し、プリンタ5 0 3に出
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力し、所定のブリント用紙にプリントさせるようになされている。 

次に、その動作について、図4 2を参照して説明する。この図4

2は、スキャナ502で取り込んだ画像をプリンタ5 0 3でプリン 

卜するとともに、。以501に表示させる場合を示している。

すなわち、スキャナ5 0 2が原稿から取り込んだ&^の画像データ 

は、コンバータ5 1 3で乂٢2データに変換された後、PCS5 1 4に供 

給される。コンバータ5 1 5は、PCS5 1 4から入力された又٢スデー 

^^CMY(K)٢-3Z (к (黒)はない場合もある)に変換し、プリン 

夕5 0 3に出力する。ブリンタ5 0 3は、入力された^^^データ 

に対応する画像をプリント用紙にプリントする。

また、コンバータ5 1 2は、PCS5 1 4より供給された乂٢2データ 

衣…卯デークト谅り&し«は1に出力し、表示させる。

このように、この画像処理システムにおいては、所定のデバイス 

で取り込まれた、そのデバイスに依存する画像データが、コンバー 

夕により、そのデバイスに依存しない画像データに一旦変換される。 

そして、出力側のコンバータにより、再ぴそのデバイスに依存する 

データに変換され、出力される。したがって、コンバータを調整し 

ておくことで、各デバイスにおいて、入力又は出力される画像の測 

色値を一致させることができる。

なお、変換処理は、どこにおいて行われても同様の結果が得られ 

る。すなわち、図4 3に示すように、画像データエぃとデパイスブロ 

ファイルデータ ٠؛٠ を画像処理部6 0 1のコンバータ6 0 2に供給 

し、ここでデバイスに依存しない画像データ1’を生成し、これを画 

像処理部6 0 3のコンバータ6 0 4に供給し、このコンバータ6 0 

4において、デバイスブロファイルデータD-を作用させ、画像デー
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夕1。„1を得ることができる。

また、図44に示すように、画像処理部6 1 1においては、入力 

された画像データ1れとデバイスプロファイルデ-夕0؛„をそのまま画 

像処理部6 1 2に伝送するようにし、画像処理部6 1 2のコンパー 

夕6 1 3に、画像データIじとデバイᄌブロファイルデータ〇“を供給 

し、デバイスに依存しない画像データ1’を生成し、この画像データ 

1١に対して、画像処理部6 1 2のコンバータ6 1 4において、デバ 

イᄌプロファイルデータD ٠٠1を作用させ、画像データI ٠„|を得るよう 

にすることができる。

さらに、図4 5に示すように、画像処理部6 2 1のコンパータ6 

2 2に画像データ11„とデバイスブロファイルデータ0٠„を供給し、デ 

バイスに依存しない画像データI ’を生成し、これを画像処理部6 2 

1のコンバータ6 2 3に供給して、コンパータ6 2 3において、入 

力された画像デ.夕I 'にデバイᄌプロファイルデータり٠„1を作用さ 

せ、画像データエ。„)を得るようにしてもよい。この場合、画像処理部 

6 2 4は、デバイᄌプロファイル〇 ٠„،を画像処理部6 2 1に供給し、 

画像処理部6 2 1より出力された画像データエ٠ぃの供給を受け、これ 

をそのまま出力することになる。

ところで、例えば、ネットワークを介して接続されている2つの 

装置の間で、画像情報を伝送する場合、これら2つの装置が設置さ 

れている視環境は、相互に異なる場合が多い。したがって、これら 

2つの装置において表示出力される画像の色の見え(Color Appear 

anee)が異なる場合があるという課題があった。

例えば、図4 6に示すように、CRT5 0 1八にソフトコピー画像が 

表示されているものとする。その周囲光の色温度が4 1 5 OK (F
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6)であり、輝度が1 0 Ocd/^である場合において、¿OCRT5 0 1 

人に表示されている画像を、画像処理部5 3 1を介して、同一の視 

環境下にある他の6町5 0 1 5に供給し、表示させたとき、CRT 5 0 

1 A の色温度が 65OOKT^I9١WS^١1OO cd/^であり、CRT 5 

0 1ヨの色温度が9 3 0 〇ヒであり、輝度が1 2 Ocd/^であるとす 

ると、それぞれの〔町の色温度と輝度が異なるため、CRT5 0 1A؛： 

表示されている画像の見えと^^5 0 1вに表示されている画像の 

見えは一致しないものとなる。

逆に図4 7に示すように、じ^5 0 1 ٨と^丁5 0 1丑の色温度が、 

それそれ5 0 0尺であり、輝度が8 0 cd/^であり、同一であつたと 

btè١CRT5 0 1人の周囲光の色温度が4 1 5 OK(F6)ÎèO١ 

輝度が1 0 0 cd/^であり、CRT 5 0 1 Вの周囲光の色温度が6 5 0 0 

К ( D 6 5 )であり、輝度が1 5 0 cd/^であるとすると、2つの画 

像の見えが一致しない。

さらに、図4 8に示すように、《け5 0 1に表示されている画像を 

取り込み、プリンタ5 0 3に供給してプリント用紙にハードコピー 

画像としてプリントした場合^^5 0 1の周囲光の色温度が4 1 5 

0K(F6)であり、その輝度が100cd/mإであり、ブリンタ50 

3の周囲光の色温度が65OOK(D65)T$)0١輝度が1 5 0 

cd/^でぁるとすると、2っの画像の見ぇは一致しなぃ。

発明の開示

本発明は、上述したような状況に鑑みてなされたものであり、例 

えば、ネットワークを介して接続されている画像処理システムにお
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いて、視環境の相違に拘わらず、同一の色の見えを実現するもので 

ある。また、既存のシステムを用いて、視環境の相違に拘らず、同 

一の色のみを簡単に実現することができるようにするものである。

本発明に係る送信装置は、入カデバイスから入力される画像を観 

察する視環境のパラメータが入力される入力手段と、入力手段より 

入力された視環境のパラメータに応じて、入カデバイスが入力する 

画像データを、視環境下における色の見えに対応した見えの指標デ 

一夕に変換する変換手段と、変換手段から出力される見えの指標デ 

一夕を伝送媒体を介して送信する送信手段とを備える。

この送信装置においては、入カデバイスから入力される画像を観 

察する視環境のパラメータが入力手段から入力され、入力手殺より 

入力された視環境のパラメータに応じて、入カデバイスが入力する 

画像データを、視環境下における色の見えに対応した見えの指標デ 

一夕に変換手段が変換し、変換手段から出力される見えの指標デー 

夕を伝送媒体を介して送信手段が送信する。

例えば、入カデバイスである^؟モニタから入力される画像を観察 

する視環境のパラメータが入力手段より入力され、入力手段より入 

力された、例えば、周囲光の輝度などのデータに応じて、じ町モニタ 

から出力されるデータを視環境下における色の見えに対応した見え 

の指標データに変換手段が変換し、変換手段により得られた見えの 

指標データを送信手段がネットヮーク等の伝送媒体に対して送出す 

る。

本発明に係る送信方法は、入カデバイスから入力される画像を観 

察する視環境のパラメータが入力される入カステップと、入カステ 

ップより入力された視環境のパラメータに応じて、入カデバイスが
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入力する画像データを、視環境下における色の見えに対応した見え 

の指標データに変換する変換ステップと、変換ステッブから出力さ 

れる見えの指標データを伝送媒体を介して送信する送信ステップと 

を備える。

本発明に係る提供媒体は、入カデバイスから入力された画像に対 

して所定の変換を施し、伝送媒体を介して画像を送信する送信装置 

に用いるコンピュータブログラムを提供する提供媒体であって、前 

記コンピュータプログラムは、入カデバイスから入力される画像を 

観察する視環境のパラメータが入力される入カステップと、入カス 

テップより入力された視環境のパラメータに応じて、入カデバイス 

が入力する画像デ-夕を、視環境下における色の見えに対応した見 

えの指標データに変換する変換ステッブと、変換ステッブから出力 

される見えの指標デ-夕を伝送媒体を介して送信する送信ステップ 

とを備える。

これらの送信方法及ぴ提供媒体におぃては、入カデバイスから入 

力される画像を観察する視環境のパラメータが入カステップから入 

力され、入カステップより入力された視環境のパラメータに応じて、 

入カデバイスが入力する画像データを、視環境下における色の見え 

に対応した見えの指標データに変換ステップが変換し、変換ステッ 

プから出力される見えの指標データを伝送媒体を介して送信ステッ 

プが送信する。

例えば、入カデバイスである。ぬモニタから入力される画像を観察 

する視環境のパラメータが入カステップより入力され、入カステッ 

ブより入力された、例えば、周囲光の輝度などのデータに応じて、 

◦町モニタから出力されるデータを視環境下における色の見えに対応
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した見えの指標データに変換ステッブが変換し、変換ステッブによ 

り得られた見えの指標データを送信ステップがネットヮーク等の伝 

送媒体に対して送出する。

本発明に係る送信装置は、入カデバイスから入力される画像を観 

察する視環境のパラメ-夕が入力される入力手段と、入力手段より 

入力された視環境のパラメータに応じて、入カデバイスが入力する 

画像データを、視環境下における色の見えに対応した見えの指標デ 

一夕に変換する第1の変換手段と、受信側の視環境のパラメータを 

受信する受信手段と、受信手段により受信された受信側の視環境の 

パラメータに応じて、受信側の出カデバイスが出力する画像の色の 

見えが、入カデバイスから入力される画像の色の見えと一致するよ 

うに指標データを変換する第2の変換手段と、第2の変換手段から 

出力されるデータを伝送媒体を介して送信する送信手段とを備え 

る。

この送信装置におぃては、入カデバイスから入力される画像を観 

察する視環境のパラメータが入力手段より入力され、入力手段より 

入力された視環境のパラメータに応じて、入カデパイスが入力する 

画像データを、視環境下における色の見えに対応した見えの指標デ 

一夕に第1の変換手段が変換し、受信側の視環境のバラメータを受 

信手段が受信し、受信手段により受信された受信側の視環境のパラ 

メータに応じて、受信側の出カデバイスが出力する画像の色の見え 

が、入カデバイスから入力される画像の色の見えと一致するように 

指標データを第2の変換手段が変換し、第2の変換手段から出力さ 

れるデータを伝送媒体を介して送信手段が送信する。

例えぱ、入カデバイスである《1؟モニタから入力される画像を観察
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する視環境のパラメータが入力手段より入力され、入力手段より入 

力された、例えば、周囲光の輝度などのデータに応じて、。旧モニタ 

から出力されるデータを視環境下における色の見えに対応した見え 

の指標データに第1の変換手段が変換し、受信側から伝送されてき 

た視環境のバラメ ータを受信手段が受信し、受信手段により受信さ 

れた受信側の視環境のパラメータに応じて、受信側の出カデバイス 

である〇打モニタが出力する画像の色の見えが、送信側の入カデバイ 

スである〇^モニタから入力される画像の色の見えと一致するように 

指標データを第2の変換手段が変換し、第2の変換手段により得ら 

れたデータを送信手段がネットヮーク等の伝送媒体に対して送出す 

る。

本発明に係る送信方法は、入カデバイスから入力される画像を観 

察する視環境のパラメータが入力される入カステップと、入カステ 

ップより入力された視環境のパラメータに応じて、入カデバイスが 

入力する画像データを、視環境下における色の見えに対応した見え 

の指標データに変換する第1の変換ステップと、受信側の視環境の 

パラメータを受信する受信ステッブと、受信ステッブにより受信さ 

れた受信側の視環境のパラメータに応じて、受信側の出カデバイス 

が出力する画像の色の見えが、入カデバイスから入力される画像の 

色の見えと一致するように指標データを変換する第2の変換ステッ 

プと、第2の変換ステップから出力されるデータを伝送媒体を介し 

て送信する送信ステッブとを備える。

本発明に係る提供媒体は、入カデバイスから入力された画像に対 

して所定の変換を施し、伝送媒体を介して画像を送信する送信装置 

に用いるコンピュータブログラムを提供する提供媒体であって、前
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記コンピュータブログラムは、入カデバイスから入力される画像を 

観察する視環境のパラメータが入力される入カステップと、入力ᄌ 

テップより入力された視環境のパラメ_夕に応じて、入カデバイス 

が入力する画像データを、視環境下における色の見えに対応した見 

えの指標データに変換する第1の変換ステップと、受信側の視環境 

のパラメータを受信する受信ステップと、受信ステップにより受信 

された受信側の視環境のパラメータに応じて、受信側の出カデバイ 

スが出力する画像の色の見えが、入カデパイスから入力される画像 

の色の見えと٠致するように指標データを変換する第2の変換ステ 

ッブと、第2の変換ステップから出力されるデータを伝送媒体を介 

して送信する送信ステッブとを備える。

これらの送信方法及ぴ提供媒体におぃては、入カデバイスから入 

力される画像を観察する視環境のパラメータが入カステップより入 

力され、入カステップより入力された視環境のパラメータに応じて、 

入カデパイスが入力する画像データを、視環境下における色の見え 

に対応した見えの指標データに第1の変換ステップが変換し、受信 

側の視環境のパラメ ータを受信ステップが受信し、受信ステップに 

より受信された受信側の視環境のパラメータに応じて、受信側の出 

カデバイスが出力する画像の色の見えが、入カデバイスから入力さ 

れる画像の色の見えと一致するように指標データを第2の変換ステ 

ップが変換し、第2の変換ステップから出力されるデータを伝送媒 

体を介して送信ステッブが送信する。

例えば、入カデバイスである〇町モニタから入力される画像を観察 

する視環境のパラメータが入カステップより入力され、入カステッ 

プより入力された、例えば、周囲光の輝度などのデータに応じて、
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対応した見えの指標データに第1の変換ステップが変換し、受信側 

から伝送されてきた視環境のパラメータを受信ステッブが受信し、 

受信ステッブにより受信された受信側の視環境のパラメ ータに応じ 

て、受信側の出カデバイスである《けモニタが出力する画像の色の見 

えが、送信側の入カデバイスである《けモニタから入力される画像の 

色の見えと一致するように指標データを第2の変換ステップが変換 

し、第2の変換ステップにより得られたデータを送信ステッブがネ 

ットヮーク等の伝送媒体に対して送出する。

本発明に係る送信装置は、入カデバイスから入力される画像を観 

察する視環境のパラメータが入力される入力手段と、入カデバイス 

から入力された画像と、入力手段から入力された視環境のパラメー 

夕とを送信する送信手段とを備える。

この送信装置においては、入カデバイスから入力される画像を観 

察する視環境のパラメータが入力手段より入力され、入カデバイス 

から入力された画像と、入力手段から入力された視環境のパラメ- 

夕とを送信手段が送信する。例えば、入カデバイスである〇耵モニタ 

を観察する視環境である、周囲光の輝度などの視環境パラメータが 

入力手段より入力され、入カデバイスである。耵モニタから入力され 

た画像データと、入力手段から入力された視環境のパラメ.夕とを、 

送信手段がネットヮーク等の伝送媒体に対して送出する。

本発明に係る送信方法は、入カデパイスから入力される画像を観 

察する視環境のパラメータが入力される入カステッブと、入カデバ 

イスから入力された画像と、入カステップから入力された視環境の 

パラメータとを送信する送信ステップとを備える。
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本発明に係る提供媒体は、入カデバイスから入力された画像に対 

して所定の変換を施し、伝送媒体を介して画像を送信する送信装置 

に用いるコンピュータブログラムを提供する提供媒体であって、前 

記コンピュータブログラムは、入カデバイスから入力される画像を 

観察する視環境のパラメータが入力される入カステッブと、入カデ 

バイスから入力された画像と、入カステップから入力された視環境 

のパラメータとを送信する送信ステップとを備える。

これらの送信方法及ぴ提供媒体においては、入カデバイスから入 

力される画像を観察する視環境のパラメータが入カステップより入 

力され、入カデバイスから入力された画像と、入カステップから入 

力された視環境のパラメータとを送信ステッブが送信する。例えぱ、 

入カデバイスである〇打モニタを観察する視環境である、周囲光の輝 

度などの視環境パラメータが入カステップより入力され、入カデバ 

イスである《はモニタから入力された画像データと、入カステップか 

ら入力された視環境のパラメータとを、送信ステップがネットワ_ 

ク等の伝送媒体に対して送出する。

本発明に係る受信装置は、送信側から伝送されてきた画像データ 

を受信する受信手段と、出カデバイスに表示出力される画像を観察 

する視環境のパラメータが入力される入力手段と、入力手段より入 

力された視環境のパラメータに応じて、出カデバイスに表示出力さ 

れる画像の色の見えが、送信側の入カデバイスから入力される画像 

の色の見えと一致するように、受信手段により受信された画像デー 

夕を変換する変換手段と、変換手段により変換された画像データを 

出カデバイスに対して出力する出力手段とを備える。

この受信装置においては、送信側から伝送されてきた画像データ
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を受信手段が受信し、出カデバイスに表示出力される画像を観察す 

る視環境のパラメータが入力手段より入力され、入力手段より入力 

された視環境のパラメータに応じて、出カデバイスに表示出力され 

る画像の色の見えが、送信側の入カデバイスから入力される画像の 

色の見えと一致するように、受信手段により受信された画像デ-夕 

を変換手段が変換し、変換手段により変換された画像デ-夕を出力 

デバイスに対して出力手段が出力する。

例えば、送信側から伝送されてきた画像データを受信手段が受信 

し、受信側の出カデパイスである。叮モニタを観察する視環境のパラ 

メ'夕である周囲光の輝度などが入力手段より入力され、入力手段 

より入力された視環境のパラメータに応じて^…モニタに表示され 

る画像の色の見えが、送信側の入カデバイスである。打モニタに表示 

される画像の色の見えと一致するように、受信手段により受信され 

た画像データを変換手段が変換し、得られた画像データを出カデパ 

イスであるじ町モニタに対して出力手段が出力する。

本発明に係る受信方法は、送信側から伝送されてきた画像デ'夕 

を受信する受信ステップと、出カデバイスに表示出力される画像を 

観察する視環境のバラメータが入力される入カステッブと、入カス 

テップより入力された視環境のパラメータに応じて、出カデバイス 

に表示出力される画像の色の見えが、送信側の入カデバイスから入 

力される画像の色の見えと一致するように、受信ステップにより受 

信された画像データを変換する変換ステップと、変換ステップによ 

り変換された画像データを出カデバイスに対して出力する出カステ 

ップとを備える。

本発明に係る提供媒体は、送信側の入カデバイスより入力され、
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送信側の視環境のパラメータに応じて変換されて伝送されてきた画 

像データを受信し、出カデバイスに対して表示出力する受信装置に 

用いるコンピュータブログラムを提供する提供媒体であって、前記 

コンピュータブログラムは、送信側から伝送されてきた画像データ 

を受信する受信ステッブと、出カデバイスに表示出力される画像を 

観察する視環境のパラメータが入力される入カステッブと、入カス 

テッブより入力された視環境のパラメ .夕に応じて、出カデバイᄌ 

に表示出力される画像の色の見えが、送信側の入カデバイスから入 

力される画像の色の見えと一致するように、受信ステップにより受 

信された画像データを変換する変換ステップと、変換ステッブによ 

り変換された画像データを出カデバイスに対して出力する出カステ 

ップとを備える。

これらの受信方法及ぴ提供媒体におぃては、送信側から伝送され 

てきた画像データを受信ステッブが受信し、出カデバイᄌに表示出 

力される画像を観察する視環境のパラメータが入カステップより入 

力され、入カステップより入力された視環境のパラメ-夕に応じて、 

出カデバイスに表示出力される画像の色の見えが、送信側の入カデ 

バイスから入力される画像の色の見えと一致するように、受信ステ 

ップにより受信された画像データを変換ステッブが変換し、変換ス 

テップにより変換された画像データを出カデバイスに対して出カス 

テッブが出力する。

例えば、送信側から伝送されてきた画像データを受信ステッブが 

受信し、受信側の出カデバイスである〇扪١モニタを観察する視環境の 

パラメータである周囲光の輝度などが入カステップより入力され、 

入カステッブより入力された視環境のパラメータに応じて、^けモニ
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夕に表示される画像の色の見えが、送信側の入カデバイスである〔& 

丁モニタに表示される画像の色の見えと一致するように、受信ステッ 

プにより受信された画像データを変換ステップが変換し、得られた 

画像データを出カデバイスである〇町モニタに対して出カステップが 

出力する。

本発明に係る受信装置は、出カデバイスに表示出力される画像を 

観察する視環境のパラメ-夕が入力される入力手段と、入力手段か 

ら入力された視環境のパラメータを送信側に送信する送信手段と、 

送信側から伝送されてきた画像データを受信する受信手段と、受信 

手段により受信された画像データを出カデパイスに対して出力する 

出力手段とを備える。

この受信装置においては、出カデバイスに表示出力される画像を 

観察する視環境のバラメータが入力手段より入力され、入力手段か 

ら入力された視環境のパラメータを送信側に送信手段が送信し、送 

信側から伝送されてきた画像データを受信手段が受信し、受信手段 

により受信された画像データを出カデバイスに対して出力手段が出 

力する。

例えば、出カデバイスである〇打モニタに表示出力される画像を観 

察する視環境のパラメータである、例えば、周囲光の輝度などが入 

力手段より入力され、入力された視環境のパラメータを送信側に対 

して送信手段が送信し、送信された視環境のパラメータに応じて所 

定の補正処理が施された後、送信側から伝送されてきた画像データ 

を受信手段が受信し、受信された画像デ.夕を。^モニタに対して出 

力手段が出力する。

本発明に係る受信方法は、出カデバイスに表示出力される画像を
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観察する視環境のパラメータが入力される入カステップと、入カス 

テップから入力された視環境のパラメータを送信側に送信する送信 

ステップと、送信側から伝送されてきた画像データを受信する受信 

ステップと、受信ステップにより受信された画像デ-夕を出カデバ 

イスに対して出力する出カステッブとを備える。

本発明に係る提供媒体は、送信側の入カデパイスより入力され、 

送信側の視環境のパラメ ータと、受信側の視環境のパラメ ータとに 

応じて変換されて伝送されてきた画像データを受信し、出カデバイ 

スに対して表示出力する受信装置に用いるコンピュータブログラム 

を提供する提供媒体であって、前記コンピュ-タブログラムは、出 

カデバイスに表示出力される画像を観察する視環境のパラメータが 

入力される入カステップと、入カステッブから入力された視環境の 

パラメータを送信側に送信する送信ステップと、送信側から伝送さ 

れてきた画像データを受信する受信ステップと、受信ステップによ 

り受信された画像データを出カデバイスに対して出力する出カステ 

ップとを備える。

これらの受信方法及び提供媒体においては、出カデバイスに表示 

出力される画像を観察する視環境のパラメ-夕が入カステッブより 

入力され、入カステップから入力された視環境のパラメータを送信 

側に送信ステッブが送信し、送信側から伝送されてきた画像データ 

を受信ステップが受信し、受信ステップにより受信された画像デー 

夕を出カデバイスに対して出カステップが出力する。例えば、出力 

구八서ᄌ군南츈산ᄈ乇二夕仁表示出力숏九츈画像쥰観察흐츈視環境⑦ 

パラメータである、

例えば、周囲光の輝度などが入カステッブより入力され、入力さ
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れた視環境のパラメータを送信側に対して送信ステップが送信し、

送信された視環境のパラメータに応じて所定の補正処理が施された

後、送信側から伝送されてきた画像データを受信ステップが受信し、

受信された画像データを《けモニタに対して出カステップが出力す

る。

本発明に係る受信装置は、送信側から伝送されてきた画像デ.夕 

と送信側の視環境のパラメータとを受信する受信手段と、受信手段 

により受信された視環境のパラメータに応じて、画像データを、視 

環境下における色の見えに対応した見えの指標データに変換する第 

1の変換手段と、出カデバイスに表示出力される画像を・察する視 

環境のパラメータが入力される入力手段と、入力手段より入力され 

た視環境のパラメータに応じて、出カデバイスが出力する画像の色 

の見えが、送信側の入カデバイスから入力される画像の色の見えと 

一致するように指標データを変換する第2の変換手段と、第2の変 

換手段により得られた画像データを出カデバイスに対して出力する 

出力手段とを備える。

この受信装置におぃては、送信側から伝送されてきた画像データ 

と送信側の視環境のパラメータとを受信手段が受信し、受信手段に 

より受信された視環境のパラメータに応じて、画像データを、視環 

境下における色の見えに対応した見えの指標データに第1の変換手 

段が変換し、出カデバイスに表示出力される画像を観察する視環境 

のパラメ-夕が入力手段より入力され、入力手段より入力された視 

環境のパラメータに応じて、出カデパイスが出力する画像の色の見 

えが、送信側の入カデバイスから入力される画像の色の見えと一致 

するように、指標データを第2の変換手段が変換し、第2の変換手
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段により得られた画像データを出カデバイスに対して出力手段が出

力する。

例えば、送信側から伝送されてきた画像データと、送信側の視環 

境のパラメ-夕である、例えば、周囲光の輝度などを受信手段が受 

信し、受信された視環境のパラメータに応じて、画像データを、送 

信側の^けモニタを観察する視環境における色の見え対応した見えの 

指標データに第1の変換手段が変換し、受信側の出カデバイスであ 

る。打モニタに表示出力される画像を観察する視環境の周囲光の輝度 

などのパラメータが入力手段より入力され、入力された視環境のパ 

ラメータに応じて、出カデバイスである。町モニタが出力する画像の 

色の見えが、送信側の入カデバイスである。叮モニタから入力される 

画像の色の見えと一致するように指標データを第2の変換手段が変 

換し、第2の変換手段により得られた画像データを出カデバイスで 

あるじ…モニタに対して出力手段が出力する。

本発明に係る受信方法は、送信側から伝送されてきた画像データ 

と送信側の視環境のバラメータとを受信する受信ステップと、受信 

ステッブにより受信された視環境のパラメ ータに応じて、画像デー 

夕を、視環境下における色の見えに対応した見えの指標デ-夕に変 

換する第1の変換ステッブと、出カデバイスに表示出力される画像 

を観察する視環境のパラメータが入力される入カステップと、入力 

ステップより入力された視環境のパラメータに応じて、出カデバイ 

スが出力する画像の色の見えが、送信側の入カデバイスから入力さ 

れる画像の色の見えと一致するように指標データを変換する第2の 

変換ステップと、第2の変換ステップにより得られた画像データを 

出カデバイスに対して出力する出カステッブとを備える。



wo 98/37690 PCT/JP98/00727

23

本発明に係る提供媒体は、送信側から伝送されてきた、送信側の 

入カデバイスより入力された画像データと、入カデパイスから入力 

される画像を観察する視環境のパラメータとを受信し、出カデバイ 

スに対して表示出力する受信装置に用ぃるコンピュータブログラム 

を提供する提供媒体であって、前記コンピュ-タブログラムは、送 

信側から伝送されてきた画像データと送信側の視環境のパラメータ 

とを受信する受信ステップと、受信ステップにより受信された視環 

境のパラメータに応じて、画像データを、視環境下における色の見 

えに対応した見えの指標データに変換する第1の変換ステップと、 

出カデバイスに表示出力される画像を観察する視環境のバラメータ 

が入力される入カステッブと、入カステッブより入力された視環境 

のパラメータに応じて、出カデバイスが出力する画像の色の見えが、 

送信側の入カデバイスから入力される画像の色の見えと一致するよ 

うに指標データを変換する第2の変換ステッブと、第2の変換ステ 

ップにより得られた画像データを出カデバイスに対して出力する出 

カステッブとを備える。

これらの受信方法及ぴ提供媒体においては、送信側から伝送され 

てきた画像データと送信側の視環境のパラメータとを受信ステッブ 

が受信し、受信ステップにより受信された視環境のパラメータに応 

じて、画像データを、視環境下における色の見えに対応した見えの 

指標デ.夕に第1の変換ステップが変換し、出カデバイᄌに表示出 

力される画像を観察する視環境のパラメータが入カステッブより入 

力され、入カステップより入力された視環境のパラメータに応じて、 

出カデバイスが出力する画像の色の見えが、送信側の入カデパイス 

から入力される画像の色の見えと一致するように指標データを第2



wo 98/37690 PCT/JP98/^727

24

の変換ステップが変換し、第2の変換ステップにより得られた画像 

データを出カデパイスに対して出カステップが出力する。

例えば、送信側から伝送されてきた画像データと、送信側の視環 

境のパラメータとを受信ステッブが受信し、受信された視環境のパ 

ラメータに応じて、画像データを、送信側の。耵モニタを観察する視 

環境における色の見え対応した見えの指標データに第1の変換ステ 

、、ノプが٠٠1 ٠٠佃|の,屮,-わデバイスでかる「パモニクじ٠^.屮,ヂざ

れる画像を観察する視環境の周囲光の輝度などのパラメータが入力

ステップより入力され、入力された視環境のパラメ_夕に応じて、

出カデバイスである《ぴモニタが出力する画像の色の見えが、送信側

の入カデバイスであるじ叮モニタから入力される画像の色の見えと一

致するように指標データを第2の変換ステッブが変換し、第2の変

換ᄌテップにより得られた画像データを出カデバイᄌであるCRTモニ

夕に対して出カステップが出力する。

本発明に係る画像処理システムは、送信側が、入カデバイスから 

入力される画像を観察する視環境のパラメータが入力される第1の 

入力手段と、第1の入力手段より入力された視環境のパラメ-夕に 

応じて、入カデバイスが入力する画像デ.夕を、視環境下における 

色の見えに対応した見えの指標データに変換する第1の変換手段 

と、第1の変換手段から出力される見えの指標データを伝送媒体を 

介して送信する送信手段とを備え、受信側が、伝送媒体を介して伝 

送されてきた指標データを受信する受信手段と、出カデバイスに対 

して表示出力される画像を観察する視環境のパラメータが入力され 

る第2の入力手段と、第2の入力手段より入力された視環境のパラ 

メータに応じて、出カデバイスに表示出力される画像の色の見えが、
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送信側の入カデバイスから入力される画像の色の見えと.致するよ 

うに、受信手段により受信された指標データを変換する第2の変換 

手段と、第2の変換手段により変換された画像データを出カデバイ 

スに対して出力する出力手段とを備える。

この画像処理システムにおいては、送信側では、入カデパイスか 

ら入力される画像を観察する視環境のパラメータが第1の入力手段 

より入力され、第1の入力手段より入力された視環境のパラメ-夕 

に応じて、入カデバイスが入力する画像データを、視環境下におけ 

る色の見えに対応した見えの指標データに第1の変換手段が変換 

し、第1の変換手段から出力される見えの指標データを伝送媒体を 

介して送信手段が送信し、受信側では、伝送媒体を介して伝送され 

てきた指標デ-夕を受信手段が受信し、出カデパイスに対して表示 

出力される画像を観察する視環境のパラメータが第2の入力手段よ 

り入力され、第2の入力手段より入力された視環境のパラメータに 

応じて、出カデパイスに表示出力される画像の色の見えが、送信側 

の入カデバイスから入力される画像の色の見えと一致するように、 

受信手段により受信された指標データを第2の変換手段が変換し、 

第2の変換手段により変換された画像データを出カデバイᄌに対し 

て出力手段が出力する。

例えば、送信側では、入カデパイスである〇1ぴモニタを観察する視 

環境のパラメータである、例えば、周囲光の輝度などのデータが第 

1の入力手段から入力され、入力された視環境のパラメータに応じ 

て、入カデバイスである〇耵モニタが入力する画像データを第1の変 

換手段が視環境下における色の見えに対応した見えの指標データ変 

換し、彳导られたデータを送信手段が、ネットヮークなどを介して送
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信し、受信側では、ネットヮークを介して伝送されてきた指標デー 

夕쓩受信手段산受信1、出力늣八사ᄌ년٥츈산내乇二夕仁対1꿉表示 

出力される画像を観察する視環境のパラメ-夕である、例えば、周 

囲光の輝度などのデータが第2の入力手段より入力され、入力され 

た視環境のバラメータに応じて、出カデバイスである№؟モニタに表 

示出力される画像の色の見えが、送信側の入カデバイスである。11丁モ 

二夕から入力される画像の色の見えと一致するように、受信された 

指標データを第2の変換手段が変換し、第2の変換手段により変換 

された画像データを出カデバイスである。打モニタに対して出力手段 

が出力する。

本発明に係る画像処理方法は、送信側が、画像を観察する視環境 

のパラメータが入力される第1の入カステップと、第1の入カステ 

ップより入力された視環境のパラメータに応じて、入カデバイスが 

入力する画像データを、視環境下における色の見えに対応した見え 

の指標データに変換する第1の変換ステッブと、第1の変換ステッ 

プから出力される見えの指標データを伝送媒体を介して送信する送 

信ステップとを備え、受信個』が、伝送媒体を介して伝送されてきた 

指標データを受信する受信ステッブと、出カデパイスに対して表示 

出力される画像を観察する視環境のパラメータが入力される第2の 

入カステップと、第2の入カステッブより入力された視環境のパラ 

メータに応じて、出カデバイスに表示出力される画像の色の見えが、 

送信側の入カデバイスから入力される画像の色の見えと一致するよ 

うに、受信ステップにより受信された指標データを変換する第2の 

変換ステップと、第2の変換ステップにより変換された画像データ 

を出カデバイスに対して出力する出カステッブとを備える。
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本発明に係る提供媒体は、送信側は、入カデバイスから入力され 

た画像に対して所定の変換を施し、伝送媒体を介して画像を送信し、 

受信側は、伝送媒体を介して伝送されてきた画像に対して所定の変 

換を施した後、出カデパイスに表示出力する画像処理システムに用 

いるコンピュータプログラムを提供する提供媒体であつて、送信側 

のコンピュータプログラムは、画像を観察する視環境のパラメ.夕 

が入力される第1の入カステップと、第1の入カステップより入力 

された視環境のパラメータに応じて、入カデパイスが入力する画像 

データを、視環境下における色の見えに対応した見えの指標データ 

に変換する第1の変換ステッブと、第1の変換ステッブから出力さ 

れる見えの指標データを伝送媒体を介して送信する送信ステップと 

を備え、受信側のコンピュータプログラムは、伝送媒体を介して伝 

送されてきた指標データを受信する受信ステップと、出カデバイス 

に対して表示出力される画像を観察する視環境のパラメータが入力 

される第2の入カステップと、第2の入カステッブより入力された 

視環境のパラメータに応じて、出カデバイスに表示出力される画像 

の色の見えが、送信側の入カデバイスから入力される画像の色の見 

えと一致するように、受信ステッブにより受信された指標デ-夕を 

変換する第2の変換ステップと、第2の変換ステップにより変換さ 

れた画像デ.夕を出カデバイスに対して出力する出カステップとを 

備える。

これらの画像処理方法及び提供媒体においては、送信側では、入 

カデバイスから入力される画像を観察する視環境のパラメータが第 

1の入カステッブより入力され、第1の入カステッブより入力され 

た視環境のパラメータに応じて、入カデバイスが入力する画像デー
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夕を、視環境下における色の見えに対応した見えの指標データに第 

1の変換ステップが変換し、第1の変換ステップから出力される見 

えの指標データを伝送媒体を介して送信ステッブが送信し、受信側 

では、伝送媒体を介して伝送されてきた指標データを受信ステッブ 

が受信し、出カデバイスに対して表示出力される画像を観察する視 

環境のパラメータが第2の入カステップより入力され、第2の入力 

ステッブより入力された視環境のパラメータに応じて、出カデバイ 

スに表示出力される画像の色の見えが、送信側の入カデバイスから 

入力される画像の色の見えと一致するように、受信ステッブにより 

受信された指標データを第2の変換ステップが変換し、第2の変換 

ステッブにより変換された画像デ.夕を出カデバイスに対して出力 

ステップが出力する。

例えば、送信側では、入カデバイスである。叮モニタを観察する視 

環境のパラメータである、例えば、周囲光の輝度などのデータが第 

1の入カステップから入力され、入力された視環境のパラメータに 

応じて、入カデバイスである0打モニタが入力する邶8データを第1 

の変換ステッブが視環境下における色の見えに対応した見えの指標 

データ変換し、得られたデータを送信ステッフ٠が、ネットヮークな 

どを介して送信し、受信側では、ネットヮークを介して伝送されて 

きた指標データを受信ステップが受信し、出カデバイスであるご耵モ 

ニタに対して表示出力される画像を観察する視環境のバラメータで 

ある、例えば、周囲光の輝度などのデータが第2の入カステッブよ 

り入力され、入力された視環境のパラメータに応じて、出カデバイ 

スである。打モニタに表示出力される画像の色の見えが、送信側の入 

カデバイスである^ぴモニタから入力される画像の色の見えと一致す
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るように、受信された指標データを第2の変換ステップが変換し、 

第2の変換ステップにより変換された画像データを出カデバイスで 

ある。打モニタに対して出カステッブが出力する。

本発明に係る画像処理システムは、送信側が、入カデバイスより 

入力される画像を観察する視環境のパラメータが入力される第1の 

入力手段と、第1の入力手段より入力された視環境のパラメータに 

応じて、入カデバイスが入力する画像データを、視環境下における 

色の見えに対応した見えの指標データに変換する第1の変換手段 

と、出カデバイスに対して表示出力される画像を観察する受信側の 

視環境のパラメータを受信する第1の受信手段と、第1の受信手段 

により受信された視環境のパラメータに応じて、出カデバイスに表 

示出力される画像の色の見えが、入カデバイスから入力される画像 

の色の見えと一致するように、第1の変換手段より出力された指標 

データを変換する第2の変換手段と、第2の変換手段により得られ 

たデータを伝送媒体を介して送信する第1の送信手段とを備え、受 

信側が、伝送媒体を介して伝送されてきたデータを受信する第2の 

受信手段と、第2の受信手段により受信されたデータを出カデパイ 

スに対して出力する出力手段と、出カデバイスに対して表示出力さ 

れる画像を観察する視環境のバラメータが入力される第2の入力手 

段と、第2の入力手段より入力された視環境のパラメータを送信側 

に対して送信する第2の送信手段とを備える。

この画像処理システムにおいては、送信側では、入カデパイスよ 

り入力される画像を観察する視環境のパラメータが第1の入力手段 

より入力され、第1の入力手段より入力された視環境のパラメータ 

に応じて、入カデバイスが入力する画像データを、視環境下におけ
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る色の見えに対応した見えの指標データに第1の変換手段が変換 

し、出カデバイスに対して表示出力される画像を観察する受信側の 

視環境のパラメータを第1の受信手段が受信し、第1の受信手段に 

より受信された視環境のパラメータに応じて、出カデバイスに表示 

出力される画像の色の見えが、入カデバイスから入力される画像の 

色の見えと一致するように、第1の変換手段より出力された指標デ 

一夕を第2の変換手段が変換し、第2の変換手段により得られたデ 

一夕を伝送媒体を介して第1の送信手段が送信し、受信側では、伝 

送媒体を介して伝送されてきたデータを第2の受信手段が受信し、

第2の受信手段により受信されたデータを出カデパイᄌに対して出 

力手段が出力し、出カデバイスに対して表示出力される画像を観察 

する視環境のパラメータが第2の入力手段より入力され、第2の入 

力手段より入力された視環境のパラメータを送信側に対して第2の 

送信手段が送信する。

例えば、送信側では、入カデパイスである。打モニタより入力され 

る画像を観察する視環境のパラメータである、例えば、周囲光の輝 

度などのデータが第1の入力手段より入力され、入力された視環境 

のパラメータに応じて、入カデバイスである《ぴモニタが入力する画 

像データを、視環境下における色の見えに対応した見えの指標デー 

夕に第1の変換手段が変換し、受信側の出カデバイスである〇町モニ 

夕に対して表示出力される画像を観察する受信側の視環境のパラメ 

一夕を第1の受信手段が受信し、受信された、例えば、受信側の周 

囲光の輝度などの視環境のパラメ.夕に応じて、受信側の出カデバ 

イスである〇耵モニタに表示出力される画像の色の見えが、送信側の 

入カデバイスである。打モニタから入力される画像の色の見えと一致
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するように、第1の変換手段より出力された指標データを第2の変 

換手段が変換し、得られたデータをネットヮークを介して第1の送 

信手段が送信し、受信側では、ネットヮ-クを介して伝送されてき 

たデータを第2の受信手段が受信し、受信されたデータを受信側の 

出カデパイスである〇町モニタに対して出力手段が出力し、出カデバ 

イスに対して表示出力される画像を観察する視環境のパラメータで 

ある、例えば、周囲光の輝度などのデータが第2の入力手段より入 

力され、入力された視環境のパラメータを送信側に対して第2の送 

信手段が送信する。

本発明に係る画像処理方法は、送信側が、入カデバイスより入力 

される画像を観察する視環境のパラメータが入力される第1の入力 

ステップと、第1の入カステップより入力された視環境のパラメー 

夕に応じて、入カデバイスが入力する画像データを、視環境下にお 

ける色の見えに対応した見えの指標データに変換する第1の変換ス 

テップと、出カデバイスに対して表示出力される画像を観察する受 

信側の視環境のパラメータを受信する第1の受信ステップと、受信 

ステップにより受信された視環境のパラメータに応じて、出カデバ 

イスに表示出力される画像の色の見えが、入カデパイスから入力さ 

れる画像の色の見えと一致するように、第1の変換ステッブより出 

力された指標デ-夕を変換する第2の変換ステップと、第2の変換 

ステップより出力されたデータを伝送媒体を介して送信する第1の 

送信ステッブとを備え、受信側が、伝送媒体を介して伝送されてき 

たデータを受信する第2の受信ステップと、第2の受信ステッフ٠に 

より受信されたデータを出カデバイスに対して出力する出カステッ 

ブと、出カデバイスに対して表示出力される画像を観察する視環境
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のパラメータが入力される第2の入カステップと、第2の入カステ 

ッブより入力された視環境のパラメータを送信側に対して送信する 

第2の送信ステップとを備える。

本発明に係る提供媒体は、送信側は、入カデバイスから入力され 

た画像に対して所定の変換を施し、伝送媒体を介して画像を送信し、 

受信側は、伝送媒体を介して伝送されてきた画像を出カデバイスに 

表示出力する画像処理システムに用いるコンピュータプログラムを 

提供する提供媒体であって、送信側のコンピュータプログラムは、 

入カデパイスより入力される画像を観察する視環境のパラメータが 

入力される第1の入カステップと、第1の入カステップより入力さ 

れた視環境のパラメータに応じて、入カデバイスが入力する画像デ 

一夕を、視環境下における色の見えに対応した見えの指標デ.夕に 

変換する第1の変換ステッブと、出カデパイスに対して表示出力さ 

れる画像を観察する受信側の視環境のパラメータを受信する第1の 

受信ステップと、受信ステップにより受信された視環境のパラメ ー 

夕に応じて、出カデバイスに表示出力される画像の色の見えが、入 

カデバイスから入力される画像の色の見えと٠致するように、第1 

の変換ステッブより出力された指標データを変換する第2の変換ス 

テッブと、第2の変換ステップより出力されたデータを伝送媒体を 

介して送信する第1の送信ステップとを備え、受信側のコンピュー 

タプログラムは、伝送媒体を介して伝送されてきたデ-夕を受信す 

る第2の受信ステッブと、第2の受信ステップにより受信されたデ 

一夕を出カデバイスに対して出力する出カステッブと、出カデバイ 

スに対して表示出力される画像を観察する視環境のパラメータが入 

力される第2の入カステップと、第2の入カステッブより入力され
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た視環境のパラメータを送信側に対して送信する第2の送信ステッ

ブとを備える。

これらの画像処理方法及び提供媒体におぃては、送信側では、入 

カデバイスより入力される画像を観察する視環境のパラメ_夕が第 

1の入カステッブより入力され、第1の入カステップより入力され 

た視環境のバラメータに応じて、入カデパイスが入力する画像デ. 

夕を、視環境下における色の見えに対応した見えの指標データに第 

1の変換ステップが変換し、出カデバイスに対して表示出力される 

画像を観察する受信側の視環境のパラメ ータを第1の受信ステップ 

が受信し、第1の受信ステップにより受信された視環境のパラメー 

夕に応じて、出カデバイスに表示出力される画像の色の見えが、入 

カデバイスから入力される画像の色の見えと一致するように、第1 

の変換ステップより出力された指標データを第2の変換ステップが 

変換し、第2の変換ステップにより得られたデータを伝送媒体を介 

して第1の送信ステップが送信し、受信側では、伝送媒体を介して 

伝送されてきたデ-夕を第2の受信ステップが受信し、第2の受信 

ステップにより受信されたデ-夕を出カデバイスに対して出カステ 

ッブが出力し、出カデバイスに対して表示出力される画像を観察す 

る視環境のパラメータが第2の入カステップより入力され、第2の 

入カステップより入力された視環境のパラメータを送信側に対して 

第2の送信ステッブが送信する。

例えば、送信側では、入力못八서ᄌ꿋٥츈산ᄈ乇二夕¿ り入力され 

る画像を観察する視環境のパラメ-夕である、例えば、周囲光の輝 

度などのデ-夕が第1の入カステップより入力され、入力された視 

環境のパラメータに応じて、入カデバイスである《はモニタが入力す
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る画像データを、視環境下における色の見えに対応した見えの指標 

データに第1の変換ステッブが変換し、受信側の出カデバイスであ 

る《はモニタに対して表示出力される画像を観察する受信側の視環境 

のパラメータを第1の受信ステップが受信し、受信された、例えぱ、 

受信側の周囲光の輝度などの視環境のバラメ-夕に応じて、受信側 

の出カデバイスである〇叮モニタに表示出力される画像の色の見え 

が、送信側の入カデバイスである。"モニタから入力される画像の色 

の見えと一致するように、第1の変換ステッブより出力された指標 

データを第2の変換ステッブが変換し、得られたデ.夕をネットワ 

ークを介して第1の送信ステップが送信し、受信側では、ネットワ 

ークを介して伝送されてきたデータを第2の受信ステップが受信 

し、受信されたデ-夕を受信側の出カデバイスである〇^モニタに対 

して出カステッブが出力し、出カデバイスに対して表示出力される 

画像を観察する視環境のパラメ-夕である、例えば、周囲光の輝度 
などのデ-夕が第2の入カステップより入力され、入力された視環 

境のパラメ -夕を送信側に対して第2の送信ステッブが送信する。

本発明に係る画像処理システムは、送信個）が、入カデバイスから 

入力される画像を観察する視環境のパラメータが入力される第1の 

入力手段と、入カデバイスから入力された画像と、第1の入力手段 

から入力された視環境のパラメータとを送信する送信手段とを備 

え、受信個』が、送信側から伝送されてきた画像データと送信側の視 

環境のバラメータとを受信する受信手段と、受信手段により受信さ 

れた視環境のパラメータに応じて、画像データを、視環境下におけ 

る色の見えに対応した見えの指標データに変換する第1の変換手段 

と、出カデバイスに表示出力される画像を観察する視環境のバラメ
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-夕が入力される第2の入力手段と、第2の入力手段より入力され 

た視環境のパラメータに応じて、出カデバイスが出力する画像の色 

の見えが、送信側の入カデバイスから入力される画像の色の見えと 

一致するように指標データを変換する第2の変換手段と、第2の変 

換手段により得られた画像デ-夕を出カデバイスに対して出力する 

出力手段とを備える。

この画像処理システムにおいては、送信側では、入カデバイスか 

ら入力される画像を観察する視環境のパラメータが第1の入力手段 

から入力され、入カデバイスから入力された画像と、第1の入力手 

段から入力された視環境のパラメ ータとを送信手段が送信し、受信 

側では、送信側から伝送されてきた画像データと送信側の視環境の 

パラメᅳ夕とを受信手段が受信し、受信手段により受信された視環 

境のパラメ-夕に応じて、画像データを、視環境下における色の見 

えに対応した見えの指標データに第1の変換手段が変換し、出カデ 

バイスに表示出力される画像を観察する視環境のパラメータが第2 

の入力手段より入力され、第2の入力手段より入力された視環境の 

パラメータに応じて、出カデパイスが出力する画像の色の見えが、 

送信側の入カデバイスから入力される画像の色の見えと一致するよ 

うに指標データを第2の変換手段が変換し、第2の変換手段により 

得られた画像データを出カデパイスに対して出力手段が出力する。

例えば、送信側では、入カデバイスである〇打モニタから入力され 

る画像を観察する視環境のパラメータである、例えば、周囲光の輝 

度デ-夕が第1の入力手段から入力され、入カデバイスである。耵モ 

二夕から入力された画像データと、第1の入力手段から入力された 

視環境のデータとを送信手段が送信し、受信側では、送信側から伝



wo 98/37690 PCT/JP98/^727

36

送されてきた画像データと送信側の視環境のパラメ-夕とを受信手 

段が受信し、受信手段により受信された視環境のパラメータに応じ 

て、画像データを、送信側の視環境下における色の見えに対応した 

見えの指標データに第1の変換手段が変換し、受信側の出カデパイ 

スである。^モニタに表示出力される画像を観察する視環境のパラメ 

一夕が第2の入力手段より入力され、第2の入力手段より入力され 

た受信側の視環境のパラメータである、例えば、周囲光の輝度デー 

夕に応じて、出カデバイスである^؟モニタが出力する画像の色の見 

えが、送信側の入カデバイスである《けモニタから入力される画像の 

色の見えと一致するように指標データを第2の変換手段が変換し、 

第2の変換手段により得られた画像データを出カデバイスである^ 

。モニタに対して出力手段が出力する؟

本発明に係る画像処理方法は、送信側が、入カデバイスから入力 

される画像を観察する視環境のパラメータが入力される第1の入力 

ステップと、入カデバイスから入力された画像と、第1の入カステ 

ップから入力された視環境のパラメータとを送信する送信ステップ 

とを備え、受信側が、送信側から伝送されてきた画像データと送信 

側の視環境のパラメータとを受信する受信ステッブと、受信ステッ 

ブにより受信された視環境のパラメータに応じて、画像データを、 

視環境下における色の見えに対応した見えの指標データに変換する 

第1の変換ステップと、出カデバイスに表示出力される画像を観察 

する視環境のパラメ.夕が入力される第2の入カステップと、第2 

の入カステッブより入力された視環境のパラメータに応じて、出力 

デバイスが出力する画像の色の見えが、送信側の入カデバイスから 

入力される画像の色の見えと一致するように指標データを変換する
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第2の変換ᄌテップと、第2の変換ステップにより得られた画像デ 

一夕を出カデバイスに対して出力する出カステップとを備える。

本発明に係る提供媒体は、送信側は、入カデバイスから入力され 

た画像を、伝送媒体を介して送信し、受信側は、伝送媒体を介して 

伝送されてきた画像に所定の変換を施して出カデバイスに表示出力 

する画像処理システムに用いるコンピュータプログラムを提供する 

提供媒体であって、送信側のコンピュ-タプログラムは、入カデバ 

イスから入力される画像を観察する視環境のパラメ-夕が入力され 

る第1の入カステップと、入カデパイスから入力された画像と、第 

1の入カステップから入力された視環境のパラメ-夕とを送信する 

送信ステッブとを備え、受信側のコンピュ-タブログラムは、送信 

側から伝送されてきた画像デ-夕と送信側の視環境のパラメ-夕と 

を受信する受信ステッブと、受信ステッブにより受信された視環境 

のパラメータに応じて、画像デ-夕を、送信側の視環境下における 

色の見えに対応した見えの指標デ-夕に変換する第1の変換ステッ 

プと、出カデバイスに表示出力される画像を観察する視環境のパラ 

メータが入力される第2の入カステッブと、第2の入カステップよ 

り入力された視環境のバラメータに応じて、出カデバイスが出力す 

る画像の色の見えが、送信側の入カデバイスから入力される画像の 

色の見えと一致するように指標データを変換する第2の変換ステッ 

プと、第2の変換ステップにより得られた画像データを出カデバイ 

スに対して出力する出カステッブとを備える。

これらの画像処理方法及ぴ提供媒体におぃては、送信側では、入 

カデバイスから入力される画像を観察する視環境のパラメータが第 

1の入カステップから入力され、入カデバイスから入力された画像
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と、第1の入カステッブから入力された視環境のパラメータとを送 

信ステッブが送信し、受信側では、送信側から伝送されてきた画像 

データと送信側の視環境のパラメ ータとを受信ステッブが受信し、 

受信ステッブにより受信された視環境のパラメータに応じて、画像 

データを、視環境下における色の見えに対応した見えの指標データ 

に第1の変換ステップが変換し、出カデバイスに表示出力される画 

像を観察する視環境のパラメ-夕が第2の入カステップより入力さ 

れ、第2の入カステップより入力された視環境のパラメ ータに応じ 

て、出カデバイスが出力する画像の色の見えが、送信側の入カデバ 

イスから入力される画像の色の見えと一致するように指標データを 

第2の変換ステッブが変換し、第2の変換ステッブにより得られた 

画像データを出カデバイスに対して出カステップが出力する。

例えば、送信側では、入カデバイスであるじ叮モニタから入力され 

る画像を観察する視環境のパラメータである、例えば、周囲光の輝 

度データが第1の入カステップから入力され、入カデバイスである 

^丁モニタから入力された画像データと١第1の入カステップから入 

力された視環境のデ-夕とを送信ステップが送信し、受信側では、 

送信側から伝送されてきた画像データと送信側の視環境のパラメー 

夕とを受信ステッブが受信し、受信ステップにより受信された視環 

境のパラメータに応じて、画像デ-夕を、送信側の視環境下におけ 

る色の見えに対応した見えの指標データに第1の変換ステップが変 

換し、受信側の出カデバイスであるじ肘モニタに表示出力される画像 

を観察する視環境のパラメータが第2の入カステッブより入力さ 

れ、第2の入カステップより入力された受信側の視環境のパラメᅳ 

夕である、例えば、周囲光の輝度データに応じて、出カデバイスで
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ある《げモニタが出力する画像の色の見えが、送信側の入カデパイス 

であるじ^モニタから入力される画像の色の見えと一致するように指 

標デ-夕を第2の変換ステップが変換し、第2の変換ステッブによ 

り得られた画像データを出カデバイスであるじ耵モニタに対して出力 

ステップが出力する。

本発明に係る画像デ.夕処理装置は、٥〇の画像データを〇比の画 

像デ.夕に、又は、٥冗の画像データを〇〇の画像データに、変換す 

るためのブロファイルを取り込む第1の取込手段と、視環境パラメ 

一夕を取り込む第2の取込手段と、第2の取込手段で取り込んだ視 

環境パラメータに対応して、第1の取込手段で取り込んだプロファ 

イルを書き換える書換手段とを備える。

本発明に係る画像データ処理方法は、〇〇の画像データを〇以の画 

像デ.夕に、又は、〇冗の画像データを٥〇の画像デ٠_夕に、変換す 

るためのブロファイルを取り込む第1の取込ステッブと、視環境パ 

ラメ ータを取り込む第2の取込ステップと、第2の取込ステッブで 

取り込んだ視環境バラメ -夕に対応して、第1の取込ステッブで取 

り込んだブロファイルを書き換える書換ステップとを備える。

本発明に係る提供媒体は、〇^の画像データを〇ぴの画像データに、 

又は、〇冗の画像データを0^の画像データに、変換するためのプロ 

ファイルを取り込む第1の取込ステップと、視環境パラメータを取 

り込む第2の取込ステッブと、第2の取込ステップで取り込んだ視 

環境パラメ-夕に対応して、第1の取込ステッブで取り込んだプロ 

ファイルを書き換える書換ステップとを備えるコンピユータブログ 

ラムを提供する。

これらの画像デ_夕処理装置、画像デ_夕処理方法、及び提供媒
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体においては、取り込んだ視環境パラメータに対応して、DDCOSI 

データを٠ぴの画像データに変換するためのブロファイル、又は〇冗 

の画像デ-夕を0^の画像データに変換するためのプロファィルが書 

き換ぇられる。

図面の簡単な説明

図1は、本発明の概要を説明する図である。

図2は١本発明を適用した送受信装置の第1の実施の形態の構成 
を示すブロック図である。

図3は、図1に示す実施の形態の処理の流れを説明する図である。 

、٨Β，4C，4DU١比例順応係数匕むを変化した場合のل 044

送信側と受信側のソフトコピー画像の色の見えの一致度との関係の 

調査実験結果を示す図である。

図5は、図4人乃至4ヨに示す調査実験の結果を示す図である。 

図6は、図1に示す実施の形態のセンサの代わりに、パラメータ

設定回路を使用した場合の構成例を説明するプロック図である。

図7は、パラメータ設定画面の表示例を示す図である。

図8は、本発明を適用した送受信装置の第2の実施の形態の構成

を示すブロック図である。

図9は、本発明を適用した送受信装置の第3の実施の形態の構成 

を示すプロック図である。

図10は、本発明を適用した送受信装置の第4の実施の形態の構 

成を示すプロック図である。

図1 1は、本発明を適用した送受信装置の第5の実施の形態の構
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成を示すプロック図である。

図12は、本発明を適用した送受信装置の第6の実施の形態の構 

成を示すプロック図である。

図13は、本発明を適用した送受信装置の第7の実施の形態の構 

成を示すブロック図である。

図14は、本発明の送受信装置を実現するコンピユ-夕の構成例 

を示すブロック図である。

図15は、本発明を適用した画像処理システムの構成例を示すプ 

ロック図である。

図16は、本発明を適用した画像処理システムの構成例を示すブ 

ロック図である。

図17は、図16の構成例の処理を説明するフローチャートであ 

る〇

図1 8は、ICC Profile ?〇^れを説明する図である。

図19は、1^ブロファイルフォーマットの内容の表示例を示す図

である。

図2 0は、視環境パラメータの入力画面の例を示す図である。 

図2 1は、カラーパッチの測定法を説明する図である。

図22は、図17のステップ34の詳細な処理を説明するフローチ

ャートである。

図23は、図16のシステムにおけるデータの処理を説明する図 

である。

図2 4は、本発明を適用した画像処理システムの他の構成例を示 

すブロック図である。

図2 5は、
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図2 6は、 。船のデータの流れを説明する図である。

図2 7は、 。妣のデータの流れを説明する図である。

図2 8は、

図2 9は、 cмsのデータの流れを説明する図である。

図3 0は、 じ妣のデータの流れを説明する図である。

図3 1は、 。妣のデータの流れを説明する図である。

図3 2は、 。邯のデ-夕の流れを説明する図である。

図3 3は、 cмsのデ^夕の流れを説明する図である。

図3 4は、 じ忖3のデータの流れを説明する図である。

図3 5は、 じ似のデータの流れを説明する図である。

図3 6は、 ◦船のデータの流れを説明する図である。

図3 7は、 心8のデータの流れを説明する図である。

図3 8は、 従来の画像処理システムの構成例を示す図である。

図3 9は、 図3 8に示す画像処理システムにおける画像データの

流れを説明する図でぁる。

図4 0は、 図3 8に示すマッピング部の構成例を示す図である。

図4 1は、 従来の画像処理システムの他の構成例を示すプロック

図である。

図42は、図41の構成例の動作を説明する図である。

図4 3は、従来の画像処理システムにおけるデ-夕の流れを説明

する図である。

図4 4は、従来の画像処理システムにおけるデータの流れを説明 

する図でぁる。

図4 5は、従来の画像処理システムにぉけるデータの流れを説明

する図である。
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図4 6は、従来の異なる装置間における画像を説明する図である。

図4 7は、従来の異なる装置間における画像を説明する図である。

図4 8は、従来の異なる装置間における画像を説明する図である。

発明を実施するための最良の形態

以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明す 

る。なお、本発明は、以下に説明する具体的な実施の形態に限定さ 

れるものではない。まず、その前段階として、図1を参照して、本 

発明の概要について説明する。

本発明においては、例えば、図1に示すように、ネットワーク1 

0 0を介して接続された複数の送受信装置1のそれぞれの周辺装置 

（入出カデバイス）である0打モニタ3— 1,3-2、スキャナ2、 

又は、プリンタ4を介して入出力される画像の色の見えが、視環境 

に拘わらず٠致するようになされている。即ち、各送受信装置1は、 

先ず、内蔵されているプロファイル？1乃至。により00を0^に変換 

することにより、各周辺装置の特性の相違に起因する見えの差異を 

修正する。そして、ランブし乃至しより照射される周囲光の白色度 

の色度、ハードコピー画像が印刷されている用紙の白色点の色度、 

대؟乇二夕 3 — 1，3 - 2の白色点の色度又は絶対輝度などの視環境 

に応じて、それぞれの〇比に対して所定の変換を施し、ネットワーク 

1 0 0を介して接続されている送受信装置1の各周辺装置から入出 

力される画像の色の見えが一致するようになされている。

図2は、本発明の第1の実施の形態の構成例を示すブロック図で 

ある。この画像処理システム（この明細書において、システムとは、
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複数の装置、手段などにより構成される全体的な装置を意味するも 

、のとする）においては、送信側の入カデバイスとして0耵モニタ3 

受信側の出カデバイᄌとしてじ町モニタ4が用いられており、まず自 

己発光して画像を表示（出力）、即ちソフトコピー画像を表示する 

^门١モニタ3から、その画像に対応する画像デ-夕としての、例えば 

叩^データが.送信側の画像処理部1_ 1に供給される。そして、画 

モニタ3からの画像データが画像処理され؟^、像処理部1一1では 

た後、ネットヮ-ク1 0 1を介して受信側に伝送される。受信側で 

は、伝送されてきた画像データを画像処理部1 — 2により受信し、 

所定の画像処理を施した後、じ打モニタ4に出力する。《けモニタ4 

では、画像処理部1-2からのデータに対応した画像が、画面上に

表示出力されることになる。

画像処理部1 一 1は、コンパータ1 1、視環境変換回路1 2、並 

ぴに画像編集処理回路1 3から構成されている。コンバータ1 1は、

予め作成された。^モニタ3用のブロファイルトを記憶しており、そ 

モニタ3からの、例え1、^؟が参照され؟こでは、そのブロファイル 

٥川としての又٢2データに変換され、視環境変換回路、ばIlGBデータが 

12に供給される0

視環境変換回路1 2には、コンバータ1 1からの父٢2データの他、 

センサ21及ぴセンサ3 2の出力が供給されるようになされている。セ

打モニタ3に表示されるソフトコピー画像。ンサ31及ぴセンサ、は١ 

を使用者が観察している環境（C叮モニタ3の視環境）を示す数値と 

しての視環境パラメータ（Viewing Condition Parameter）を出力す 

るようになされている。即ち、センサんは、例えば放射色彩輝度計 

などで構成され、《げモニタ3が設置されている環境の周囲の光（例



wo 98/37690 PCT/JP98/00727

45

えば、蛍光灯の光など）の、例えば、色度を測定し、これを視環境 

パラメータとして視環境変換回路12に供給する。また、センサ3 

2は、例えぱ密着型センサなどで構成され、自己発光する《はモニタ3 

の、例えぱ白色点の色度と絶対輝度とを測定し、これを視環境パラ 

メータとして視環境変換回路12に供給する。

視環境変換回路1 2では、センサS 1及びセンサS :からの視環境パ 

ラメータに応じて、コンバータ 1 1からの٢2؟データが、에丁乇二夕 

3の視環境下における色の見えに対応した見えの指標デ٠夕である 

レ化『デ.夕（詳細は、後述する）に変換される。

そして、このレ…^データは、画像編集処理回路1 3に供給される。 

画像編集処理回路1 3は、視環境変換回路1 2からのレ『『データに 

対し、例えぱ色域圧縮（Gamut Compression）処理や、色の編集（I 

mage Editing）処理などの画像編集処理を施し、ネットワーク1 0 

1に対して送出するようになされている。

受信側の画像処理部1 一 2は、ネットワーク1 0 1を介して伝送 

されてきた画像データを受信し、画像編集処理回路14により、必 

要に応じて前述の画像編集処理回路13の場合と同様の処理を施 

し、彳寻られたデータを視環境変換回路1 5に出力する。視環境変換 

回路1 5には、画像編集処理回路14からのレ№ツデータの他、セン 

サ。及ぴセンサ、の出力信号が供給されるようになされている。セ 

ンサもは、〇耵モニタ4が出力するソフトコピー画像（《げモニタ4 

が出力する画像）を、使用者が観察する環境（《けモニタ4の視環境） 

に対応する数値としての視環境パラメータを出力するようになされ 

ている。即ち、センサもは、例えば放射色彩輝度計などで構成され、 

애丁乇二夕 4 が設置されている環境の周囲の光 （例えば、蛍光灯の光
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など）の、例えば、色度を測定し、これを視環境パラメータとして 

視環境変換回路1 5に供給する。また、センサんは、例えぱ密着型 

センサなどで構成され、自己発光するじ叮モニタ4の、例えば白色点 

の色度と絶対輝度とを測定し、これを視環境パラメータとして視環

境変換回路15に供給するようになされてぃる。

視環境変換回路1 5では、センサ。からの視環境パラメ-夕に応 

じて、0訂モニタ4の視環境下における色の見えと、〇叮モニタ3の 

視環境下における色の見えとが一致するように、画像編集処理回路 

1 4から供給されたレ『『デ٠夕が処理される。そして、処理の結果 

得られたデータが、0比データとしての以2データに変換され、コン

バ.夕1 6に供給されるようになされている。

コンバータ1 6は、予め作成されたCRTモニタ4用のブロファイル 

卜を記憶しており、そこでは、そのプロファイル^が参照され、視 

環境変換回路1 5からの义١ロデ.夕が、じ耵モニタ4の〇〇としての、 

モニタ4に供給されるようになさ؟^、例えぱRGBデ^夕に変換され

れている。

これにより、受信側の0打モニタ4からは、送信側の。^モニタ3 

に表示されたソフトコピ٠画像と色の見えがほとんど異ならないソ

フトコピー画像が出力（表示）される。

次に、コンバータ1 1又はコンバータ1 6にそれぞれ記憶されて 

ぃ川は-ノけ 3用又辻산내乇二夕 4用のプロファイル厂，۶٠の作成 

方法について説明する。まfCRTi二夕3用のブロファイルの作成に

モニタ3が出力するRGBデータのR，G，^؟当たっては、例えば 

١今ィ禮ッ-，々1ج٠ي،ح{ه^ةجج（，そ'れが8ビットのデ.夕む，db 

を正規化したデータとしてのぴわデータを、以下に示す式（1 ）に従
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って算出する

R

g

b

R max

G max

B
B

1 (dr\ii
ج٠اسهج٠255ا  + kr,oJJset

جآلآاض٢با  kg, offset 

,Í ،/ ٥ ١  .,
kb, ? اا>اه2اؤؤ  + кь, offset

γ,

rt

Гь

⑴

けモニタ3の白色^ G„،，，Вш،хЦط，，١、ここで、式（1）において 

,íi»5 k（,،،in，kb,؛点における11，G，8それそ'れの値である〇また、kr 

١:á؛t٠؛ffs,٠ffs،i，kb؛,は、R, G，вそれぞれのゲインであり、kr.Qiijetj k…؛ 

R，G, вそれぞれのオフセットである。さらに、7，,ア،，7、は、С 

以モニタ3の特性に対応して、R，G，вそれぞれのガンマ補正をする 

ための係数（ガンマ補正係数）である。また、式（1）における数 

乇二夕 3が出力する画像データ （dr，db，dg# 8 ビ؟値 2 5 5 は、대 

ットである場合）に対応する値であり、《はモニタ3が出力する画像

デー々相'れピ、、ノトである場合には、2". 1となる。

さらに、このぴゎデータを、以下に示す式（2）に従って一次変換

。することにょり0^データでぁる叉٢2データを算出する

-χ- !/?,max Л G, max max，نير r
Y - Yr,mu KG٠max ¥в,хпп g
Z Zñ,max ¿』，max Z5,max b

•••（2）

で、式（2）の右辺の行列は、〇町モニタ3の測色値と٢^デ

一夕間の変換行列として、例えば最小自乗法などを利用して算出す
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ることができる。

そして、^丁モニタ3用のプロファイル？٠は、式（2）における 

ΧΥΖ٢-^と、式（1 ）におけるむ，dg，曲との対応関係をテ-ブル 

形式に記述することにより完成される。なお、コンバータ11にお 

いては、以上のようにして作成した〇打モニタ3用のブロファイル卩 

٠を記憶させておく他、式（1）及び（2）に従って、。叮モニタ3か 

ら出力された8ビットのデ-夕む，dg，曲から、т^-^ц 

出させるようにしても良い。

以上に述べたような処理を、0^モニタ4に対して施すことによ 

り、〔叮モニタ4用のプロファイル ؟٠ を生成することができる。

なお、入出カデバイスがじ町モニタ以外の場合、例えば、プリンタ 

用のプロファイル作成する場合には、まずプリンタにcмγ（κ）データ 

を、その値を変えて入力し、その結果得られるハ-ドコピー画像を 

測色する。そして、その測色値と、入力したじ”^^データとの対応 

関係をテーブル开ミ式に記述することにより、プリンタ用のブロファ 

イルが完成される。

また、スキャナ用のブロファイルを作成する場合には、先ず、ス 

キャナに所定の測色値を有する画像を読み込ませ、その場合に出力

り、スキャナ用のブロファイルを作成することができる。

なお、又٢2データによる色再現領域のうちの、プリンタがカバ٠し

てぃなぃ領域は、プリンタが表現可能な色再現領域に対応付けられ 

る。

次に、視環境変換回路1 2における画像処理の詳細について説明
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する。視環境変換回路1 2では、まずコンバータ1 

夕に対して、周囲光の影響によるコントラスト変化に対する補正処 

理が施される。具体的には、《げモニタ3が設置されている環境の周 

囲光の輝度が大きい場合は、《けモニタ3に表示されたソフトコピ٠ 

 画像のコントラストが低下することになる。これは、主に、CRT؛：

夕3の管面へ入射される周囲光の反射により、黒、即ち、一番暗い 

点が浮いてしまうためである。また、一般的に、C打モニタ3の管面 

上には反射防止膜が形成されているが、周囲光が存在する限り、CR 

丁モニタ3上で再現できる黒は、その反射光よりも暗くすることはで 

きない。したがって、人間の視覚は、喑い色に対して感度が良いた 

め、黒が浮いてしまうと画像のコントラストが低下することになる。 

そこで、上述のような現象を考慮するために、次の式(3)に示 

すように、산^乇二夕 3の蛍光体から射出された光に対して、オフセ 

ットとして周囲光の反射を加え、コントラストの補正を行う。ここ 

打モニタ3の管面の反射率であり、通常1乃至5 %程度。؛؛١で、R،k 

である。(CRT1 )は、その値が〇打モニタ3に関するもの 

であることを示し、(Ambientl)は、その値が《けモニタ3の周囲光

に関するものであることを示す。
X'kCRT}) = X (CRTi) + Rbk · X (Ambiente

Y\cRTi) = Y(CRT\) + Rbk'Y(Ambiení)\

Z'(CRT]\)= Z(CRT\) + Rbk-Z(Ambient)\

(3)···式

この式(3)により周囲光の反射を加えた後に、۴・1)の最大値が 

“100”となるように正規化を行う。

次に、視環境変換回路12は、式(3)によりコントラストの補
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正が施されたデ-夕（χ’γ’ζ’）・١を、人間の錐体の信号に対応する 

-々-即ち、（3٠٠すス-د�

Lk٢RT\١ _ 0.38971 0.68898 -0.07868" (CRTl)' د

M ٢CRT\١ -0.22981 1.18340 0.04641 ・ Y'(CRTÏ)

S(CRTÏ) _ 0.0 0.0 1.0 Z'(CRTÏ)

•••(4)

ここで、この式（4）の右辺の行列は、視感実験により求められ 

た公知の行列である。

なお、式（4）は、ハントポインタェステバス（Hunt-Pointer-E 

Steves）変換を用いたものであり、分光分布が平坦なデータ（χ’γ١ 

Ζ’）（■を人間の錐体の信号に対応するデータに変換するものであ 

る。なお、このような変換式は、式（4）のみに限られるものでは 

ない。

式（4）により得られたしΜ, 8の各データは、人間の錐体信号の 

うちの長、中、短波長の信号に各々対応している。

以上のようにして得られたしΜ，8の各データは、以下に述べる不 

完全順応に対する処理により、周囲の視環境に応じた色順応の補正 

を行う。

人間の視覚は、ビデオカメラのホワイトバランスと同様に、光源 

を白色にするように各錐体の感度を変化させている。即ち、各錐体 

からの出力信号を白色点の値で正規化する処理を行っている。本実 

施の形態では、基本的にはフォン·クリᅳᄌ（von Kries）の順応則 

に基づいて、前述のような正規化を実行しているが、人間の視覚が 

順応しているであろう白色点には、光源の色度をそのまま用いるの 

ではなく、（1）不完全順応に対する処理と、（2）混合順応に対す
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る処理の2つの処理を実行することにより、周囲の視環境による色 

順応の補正を行う。

前述の(1 )不完全順応に対する処理は、。^モニタ3の白色度の 

色度と輝度に対する補正処理である。即ち、人間の視覚は、d： 

夕3の白色点の色度がD65又はEの光から乖離するほど、また、 

その順応点の輝度が低いほど順応が不完全となる。そこで、そのよ 

うな視覚の特性に応じた補正を以下の式(5)により施す。
L'n{CRT\)=Ln{CRT\)/PL

M١nkCRT١١： Mn٧CRT١١l Рм 
S'n(CRT\) = Sn(CRT\) IPs

(5)٠٠٠

このような補正により、。^モニタ3の特性の相違に起因する、見 

えの差異が補正されることになる。なお、ここで、Pl, P*，匕は、ハ 

ントのモデルに用いられている色順応補正係数(Chromatic Adapta 

tion Factors)であり、例えば、次の式(6)により求めることが 

できる。

Pl： (1 + У 、ط+س(/)1س 	0أر1تال+1)£ا/

Pm 二:(1 + 】〜ノ+・)/(1 + y'm٥„l'/3+l/W£)
Ps = (1+У ه,ا■«1؟،+تال(/)£1ب٢ +1)£و/

•••(6)

ただし、1،,船，力は、以下の式(7)によつて定義される。また、 

۴_1(単位: cd/т2)は、。耵モニタ3の実際の白色点の絶対輝度と周 

囲光の反射を加えたものである。
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LnQCRTX) I (Ln(CRTi) + Mn(CRTi) + Sn(CRTl)) ا£ = 3 ٠

ZW£=3٠ Mn(CRTl) I (¿И(СДГ1) + Mn(CRTl) + Sn(CRTl))

SE : 3 - 5и(СЛП) / (¿И(СЙГ1) + Mn(CRTi) + Sn(CRTï))

٠٠٠٢٦١

ここで、実際の〇町モニタ3の色順応補正係数卜，P«，卜の例を以下 

の表に示す。ただし、CCT (Correlated Color Temperature)は、с 

^モニタ3の白色点の色温度を示してぃる。このような値が、セン 

サ3：にょり測定され、視環境変換回路1 2に供給され、式(5)に 

応じてし，(can)， Μη5 ÍCRÍl)， Sn, (CRT!) が算出される。

表1

モニタ CCT (Pl，Pm，Ps)

モニタ八 Ξ9000Κ (0.9493， 0.9740， 1.0678)

в عت ت حؤ Ξ6500Κ (0.9849， 0.9920， 1.0222)

次に、(2)混合順応に対する補正処理を行う。混合順応とは、 

^丁モニタ3の白色点と周囲光の白色点とが異なる場合、人間の視覚 

が、それぞれの白色点に部分的に順応することをいう。即ち、一般 

的なオフィスなどでは、約4 1 5 〇尺の色温度(CCT)を持つ蛍光灯 

が使用されており、また、一般的상산打乇二夕④白色点①色温度辻約 

9 3 0 0ヒであり、両者の間に大きな隔たりがある。このような場 

合、人間の視覚は、前述のように両者に部分的に順応する。そこで、 

人間の視覚が順応している白色点が両者の中間であると仮定し、ま 

た、^けモニタ3の白色点に順応している割合を&،،٠(順応率)とおき、 

一方、周囲光の白色点に順応している割合を(1 -Radp)とおいて、 

人間の視覚が順応している白色点を以下のように新たに定義する。
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¿٠١л(СЯП)

:Raà١>

(V ' ر١ا\١ mon]]

YadpX
Lln(CRT\) + ([-Radp)

\Yadp]J
Ln(Ambient])

M'١nkCKT\١

1/3

="Radp

S^n(CRT\)

.Yadp},

Y sur] 1/3

+ 了一) ·Mn{AmbientX)
\ladp\,

n (۴・1丫 ο٠ Ζί

Radpi[· - \ ٠5٠η(σ/ΐ٢1) + (1-7?٥φ)

\ YadpX ノ

1/3
ك7املات١قاا|

.YadpxJ
Sn٧Àmbient\١

）8（・・.

1は、じ…モニタ3の白色点の絶対輝度と周囲光の反射_٣、ここで 

は、周囲光に照らされている、モニ؟…؛、を加えたものであり、また

夕表示面上にほぼ平行に配置した完全拡散反射面の絶対輝度であ 

る。あるいは、モニタ表示面に近い場所でのモニタ表示面の法線方 

向の室内光にょる照度バから、以下の式（9）にょって求めることも 

。できる

π ا Ц ١ تsur

）9（•••

SnlAmbientl） ）は、周囲光の白色点における و また、（LnfAmbient„，Μη （Ambiento 

色度であり、式（4）の行列を用いて、3値刺激値（XYZ）より人間 

の錐体の感度ひ^幻への変換を行うことによって求めることができ

る〇

á١以下の式（1 0）にょり求めることができる。؛なお、Yadpl 

Yadpl = {Radp-Y'mon\\13 +）م/،ه?ر-ا（٠7م«ل1ال3 ت}

•••(10)
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ここで、順応率11ホは、0乃至1の間の所定の実数値をとる係数で 

あり、この値が1である場合には、人間の視覚は、。叮モニタ3の白 

色点に100%順応しており、周囲光の影響を受けていない状態で 

あり、概念的には^^レピドを合わせているのと同等の状態である。 

また、順応率匕〇が〇である場合は、人間の視覚は、周囲光の白色点 

に1 0 ◦%順応しており^耵モニタ3の影響を受けていない状態で 

あり、概念的には、^以打2を合わせている1のと同等の状態である。 

また、。耵モニタ3の輝度と、周囲光の輝度が異なっているので、 

i/Y٠٥«ここでは、式（8）に示すように、重み付け係数である（Y’m٠ 
YsUr،/Y.dp1） 'ハが導入されている。例えば、3の輝度（٩' ）ρ٠ 

と周囲光の輝度がほぼ同一のレべルである場合には、この重み付け

係数は“1"となる。

）7（視環境変換回路1 2には、上述したように、式（5）乃至 

及 5؛؟（ ١ Sn （CR）Μη ÍCRTااأأ，١におけるじ打モニタ3の白色点の実際の色度し٠ 
٠が視環境のパラメータとしてセンサ、から供給され_び、絶対輝度٢

٠АШЬ«るとともに、式（8）における周囲光の白色点の色度し_ぃ„11），М 

1が視環境のバラメータとしてセン١؛«؛及ぴ、絶対輝度٢）ienll）, Sn（A«b¡tnll 

サS 1から供給される。視環境変換回路1 2は、センサS 1及びセンサ 

） 8（んから供給される視環境のパラメータを用いて、式（5）乃至 

に示す各演算を順次実行することにより、周囲光の存在下で。叮モニ 

夕3に表示された画像を観察する場合の、人間の視覚が実際に順応 

1），1），S№する白色点（以下、順応白色点という）の色度リ٦

’’》・1,を求めることができる。

了1），MJ，n（CSTl）, S„（٠'このようにして得られた、順応白色点の色度ピ 

٠1を、以下に示すフォン·クリース（von Kries）の順応式に代„・’’
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入することにより、周囲光の存在下でCRTモニタ3に表示されたソフ 

トコピー画像を観察したときの色の見ぇを反映した、ぃゎぱ見ぇの 

指標デ-夕でぁるし+…^データ（L٠，Μ٠, s٠）を求めることができる〇

"+٦ \lL١١١١kCRT\١ 0 0 - L٢CRT\١

Μ + ت 0 \lM١١١١kCRT\١ 0 M االم١

بو٠
一 0 0 \/S''n(CRTi) S(CRT\)

•••（11）

視環境変換回路1 2は、不完全順応に対する処理及び混合順応に 

対する処理をこの式（1 1）に基づいて実行し、周囲の視環境によ 

る色順応の補正を行った後、得られた見えの指標データであるレ『5 

+を画像編集処理回路1 3に出力する。

以上のようにして得られたレ…^データ又はレ’ Μ٠١ S”データは、画像 

編集処理回路13に供給され、そこで、以下に示す処理が施される 

ことになる。

即ち、画像編集処理回路1 3は、先ず、視環境変換回路1 2から 

の見えの指標データであるレ『8+データから視覚均等空間であるレ&٠ 

ビ空間のデータに変換する。
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"ί٠" _1.91020 -1.11212 0.21990_
广 =100• 0.37095 0.62905 0.0 Μ +
ζ٠

Ε
_ 0.0 0.0 1.0 _ ゾ+

٤٠=116٠(Κ٠/Γο٠)ι/3-16
У٠/Го٠>О.ОО856

ى٠= 500ذ({٢٠ل/0٠رل)3(-٢٠/٢0٠}تاا)

ί٠/Ιο٠>Ο.ΟΟ856
У٠/Го٠>О.ОО856

٢=2OO{(y٠/Ko*)i/3-(Z٠/Zo٠)i/3}
У٠/Уо٠>О.ОО856
Ζ٠/Ζο٠>Ο.ΟΟ856

•••(12)

ここで、χ٠٠, γ٥٠,ぴは、白色点におけるで，Y'，2٠の各々の値であ 

り、以上の場合では、それそ٠れの値は“10 0”となる。

次に、画像編集処理回路1 3は、式(1 2)により得られた視覚 

均等空間であるレポが空間のデータに対して、上述したような色域圧 

縮処理や色の編集処理等の画像処理を施す。

そして、画像編集処理回路1 3は、画像編集処理後、上述した式 

(12)に基づいて、レピド空間のデ-夕を、元の空間であるレ…^空 

間のデータ(L٠, W, s٠)に変換した後、例えば、ァナログ信号に変 

換してネットヮーク1 0 1に対して送出する。

ネットヮーク1 0 1を介して伝送されてきたデータは、受信側の

画像処理部1_ 2の画像編集処理回路1 4により受信され、画像編
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集処理回路13の場合と同様の処理が施された後、視環境変換回路 

15に供給される。

次に、視環境変換回路1 5は、以下の式に基づいて、見えの指標 

データであるレ『8+データ(L¡, Μ+，S+)を、№丁モニタ4の。G, BI 

号を人間の錐体信号に変換した場合のデータレ_』・2)，ん・1に変換 

する。なお、この式は式(11)の逆変換式となっており、また、(C 

RT2)は、受信側の《ぽモニタ4に関するパラメ-夕でぁることを示 

してぃる。

Crt؛٦١\L ٦٦kCRT٦١ Lل٢ ا ا 0 0 _ 'L+

M٢CRT٦١ = 0 CRT؛٦١\M١١n 0 Μ +
S٢CRT٦١ _ 0 0 S^n(CRT2) _s +

…(13)

なお、式(1 3 )の右辺の行列の(L’’ n{CRT2)٠ M n(CRT2)5 S’’n(CRT2))は、 

以下の式にょり求めることができる。
يرح(لحما'¿7١2)

Radp
γ\ /ЛОЛ 2

1/3

Yadpl و

L'n(CRT2) + (\-Radp)]
Ysur2

.Yadp2/

1/3

Ln٢Amb٦ent٦١

n٢CRT٦١

::Radp

1/3 ζ٢7 ١1/3
Μ ٢» ١ CRT٦١-V\\.- Radï٦

Ys ur2

\YadplJ ل٧1٢٦ع٨٢٢لأا٦جة٦جا١

S^n(CRT2)

٢١ (Ύ
二 Raàp

mon!

Yadpz ノ

— r2) + il/٠5٠؛n(C

1/3 Ysur2

\Υαάρ2/

1/3

Sn٢Amb١ent٦١

(14)٠٠٠

で、۴_：は、じ耵モニタ4の絶対輝度と周囲光の反射を加えた
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は、じ^モニタ4の画面により反射された周囲光の絶^٢、ものであり 

モニタ4の白色؟^対輝度を示している。また、RadpUs人間の視覚が 

点に順応している割合を示す順応率を表している。L nlAnbienlJlj MnlAnbienl

ん・川は、周囲光の白色点にぉける色度を示してぃる。なお、2لز 

。١以下の式(15)にょり求めることができる¿؛Y،dpz

Yadp2 := {R adp ٠ ï mon 2
1/3 + (l-Radp)iY sur 2 1/3

•••(15)

また、(L η(ΜΤ2)， M’n(CRT2)， S5 n{CRT2) )は、以下の式(16)により求め 

ることができる。
L'n(CRT2)=Ln(CRT2)/PL

M١nkCRT٦١： Mnk٢RT٦١١ Pm

S'n(CRT2)：Sn(CRT2)/Ps

• · •(16)

この式(1 6)において、PL，p«, PsU١センサ83により検出され 

た^؟モニタ4の白色点の絶対輝度と周囲光の反射を加えた۴_؛を、 

以下の式(17)に代入することにより求めることができる。
D Л _ ٧' -1'3,니'门 _٧1 - ا'3,1'7د

Ρμ = (1 + Γ٠ mon 2 + wæ)/(1 + 7٠ топ2 + 1/・)
Ps：(l + r'w٠H2l/3+SE)/(l + r٠m٥w2l/3+l/5E)

(17)٠٠٠

ここで、定義数乜, 과،，力は、以下の式 (1 8) にょり求めること

ができる。
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٦Ε：١٠ L١٦V٢KI ٦١ ا ااع٦أ<أحلم٦١ ب  M nkCKT ٦١ ب  S١٦k٢RT٦١١

njE=3 'Mn(CRTl) I (Ln(CRT2) + M n(CRn)+ Sn(CRT2)y

SE = 3 ·Sn(CRn)I (Ln{CRTl) + Mn(CRTl) + Sn(CRTl))

•••(18)

次に、視環境変換回路1 5は、以上のようにして得られた人間の 

錐体に対応する［以8デ-夕、即ち、LMS空間のデータを以下の式(1 

9)に基づいて変換することにより、٥以データであるで٠關，

21,だ・^を算出する。なお、この変換は、式(4)の逆変換式となっ 

てぃる。

X'(CRT2) "1.91019 -1.11214 0.20195" L(CRT2)

Y'{CRT2) - 0.37095 0.62905 0 ・ M٧CRT٦١

2\тг) _ 0 0 1.00000 SkCRT٦١

•••(19)

続いて、視環境変換回路1 5は、周囲光によるコントラストの補 

正処理を以下の式(2 0)に従って施す。即ち、デ-夕 ٣،・١ ，γ٦ 

RT2), Ζ' 1・)から、管面からの反射される周囲光を差し引いたものが実 

際にコンバータ1 6に出力されるデータん_，٢(閥，ん・)となる。
X (CRT2) = X'(CRT2) - Rbk · X (Ambient2)

Y(CRT2) = Y\CRT2)-Rbk'Y(Ambient2)

ZkCRT٦١ = ζ١ kCRT٦١ 一 Rbk . zкАтЪ٦гп1٦١

•••(20)

式(2 0)により得られた又٢2空間のデ-夕は、コンバータ1 6に 

出力され、そこで、以下の式(2 1)に基づいて一次変換が施され、
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r 』。，max نم٢ن ,шах Ib, шах
-1 -χ

g y7اة max ｝、，max Υβ,ώ\&κ Y

b ة^١لجاآأ ¿G١max ¿5,max Z

•..(21)

以上の式に基づぃて算出された£68デ-夕は、以下の式（2 2）に 

基づぃて、ガンマ補正が更に施されるとともに、。以モニタ4に対応

dr

dg

db

-^dr. dg，曲に変換される

255 -م(· لأل٢١0جةئئ١
k٣١ga٦n

255 ١offse١^k—.م(·-
ةلأ١ة٠لآأا

255 kb,0jfse١--م(·.
kb١ga٦٢١

•(22)

なお、式（2 1 ）及ぴ式（2 2）に示す変換は、式（1 ）及び式 

（2）の変換の場合と同様に、デバイスプロファイルを読み込んで 

実行するようにしてもよい。このようにして得られた¿^ dg，曲デ 

一夕は、〇打モニタ4に対して出力されることになる。

次に、上述したょうなコンパータ11，16、視環境変換回路1 

2，15、及び'、画像編集処理回路1 3，1 6等を備ぇる画像処理 

部における画像データの流れにっぃて、図3を用ぃて説明する。

この実施の形態では^町モニタ3に表示されているソフトコピ- 

（D 1）は、コンバータ1 1に記憶されて

いるじ叮モニタ3用のブロファイル卩1により、デバイスに依存しない 

色空間である^以ズ^の又マ冗データ（D2）に変換される。

デバイスに依存しない乂٢2データ（D2）は、《けモニタ3のソフ
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トコピー画像が実際に観察されている視環境のパラメータ、即ち、 

センサ、及びセンサ、からの出力に基づいて、見えの指標データで 

あるレ忖+3+データ（D3）に変換される。

次に、L+M+S+データ（D3）は、画像編集処理回路1 3により、知 

覚均等空間である^"レ&セデータ（D 4）に変換され、必要に応じて 

色域圧縮処理や色の編集処理等が施される。そして、得られたレピわデ 

一夕は、LM+S+データに再度変換され、ネットワーク等を介して受信 

側の画像処理部1 - 2に伝送される。

受信側の画像処理部1 - 2では、受信したレ以+^データをビ&セデー 

夕（D4）に変換して、前述の画像編集処理回路1 3において実行 

されたのと同様の処理を必要に応じて実行するとともに、得られた 

データをレ…^データ（D6）に変換して、視環境変換回路1 5に対 

して出力する。

視環境変換回路15では、受信側の視環境のパラメ-夕、即ち、 

センサ。，3٠からの出力を参照して、レ們+（〇6）を、デパイスに 

4*# b^V١dE/XYZ©XYZ٢-^ （D7）に変換し、コンバータ 16 

に供給する。

コンバ-夕16は、じ町モニタ4用のプロファイル卩٠を参照して、 

XYZ٢-3z （D7）を、CRTモニタ4に適合するRGBデータ（D8）に 

変換して、《ぴモニタ4に対して出力する。

次に、上述した式（8）、式（1 0）、式（1 4）、及び、式（1 5） 

における順応率1し٠を変化させた場合の、«대乇二夕 3及며산叮乇二夕 

4のそれぞれに表示されるソフトコピー画像の実際の色の見えの一 

致の度合について説明する。

04Α, 4Β，4C，4D،i١本実施の形態における適正な順応
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率11،،。を決定するための視感評価実験の構成例を示している。

この例では、図4人に示すように、被験者の正面に2台のじ叮モニ

夕人，丑を配置し、じ耵モニタの表示画像以外の色彩が視野に入らな 

くするために、反射率5 3. 3% （^8相当）の無彩色模造紙で表 

面を覆ったパネル板でCRTモニタA，Bの上部を除く側面を囲んでい 

る。また、同時両眼隔壁法（Simultaneous Haploscopic Method）で 

観測するために、C訂モニタ٨，これらを隔てるパネル 

板を配置し、更に、図4〇に示すように、左右の眼がそれぞれ別の 

CRTモニタを観察することができるように顎台（図4B参照）も配置 

されている。また、CRTf：3?Aj 진①준九끈九①画面全体仁周囲光 

を一様に当てるため、前述のように、側面の上部にはパネル板は配 

置されていない。なお、この例では、左右の眼が別々の白色点に順 

応可能であるという仮定のもとに、同時両眼隔壁法による実験を行 

っている。

この視感評価実験では、先ず、周囲光が昼光色（F6）の蛍光灯 

（4 1 8 ЗК，1 2 4cd/m2）の下で、色温度6 5 3 〇仄の〇耵モニタ 

人に自然画像を表示しておく。そして、色温度9 3 7 0尺のモニタ 

Вに、順応率扎むの異なる6パターン（4 .2，0 .0，0 .0=ط, 

0. 6，0. 8，1. 0）の自然画像をランダムに2枚組み合わせ 

て表示し（図40参照）、これら2枚のうち、どちらがより^丁モニ 

夕八に表示されている画像の色の見えに近いかを被験者に判定させ 

る。このような判定方法は一対比較法と一般に呼ぱれている。

なお、用いた自然画像は2種類で、周囲光が（4 1 8 ЗК，1 2 

4cd/m٥）の蛍光灯を用いた場合の被験者は2 1人（男性: 2 〇名、 

女性：1名）であり、また、周囲光が（3 4 8 6 К，1 5 0 cd/in2）
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の蛍光灯を用いた場合の被験者は2 4人（男性：2 3名、女性：1 

名）である。

以上のような視感評価実験により得られたデータを統計処理した 

結果のグラフを図5に示す。このグラフの横軸は順応率^،むの値を示 

し、また、縦軸は心理物理量を表しており、この値が大きい程、CR 

丁乇二夕진仁表示숀九꿉나휸自然画像상、じ耵モニタ人に表示されて 

いる自然画像に似ていることを示す。

このグラフに示されているように、順応率&،むの値が0 . 4乃至0 . 

7の範囲では、周囲光に拘わらず、^けモニタ人に表示されている画 

像と。^モニタ丑に表示されている画像との間で充分なマッチングが 

図られていることが分かる。特に、順応率1し٠の値が0. 6の場合に 

は、更に充分なマッチングを図ることが可能となることが分かる。 

また、照明光の色温度が下がった場合、グラフの山が急峻となり、

0. 6が最適値であることが更に明暸に示されている。

このような実験の結果、順応率匕りとして値〇. 6を用いれば、送 

信側の入カデバイスに表示される画像と、受信側の出カデバイスに 

表示される画像の色の見えの差異を最小にすることが可能となるこ 

とが分かる。

以上の実施の形態によれば、ネットワーク10 1を介して画像情 

報を伝送する場合において、送信側と受信側のそれぞれの視環境に 

応じてコントラスト補正処理、及び、色順応補正処理などを行うよ 

うにしたので、CRTi：^ 3，4の色温度や、周囲光の色温度が相互 

に異なる場合においても、同一の画像データを伝送したときには、 

送信側と受信側において同じ見えのソフトコピ_画像を得ることが 

可能となる。
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なお、以上の実施の形態においては、視環境のパラメータをセン 

サん乃至34により取得するようにしたが、例えば、図6に示すよう 

に、送信側と受信側の画像処理部1 — 1，1 — 2に対してそれぞれ、 

パラメータ設定回路1 7及ぴバラメ-夕設定回路1 8を設け、使用 

者がこれらを操作することにより、視環境のパラメータを設定する 

ことができるようにしてもよい。

即ち、図2に示す第1の実施の形態に具備されている、センサ2 

1乃至、を除外し、その代わりに、パラメータ設定回路1 7及びパラ 

メータ設定回路18を画像処理部1-1， 1-2に各々接統し、送 

信側と受信側の使用者が視環境に応じてこれらを設定するようにし 

てもよい。

また、これ以外にも、例えば、図7に示すような設定画面を^؟モ 

二夕3又は〇耵モニタ4に表示させ、この設定画面上において、視環 

境のバラメ-夕を入力するようにしてもよい。

具体的に説明すると、設定画面上の設定項目としては、例えば、 

室内灯の色度、室内灯の輝度、及び、。^モニタ3又は^了モニタ4 

の輝度を入力することができるようになされている。また、各設定 

項目の設定内容としては、例えば、室内灯の色度は、「蛍光灯」、「白 

熱灯」、「D6 5」、「D5 0」、「カスタマイズ（使用者が任意に値を 

入力可能）」· · ·等が選択可能とされている。また、室内灯の輝度 

は、「明るい」、「普通」、「暗い」、「カスタマイズ（使用者が任意に値 

を入力可能）」· · ٠等が選択可能とされている。更に、0叮モニタ3 

又は。1けモニタ4の輝度は、「明るい」、「普通」、「暗い」、「カスタマ 

イズ（使用者が任意に値を入力可能）」· · ·等が選択可能とされて 

いる。
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設定項目の「室内灯の色度」において、設定内容として「カスタ 

マイズ」を選択した場合は、図7にある「色度고」、「色度ヅ」、「相 

関色温度」等の項目に、Xヅ色度点又は相関色温度（CCT）の値を使 

用者が任意に入力可能とされている。同様に、設定項目「室内灯の 

輝度」、「モニタの輝度」において、「カスタマイズ」を選択した場合 

にも、それぞれの項目にそれぞれの室内灯の輝度とモニタの輝度を 

入力可能とされる。

なお、視環境変換回路1 2，1 5には、各設定内容に対応するパ 

ラメータが格納されており、設定画面上において設定された内容に 

対応するズヅ色度点、相関色度点（CCT）、室内灯の輝度、又は、モ 

二夕の輝度などのパラメ-夕が読み出されるようになされている。

このような実施の形態によれば、使用者が簡単に各パラメ-夕を 

設定することが可能となるとともに、センサ3٠乃至3٠を具備させる 

必要がないので、その分だけ装置のコストを低減することが可能と

次に、本発明の第2の実施の形態の構成例について説明する。図 

8は、本発明の第2の実施の形態の構成例を示すプロック図である。 

この図において、図2の場合と同一の部分には同一の符号が付して 

あるので、その説明は適宜省略する。

この実施の形態においては、図2の場合と比較して、대丁乇二夕 4 

がブリンタ2 0に置換されている。また、センサ35はブリント用紙 

の白色点の色度を測定するようになされている。その他の構成は、 

図2に示す場合と同様である。

次に、以上の実施の形態の動作について説明する。なお、送信側 

の画像処理部1-1の動作は、前述の図2の場合と同様であるので、
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その説明は省略する。

画像編集処理回路1 3から出力された、。打モニタ3のソフトコピ 

一画像に対応するレ…リデータは、ネットヮーク10 1を介して、受

信側の画像処理部1 一 2に伝送される。

受信側の画像処理部1 - 2では、ネットワ-ク1 0 1を介して伝 

送されてきたレ化3+データを画像編集処理回路1 4が受信する。画像 

編集処理回路14は、第1の実施の形態の場合と同様に、例えば色 

域圧縮処理や、色の編集処理などの画像編集処理を施し、得られた

データを視環境変換回路15に対して出力する。

視環境変換回路1 5には、プリンタ2 0が画像を印刷するプリン 

Μ„_1，ん_)が、視環境のパラメ'夕，(_„卜用紙？。《1の白色点の色度٤ 

けの白。؟としてセンサんから供給されている。そして、プリント用紙 

١フ٠リント用紙に印刷されたハードコ^色点の色度し・｝，礼(?[111)，Sn(PRNl 

ピー画像を観察する場合の人間の視覚が順応する白色点の色度し心٥
Sn (HardCopy) とされる。 و (HardCopy؛ Copy)， Mn

一夕を、コンバータ16に記憶されているブリンタ20用のプロフ

より、に更に変換した場合、プリンタ2 0より出力される 

ハードコピー画像を観察したときの色の見えを反映したデータは、 

/[LnIHardCopylj м/MnlHirdCopylj s/s„ (HardCopyi となる。

また、送信側の視環境変換回路12では、第1の実施の形態にお 

モニタ3の管面からの反射を考慮したコント1؟》いて説明したように 

ラストの補正や、周囲光の輝度が変化した場合等における人間の視 

覚の色順応に対する補正などの画像処理が行われるため^耵モニタ
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3に表示されるソフトコピー画像と、ブリンタ20から出力される 

ハードコピー画像の色の見えを一致させるためには、式（1 1）の 

右辺が、ソフトコピー画像を観察したときの色の見ぇを反映したデ 

一夕となることから、以下の式（23）が成立すればょぃ。
~ L+~

Ι-،<<Ηα٣ά٢ορ7١1

Μ + = Mvcrt\١ ا M١١١١اآاأحلم١ ت M VHa٣àCop7١l M١١kHa٣dCop7١

_s+I S٢CRT\١lS١١n٢CB.T\١ SkHardCopy١l

•••(23)

したがって、この式（2 3）より、受信されたレ『『デ.夕（L،, 

M（，S'）を、以下の式（2 4）にょり変換して［似データを算出する。

L،VHa٣dCopy١ LnkHardCopv١ 0 り- 'L+~

Μ kHö٣dCop7١ 0 0 M +

S٢Ha٣dCop?١ _ 0 0 SnVHardCopy١ ؟،_+_

•••(24)

このようにして算出された٤妣データを、式（4）の右辺の行列の 

逆行列により一次変換することにより、٥^としての又٢2データを得 

ることができる。そして、算出された乂٢2データは、コンバータ1 6 

に供給される。コンバータ1 6では、ブロファイル ؟٠ が参照され、 

乂٢2データがブリンタ2 0に対応する6バ٢（^データに変換された後、 

プリンタ20に対して出力される。プリンタ20は、供給された〇忖 

٢（^データに対応する画像をプリント用紙卩_に印刷する。

以上のような第2の実施の形態によれば、受信側と送信側の視環 

境が相互に異なる場合においても、じ叮3に表示されているソフトコ 

ピ٠_画像と、ブリンタ2 0から出力されるハードコピー画像の色の 

見えを高い精度で一致させることが可能となる。
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なお、以上の実施の形態においては、プリント用紙卩。》،の白色点の 

色度をセンサ3٥により検出し、検出された値に基づいて補正処理を 

行うようにしたが、例えば、センサんの代わりに、放射色彩度計で

あるセンサ、により、ブリント用紙？。„،に印刷されたハードコピー画 

像を観察する環境における周囲光の色度を測定し、測定結果をハ- 

ドコビー画像を観察する人間の視覚が順応する白色点の色度（Ln٠Hard

Copy）， Mn{¡fi٢dCopy）5 SnlHardCopy） ）として用いるようにしてもよい。

また、センサ3又はセンサんの何れか一方からの出力を使用する 

のではなく、センサ、とセンサ3٠の双方からの出力を使用するよう 

にしてもよい。その場合、上述した式（24）において、センサ8

の白（"3؟から出力されるプリンタ2 〇が画像を印刷するプリント用紙 

色点の色度に対応した視環境のパラメータと、センサんから出力さ

1に印刷されたハードコピー画像を観察する環境。。؟れるプリント用紙 

における周囲光の色度に対応したパラメータとの双方を考慮して、 

ハードコピー画像を観察する人間の視覚が順応する白色点の色度は 

Mn IHardCopy}, s„!»„،،_）を決定する。これにより、更に精度の高 و n {HardCopzi 

い色度のデータを得ることが可能となるので^叮モニタ3のソフト 

コピ-画像とブリンタ20のハードコピ-画像の色の見えを更に高 

い精度で一致させることが可能となる。

次に、本発明の第3の実施の形態にっぃて説明する。

図9は、本発明の第3の実施の形態の構成例を示すプロック図で 

ある。この図において、図8 （第2の実施の形態）と同一の部分に

は同一の符号が付してあるので、その説明は省略する。 

この実施の形態では、受信側の視環境変換回路15とコンバータ 

16が、送信側の画像処理部1 —1に移動されているとともに、受
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信側の画像編集処理回路14が送信側の画像編集処理回路13にま 

とめられている。その他の構成は、図8に示す場合と同様である。

次に、この実施の形態の動作について説明する。送信側の〇^モニ 

夕3より出力されたRGBデータはコンバータ1 1に供給され、そこ

で、0^としての义٢2デ.夕に変換された後、視環境変換回路12に 

出力される。

視環境変換回路1 2は、センサS 1及ぴセンサS 2からの出力を参照 

して、入力された又٢2データを。肘モニタ3の視環境下における色の 

見えに対応した指標データであるレ…ジデータに変換して、画像編集

処理回路13に対して出力する。

画像編集処理回路1 3は、視環境変換回路1 2からのレ『ジデ.夕 

に対して、色域圧縮処理ゃ色の編集処理等を施し、得られたデータ

を視環境変換回路15に対して出力する。

より送信؛ 視環境変換回路1 5は、受信側のセンサS汲ぴセンサS 

されてきた、受信側の視環境のパラメータを参照して、画像編集処 

理回路13から出力されるレ化^データを、プリンタ2 0の視環境下 

における色の見えに対応した又٢2データに変換し、コンバータ1 6に

出力する。

コンバ٠夕16は、受信側のプリンタ20から送信されてきた、 

٠を٠؟を受信し、このプロファイル ؟プリンタ20用のプロファイル 

参照して、視環境変換回路1 5から出力された又٢2データをプリンタ

データに変換してネットワーク1 0 1に対(£)2 0の0。としての٥付٢ 

して送出する。

ネットワ_ク1 0 lを介して伝送されたcмγ(κ)のデータは、画像 

処理部1_2を介してプリンタ20に供給され、ハードコピ٠画像
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としてプリント用紙؟。ぃに印刷される。

以上の実施の形態によれぱ、送信側において、送信側と受信側の

視環境のパラメ ータに応じた変換処理を画像データに施した後、ネ 

ットワーク1 0 1を介して送出するようにしたので、受信側の装置 

を単純化することが可能となる。

なお、以上の実施の形態においては、センサ33,んの出力、及び、 

プリンタ20のプロファイル卩٠をネットワーク101とは別の伝送 

媒体を介して伝送するようにしたが、ネットワーク1 0 1を介して 

伝送してもよいことは勿論である。

次に、本発明の第4の実施の形態について説明する。

図10は、本発明の第4の実施の形態の構成例を示すプロック図 

である。この図において、図8 （第2の実施の形態）と同一の部分 

には、同一の符号が付してあるので、その説明は省略する。

この実施の形態においては、図9の場合とは逆に、送信側のコン 

バータ1 1と視環境変換回路1 2とが、受信側の画像処理部1 . 2 

に移動されているとともに、受信側の画像編集処理回路1 4が送信 

側の画像編集処理回路1 3にまとめられている。その他の構成は、 

図8に示す場合と同様である。

次に、この実施の形態の動作について説明する。送信側の◦打モニ 

夕3より出力されたRGBデータは、画像処理部1-1からネットワー 

ク1 0 1を介して受信側の画像処理部1 - 2に伝送される。

受信側の画像処理部1 一 2のコンバータ1 1は、ネットワーク1 

0 1を介して伝送されてきたRGBデータを受信するとともに、送信側 

のCRÎÎ二夕3のブロファイル卩1を受信する。そして、このブロファ 

イル卩1を参照して、什^デー々》れ化۶1ての٢パデータに٠٠しか
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後、視環境変換回路1 2に出力する。

視環境変換回路1 2は、センサS 1及びセンサS ،より伝送されてき

た検出信号を参照して、入力された又٢2データを送信側のじ以モニタ 

3の視環境下における色の見えに対応した指標データであるレ化3+デ 

一夕に変換して、画像編集処理回路13に対して出力する。

画像編集処理回路1 3は、視環境変換回路1ジ.からの1.甘。デー々 

に対して、色域圧縮処理や色の編集処理等を施し、得られたデータ 

を視環境変換回路15に対して出力する。

視環境変換回路1 5は、センサん及びセンサんにより測定され 

た、受信側の視環境のパラメ-夕を参照して、画像編集処理回路1 

3から出力されるレ'リデ-夕を、ブリンタ2 0の視環境下における 

色の見えに対応した又٢2データに変換し、コンバータ1 6に出力す 

る。

コンバータ1 6は、受信側のブリンタ2 0用のブᄆファイルP ٠を 

参照して、視環境変換回路1 5から出力された又٢2データをプリンタ 

2 0 0)lb してのcмγ(κ)データに変換し、プリンタ2 0に対して出 

力する。

プリンタ2 0は、供給された^٢(£)データに対応するハードコピ 

一画像をプリント用紙1》。؟に印刷する。

以上の実施の形態では、送信側の。叮モニタ3から出力される&66 

データをネットヮーク1 0 1を介して伝送し、受信側において、送 

信側の視環境のバラメ ータに応じた変換処理を施した後、プリンタ 

20に出力するようにしたので、送信側の装置を単純化することが 

可能となる。

次に、本発明の第5の実施の形態について説明する。
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図1 1は、本発明の第5の実施の形態の構成例を示すブロック図 

である。この図において、図9 （第3の実施の形態）と同一の部分 

には、同一の符号が付してあるので、その説明は省略する。

この実施の形態においては、図9の場合と比較して、コンバータ 

1 6が受信側に移動されている。その他の構成は、図9に示す場合 

と同様である。

次に、この実施の形態の動作について説明する。送信側の^はモニ 

々·٩1り屮,ナされ，則^デーノパ士二1ソバー々1 1こハ世ぬセれ名マ

で、1¿しての又٢2デ-夕に変換された後、視環境変換回路1 2に 

出力される。

視環境変換回路1 2は、センサ3٠及びセンサんからの出力を参照 

して、入力された父٢2デ-夕を《けモニタ3の視環境下における色の 

見えに対応した指標デ-夕であるレ…ジデータに変換して、画像編集 

処理回路13に出力する。

画像編集処理回路1 3は、視環境変換回路1 2からのワ『^データ 

に対して、色域圧縮処理ゃ色の編集処理等を施し、彳导られたデ.夕 

を視環境変換回路15に対して出力する。

視環境変換回路1 5は、センサん及びセンサんより送信された、 

受信側の視環境のパラメ-夕を参照して、画像編集処理回路1 3か 

ら出力されるL^M+S٠データを、プリンタ2 0の視環境下における色の 

見えに対応した又٢2データに変換し、ネットワーク1 0 1を介して受 

信側に対して送出する。

受信側の画像処理部1 - 2のコンバータ1 6は、ネットワーク1 

0 1を介して伝送されてきた、視環境変換回路1 5からの出カデー 

夕である灯スデータを受信し、ブリンタ20用のプロファイル؟＜を参
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٢2デ-夕をプリンタ2 OのDDCとしてのCMY（K）データに変؟、照して 

換してブリンタ20に対して供給する。

1〇データに（プリンタ2 0は、コンバ٠夕16から供給された6讨٢ 

対応するハードコピー画像をプリント用紙卩。》1に印刷出力する。

以上の実施の形態では、送信側において、送信側と受信側の視環 

1 0 境のパラメータに応じた変換処理を施した後、ネットヮーク1 

を介して送出し、受信側においてプリンタブロファイル۶4を参照し 

データに変換するようにしたので、受信側の装置を単純）ىて、cмγ

化することが可能となる。

٩۶s3,んの出力、及び、<؛、なお、以上の実施の形態においては 

プリンタ2 〇のプロファイル۶٠をネットワーク1 0 1とは別の伝送 

媒体で伝送するようにしたが、ネットヮーク1 0 1を介して伝送し

てもよいことは勿論である。

次に、本発明の第6の実施の形態について説明する。

図1 2は、本発明の第6の実施の形態の構成例を示すブロック図 

である。この図において、図10 （第4の実施の形態）と同一の部

分には、同一の符号が付してあるので、その説明は省略する。 

この実施の形態においては、図10の場合と比較して、受信側の 

コンバータ1 1が送信側に移動されている。それ以外の構成は、図

10の場合と同様である。

次に、この実施の形態の動作について説明する。送信側の。叮モニ 

夕3より出力されたRGBデータは、送信側の画像処理部1 一 1に供給 

乇二夕 3 のプ؟される。画像処理部 1 - 1 の、コ ンバータ 1 1 は、대

しての乂٢2データに変換جDICجZو-لوᄆファイル卩1を参照して、RGB 

。した後、ネットワ-ク101に対して送出する
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受信側の画像処理部1 - 2の視環境変換回路1 2は、ネットヮー 

ク1 0 1を介して伝送されてきた叉٢2データを受信する。

視環境変換回路1 2は、センサん及びセンサんにより検出され、 

伝送されてきた送信側の検出信号を參照して、入力された灯2デ-夕

を送信側の^けモニタ3の視環境下における色の見えに対応した指標 

データであるレ…^データに変換して、画像編集処理回路1 3に対し 

て出力する。

画像編集処理回路1 3は、視環境変換回路1 2からのレ化^デ.夕 

に対して、色域圧縮処理や色の編集処理等を施し、彳导られたデータ

を視環境変換回路15に対して出力する。

視環境変換回路1 5は、センサん及ぴセンサんにより測定され 

た、受信側の視環境のパラメータを参照して、画像編集処理回路1

3から出力されるレ『^データを、プリンタ20の視環境下における 

色の見えに対応したズ^データに変換し、コンバータ1 6に出力す 

る〇

٠を؟コンバータ1 6は、受信側のプリンタ20用のプロファイル 

参照して、ネ見環境変換回路1 5から出力された又٢2データをプリンタ 

データに変換し、ブリンタ2 0に対して出^)2 0 (DI¿しての6讨٢

力する。

1〇データに対応するハードコピ)٢^プリンタ2 0は、供給された

に印刷する。«؟٠؛一画像をプリント用紙

以上の実施の形態では、送信側の〇町モニタ3からの出力の肋3デ 

一夕を、コンバータ1 1により、又٢2データに変換した後、ネットワ 

ーク1 0 1を介して伝送し、受信側において、送信側と受信側の視 

環境のパラメータに応じた変換処理を施した後、プリンタ20に出
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力するようにしたので、送信側の装置を単純化することが可能とな 

る。

以上の実施の形態においては、送信側の入カデバイスとしては、 

«はモニタ3を用いたが、これ以外のデバイスを用いることも可能で 

ある。図1 3は、送信側の入カデバイフ、としてスキャナ3 0を用い 

た場合の構成例を示している。この実施の形態において、図2の場 

合と同一の部分には同一の符号が付してあるので、その部分の説明 

は省略する。

この実施の形態においては、図2の場合と比較して、^はモニタ3 

がスキャナ3 0に置換されている。また、センサんは、例えば、密 

着型センサからなり、ブリント用紙卩1„の白色点の色度を測定し、測 

定した色度を視環境変換回路12に入力するようになされている。 

また、コンバータ1 1には、スキャナ3 〇用のプロファイルトが記 

憶されている。なお、その他の構成は、図2の場合と同様である。

次に、以上の実施の形態の動作について簡単に説明する。

送信側のスキャナ3 0より入力された画像データは、送信側の画 

像処理部1 — 1に供給される。画像処理部1 一 1のコンバータ1 1 

は、スキャナ3〇のブロファイル3؟を参照して、スキャナ30から

回路1 2に対して出力する。視環境変換回路1 2は、センサん及び 

センサ3：により検出された視環境のデータ参照して、入力された又 

٢2データを送信側の視環境下における色の見えに対応した指標デー 

夕であるレ…リデータに変換して、画像編集処理回路1 3に対して出 

力する。

画像編集処理回路1 3は、視環境変換回路1 2からのし^+8+データ
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に対して、色域圧縮処理や色の編集処理等を施し、得られたデータ 

をネットワーク1 0 1に対して送出する。

受信側の画像処理部1 - 2の画像編集処理回路1 4は、ネットヮ 

_ク1 0 1を介して伝送されてきたデータを受信し、送信側と同様、 

必要に応じて色域圧縮処理や色の編集処理などを実行した後、得ら

れたデータを視環境変換回路15に出力する。

視環境変換回路1 5は、センサん及ぴセンサんにより測定され 

た、受信側の視環境のパラメータを参照して、画像編集処理回路1

3から出力される1^+。データを、〔旧モニタ4の視環境下における色 

の見えに対応した又٢2データに変換し、コンバータ1 6に出力する。

コンバータ1 6は、受信側の。町モニタ4用のプロファイル卩١を参 

照して、視環境変換回路1 5から出力された又٢2データをじ叮モニタ 

に変換し、CRT^二夕4に対して出力す4'؛—وの٥叱としÎORGB5

る。

대丁乇二夕 4 は、供給された肌8データ に対応する ソ フ ト コ ピー画

像を表示出力する。

٠に印刷され،以上の実施の形態によれぱ、送信側のプリント用紙卩 

ている画像の色の見えと、この画像をスキャナ3 〇で読み込んで受 

信側に伝送した場合に、受信側のじ^モニタ4に表示される画像の色

の見えとを一致させることが可能となる。

なお、以上の実施の形態では、視環境変換回路12において、入 

力された画像データを視環境に依存しないし+…リデータに変換するよ 

うにしたが、これを更に。^几^形式のデータに変換するようにして

もよい。以下に、その場合の処理の一例を説明する。

先ず、LM+S+データを以下の式（2 5）に基づいて、CIE/XYZ^Í؟©
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データに変換し、これを(Γ, γ٠, ζ٠)とする。

_1.91019 -1.11214 0.20195— _ひ_
ダ+ 0.37095 0.62905 0 ・ Μ +
V 0 0 1.00000 s+_

•••(25)

そして、得られた(Χ٠, γ+, ζ+)データを、以下の式(2 6)によ 

り、(L+，a٠, b')を得る。

غ+ = 116د(7ب/100-)16

،7 + = 500{/(Γ + /100)-/(Ζ + /100)}

٢=2〇〇{/(7+/1〇〇)-/(2 + /1〇〇)}

•••(26)

ここで、饩)は、以下の式(2 7)により定義される関数であり、 

括弧内の値に応じて与えられる値が変換する。

ت)ك(د٢ترل  (r> 0.008856)
/(γ)： 7.787γ + 16/116 (，^ 0.008856)

•••(27)

以上のような処理により、(L+，Μ+, s٠)データを(L٠，a٠, b+)デ 

一夕に変換することが可能となる。

また、逆に、(L+，a+，b')データを(L+，Μ٠, s+)データに変換す 

る場合は、以下の処理により実行することができる。

即ち、先ず、以下の式(2 8)により、(L+，M'，S+)データを(X 

+，۴，Ζ+)データに変換する。
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بل=100تبر ض〉0.2069
^+ = 100(^ %للاةل-١ا٦.٦؟٠٦ كبر 0.2069

٢اتب00ترزر ه > 0.2069

7ب=100ه(-16/116/)7.787 كؤو 0.2069

Z+ = lfzy >بر 0.2069

Ζ+：100(/ζ- اااخه6١ا٦,٦%٦ م ة 0.2069

28)٠ ·・

ここで、打， ١以下の式؛fx, fzí (29)により定義される。
ببك(ته16/)116

fx：fy+a + /SQQن-卜…糧

•••(29)

次に、以上の演算処理にょり得られた(Χ+, γ٠, Ζ+)データを以下 

の式(3 0)により、(L'，Μ'，S+)データに変換することができる。
"ب¿ _ 0.38971 0.68898 _0.07868_ -

Μ + = -0.22981 1.18340 0.04641 ・ γ +
5+_ 0.0 0.0 1.0 ζ +

•••(30)

以上のような演算処理によれぱ、(L, Μ+，S')データを、一般的に 

使用されている(L+，a٠，b+)データに変換するとともに、逆に、(L 

+ a٠, b+)データを(L'，Μ٠，s+)データに変換することが可能となる 

ので、通常の画像処理装置に簡単な変更を加えるだけで、色の見え 

が視環境により変化しないシステムを構築することが可能となる。

最後に、ネットワーク1 0 〇を介して接続されている送受信装置
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1を実現するためのハードウェァとして、コンピュータによるもの 

を実施の形態として示す。なお、送受信装置1は、この実施の形態 

に限定されず、上述した所定の画像の変換を行い、画像データを送 

受信できる装置であれば、コンピュータのようにソフトウェァを用 

いるものではなくとも、ァナログ回路や^しPLD、ゲートァレイ等 

のデジタル回路によるものでもよい。

図14は、本発明の送受信装置1を実現する実施の形態として、 

コンピュータ200によるもののハ.ドウェアの構成例を示したプ 

ロック図である。このコンピュータ2 0 0は、現在市販されている 

コンピュータに本発明を実施するためのセンサ、通信装置などを付 

加したものである。

CPU2 0 1は、本装置の全体の制御·演算を行う機能を有するもの 

で、例えぱインテル社の卩^^龍等を用いる。キャッシュ2 0 2は、 

CPU2 0 1が頻繁にァクセスするメモリ内の情報を記憶する高速の記 

憶部であり、CPU2 0 1と直接情報を授受することにより、システム 

の高速化を図れるようになっている。

システムコントローラ203は、CPU 201と、キャッシュ20 

2、メモリ2 0 4、コンピュータバス2 0 9、及び、代1バス2 10 

のタイミング調整等を行う回路部であり、例えばインテル社の™^ 

ON( 4 3 0 FX)٠^ffiV ٠^١

メモリ204は、。^201若しくはシステムコントローラ203 

の指示により、情報の書込٠読出を行う記憶部分であって、例えば 

DRAM (Dynamic Random Access Memory)等を用いる。そして、メモ 

リ2 0 4はシステムコントローラ2 0 3を通じてじ^2 0 1、及びコ 

ンピュータバス2 0 9上の各種資源に接続されて、情報の記憶がで
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きるようになっている。もちろん上述の画像デ.夕を記憶すること 

も可能である。

コンピュータバス2 0 9 Ö١CPU2 0 1に直接接続された情報の伝 

達手段であって、キャッシュ202、システムコントローラ203 

等と高速に情報授受ができるようになっている。代1バス210は、 

コンピュータバス2 0 9と分離された情報の伝達手段であって、シ 

ステムコントロ-ラ20 3に接続されている。そして、CPU2 0 1は 

システムコントローラ2 0 3を介して卩^バス2 10に接続された各 

種資源にァクセスできるようになっている。

外部記憶制御部2 1 1は、叱1バス2 1 0とハードディスク2 1 2 

や。٥^^ドライブ2 1 3に接続され、代1バス2 1 〇を介した情報ァ 

クセᄌ要求に基づいて、ハᅳドディᄌク2 1 2 ^CD-ROMドライブ2 

1 3に装着されているディスク内の所定の領域に対して情報の書込 

·読出の制御を行うようになっている。例えば、：（Oleses 

1又は^££1 3 9 4等を用いる。なお、外部記憶装置はハ_ドディ 

ᄌク2 1 2 -^CD-ROMドライブ2 1 3に限らず、フᄆッピーディᄌク 

や光磁気ディスクなどのような、書込可能で、かつ、取り外し可能 

な記録媒体を用いるものでもよい。それにより上述の変換を行う画 

像データや視環境パラメータや見えの指標データなど'、本発明を実 

施するためのデータを記録媒体に格納して輸送することで、上述の 

送信及ぴ受信に置き換えることができる。

キーポード.マウス制御部2 1 4は、キーポード2 1 5とポイン 

ティングデバイスであるマウス2 1 6とを代1バス2 1 〇に接続し、 

使用者が入力した文字٠数値٠記号や、使用者が行ったマウスの動 

きやマウスボタンの操作を、所定のシ_ケンスに従ってじ？リ2 0 1に
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伝達するようになっている。これにより。^20 1はビデオコントロ 

ーラ 2 2 5 � برج ئ  CRT (Cathode Ray Tube)モニタ22 6上に表示 

された映像に併せて表示されたポインタを相対的に移動させなが 

ら、使用者からの入力情報を受け入れることができる。もちろん上 

述の設定画面での入力も同様にして可能である。

ᄌキャナ·プリンタ制御部2 1 7は、代1バス2 1 0とᄌキャナ2 

18やプリンタ219に接続され、代1バス21〇を介した情報ァク 

セス要求に基づいて、画像情報の書込٠読出制御を行うようになっ 

ている。この接続は、SCSI Χ؛؛ΙΕΕΕ 1 3 9 4 ئت ح،'ح لح ة٠ئه^ة  

一般的である。ここで授受される情報は、光学的に読み取り·入力 

される情報や、印刷_出力される情報のほかに、上述の٥比と〇〇の 

変換に用いられるようなスキャナ2 1 8やブリンタ2 1 9が記憶し 

ているデパイスの特性情報なども授受可能である。

通信制御部2 2 〇は、モデム2 2 1を介して電話回線2 2 2と接 

続されたり、又は、トランシーバやнuвなどのネットワーク通信機器 

2 2 3 ^^υτΐΕΕΕ8 0 2. 3 (イーサネット)、FDDI、ATM、若し 

くは、IEEE 1394などのネットヮーク224に接続され、PCl7١'7 

21〇を介した情報ァクセス要求や通信先の情報ァクセス要求に基 

づいて、情報の送信、受信の制御を行うようになっている。もちろ 

ん上述の変換を行う画像データや視環境パラメータや見えの指標デ 

一夕など本発明を実施するためのデータを送信受信することも可能 

である。

ビデオコントローラ2 2 5は、代1バス2 1 0に接続され、CPU2 

0 1等の指示に基づいて、画像、図形、又は、文字等の情報をビデ 

オコントローラ225内の図示せぬビデオメモリ上に描画し、その
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内容を。以モニタ2 2 6に表示するようになっている。もちろんビデ 

オコントロ.ラ2 2 5内のビデオメモリに上述の画像データを記憶 

することも可能である。また^1丁モニタ2 2 6との間で、VESA 

DDC (ディスブレイデータチャンネル)規格のように、《けモニタ2 

26が記憶しているデバイスの特性情報なども授受可能である。

산내乇二夕 2 2 6 は、前述の ビデオコ ン ト ローラ 2 2 5 に接続さ 

れ、CPU2 0 1等の指示に基づいて、ビデオコントローラ2 2 5が描 

画する映像を表示するようになっている。もちろん^丁モニタに限ら 

ず、PDP (Plasma Display Panel)や液晶ディスプレイなどの表示デ 

パイスを用いることも可能である。なお、本発明においては、CRTf 

二夕226はビデオコントローラ225と共働してソフトコピー画 

像を表示する役割も持ち、送信側で使用者が観察している画像の入 

カデバイスとしての機能と、受信側で使用者が観察する画像の出力 

デバイスとしての機能を果たす。

センサ制御部2 2 7は、代1バス2 1 0と各種センサ2 2 8とに接 

続され、CPU2 0 1等の指示に基づいて、電圧、温度、又は、明るさ 

等の物理量を検知するようになっている。特に本発明の実施の形態 

としては、視環境バラメータを測定するためのセンサとしての役割 

を果たしており、周囲の光の色度やじ打モニタ2 2 6などの色度と絶 

対輝度等を検知することができる。

以上に、本発明の送受信装置1を実現する実施の形態として、コ 

ンピュータ2 0 〇によるハードウエァの構成例を示したが、コンビ 

ュータによって本発明の送受信装置1を実現する場合には、コンビ 

ュータ2 0 〇の各部と周辺機器がプログラム·ソフトウェァによっ 

て協調しながら動作し、じ^2 0 1を中心にコンピュータ2 0 〇の各
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部と周辺機器が上述の各手段や各回路を分担することになる。

例えば、図2で示した本発明の第1の実施の形態の構成例におけ

る、送信側の入カデバイスとしての٠町モニタ3と受信側の出カデバ 

イスと4は、ビデオコントローラ2 2 5と^ぴモニ 

夕2 2 6が主にその役割を果たす。コンバータ1 1とコンバータ1 

6は、C町モニタ3, 4のプロファイルを参照して肌8画像データか 

ら乂٢2画像データへの変換又はその逆の変換を行うわけであるから、 

〇町モニタ2 2 6のプロファイルや画像データを記憶するメモリ2 0 

4と変換処理の演算を行う〇?じ2 0 1が主にその役割を果たす。

視環境変換回路1 2と視環境変換回路1 5は、センサSi、S：、S 

ده ؛ ζ^٠からの視環境パラメ ータに応٥τΧΥΖ®ΐΊ٢٠٠ S、ن L٠M٠S٠1{| 

デ.夕への変換又はその逆の変換を行うわけであるから、センサ制 

御部2 2 7と6۶じ2 0 1が主にセンサからの視環境パラメータを取り 

込む役割を果たし、また、メモリ2 0 4とCPU2 0 1が主に変換処理 

の演算を行う役割を果たす。画像編集処理回路1 2と画像編集処理 

回路14は、色域圧縮処理や色の編集処理などの画像編集処理を行 

うわけであるから、メモリ2 0 4 0 1が主に変換処理の演算

を行う役割を果たす。また、画像処理部1_1と画像処理部1_2 

でのネットヮーク1 0 1に対する送信と受信は、データを記憶する 

メモリ2 0 4と通信制御部2 2 〇が送信と受信の制御を行う役割を 

果たす。

もちろん、以上の役割分担の制御にあっては、CPU2 0 1でのプロ 

グラムの実行が介在していることは言うまでもない〇

以上のようなハードウェァ上に、前述の本発明の実施の形態の各 

構成例を実現することで、本発明が意図する色の見えが視環境によ
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り変化しないシステムを構築することが可能となる。もちろんこの 

実施の形態に限定されず、所定の画像の変換の演算を行い、画像デ 

ータを送受信できる装置であれば、トランジスタ、オぺァンプ等の 

ァナログ回路や口し、PLD、又は、ゲートァレイ等のデジタル回路を 

含む装置であってもよい。

ところで、現在市販されている٠船は、ICC (International Colo 

r Consortium)で規定されているものがほとんどである。このじ船に 

おいては、上述したように、デバイスブロファイルを基に変換処理 

を行うようになされている。色の見えを一致させるcмsを、独自のシ 

ステムを新たに構築して実現することも可能であるが、そのように 

すると、既存のICCのCMSとの互換性を確保することができなくなる。 

すなわち、既存の資源を有効に利用することができなくなる。そこ 

で、以下においては、既存のICCのCMSを利用して、色の見えを一致 

させるシステムについて説明する。

図15は、このような画像処理システムの構成例を表している。 

このシステムにおいては、mtm31に、CRT4 

1とプリンタ4 2が接続されている。そして、CRT4 1に表示されて 

いるソフトコピー画像が取り込まれ、画像処理部3 1の変換部3 2 

に供給されるようになされている。変換部3 2は、入力された画像 

データを入カプロファイル3 2人に基づいて処理し、変換部3 3に 

出力するようになされている。変換部3 3は、入力された画像デー 

夕を、内蔵する出カプロファイル33人に基づいて処理し、プリン 

夕42に出力するようになされている。

変換部3 2の入カプロファイル3 2人は、色順応モデル変換回路 

3 4により適宜読みだされ、視環境パラメ ータ入力部3 5からの入
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力に対応して、適宜書き換えられるようになされている。視環境パ 

ラメ-夕入力部3 5は、6^あるいはセンサ等により構成され、例え 

ÍCRT4 1の周囲光しの色度、輝度といったデータや、《け4 1の白色؛

点の輝度のデータなどを取り込むようになされている。

図16は、画像処理部3 1のより詳細な構成例を表している。こ 

の構成例においては、入カプロファイル3 2八が、CRT4 1より入力 

ζ^-された٠〇データとしての1叩8データを0川データとυτ©χγζ٢ 

に変換し、PCS (Profile Connection Space) 6 1に出力するように 

なされている。PCS6 1は、入力された叉٢2データを、変換部3 3に 

出力するようになされている。変換部33の出カプロファイル33 

 3Z-人は、入力された又١ロデータを、DDC٢ ح LÎ©CMY(K)٣؛^-：

変換し、プリンタ4 2に出力し、プリント用紙4 3にブリントさせ、

ハードコピー画像として出力させるようになされている。

次に、図1 7のフローチャートを参照して、CRT4 1に表示されて 

いるソフトコピー画像を、画像処理部3 1を介してブリンタ4 2に 

供給し、プリント用紙4 3にハードコビー画像としてプリントする

場合の動作について説明する。

最初にステップ8 1において、色順応モデル変換回路3 4は、変 

換部3 2の入カプロファイル3 2人を読み出す処理を実行する。そ 

して、ステップ32において、読み込んだ入カブロファイル3 2八 

〇、.ル,し„及び^^を読み出す処理^٥，の中から、TRC (rTRC, gTRC

を実行する。

rTRC, gTRC,⑽^の総称である。これらは、所定 à؛١ここで、TRC 

のデ-夕を線形化するための関数、又は変換テーブルデータであり、 

で線形化したデータを意味^؟例えば、rTRC [A]は、データ٨を٢
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する。

Мх¥2_шгй١次の式(3 1 )で表されるマトリクスを意味する 
Xmr,red Xmr, green Xmr,blue

Μχγζ mr : \ Y mr, red Y mr, green Ύ mr ,blue

Zmr ,red Zmr, green Zmr ,blue

…(31)

なお、この式(3 1)における(Xmr,red, Ymr.red, Zmr,red)は、CRT 4 1 

のメディァとしての只蛍光体の相対三刺激値(rXYZ)を表し、以下 

同様に、(Хшглгееп, Ymr,green, Zmr.neen)は、0蛍光体の相対三刺激値(gX 

YZ)を表し、(Xmr.blue, YniP.blue, Zmr.blui)は、в虽光体の相対三刺激値(b 

XYZ)を表す。

さらに、wtptu١ CRT4 1の白色点の相対三刺激値(Xr,٠w, Yr,m٠, Z 

r,m»)を表してぃる。

なお、本明細書におぃて、(Xr, Yr, Z,)は、相対三刺激値を表す。 

また、添字の町は、media ге1а1 ؛٧ е^|вжь١ メディァの相対値を 

表すとき用ぃられる。

入カブロファイル3 2人及び出カプロファイル3 3Α؛ά١ ICC Pr 

ofile Format Specificationí：٥jv١t?№^(٠è٢ ητ ν ١ ة  o ICC Prof 

ile Format Specification^、ィンタ-ネットを介して1沉のホーム 

ページ(٠eoURL؛ä: ١ ٥ は؟://^„^〇1〇.〇^でぁる)にァクセス

し、入手することができる。このフォーマットにおいては、018 

に示すように、先頭にへッダが配置され、そこには、このフォーマ 

ッ トのサイ ズ、使用 して い 휸 산■ (Color Management Module) (色変 

換の処理を行うソフトウェァ)、バージョン、対象とするデバイス、 

色空間、作成日時などが記録されている。へッダの次のタグテーブ
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ルには、タグ自身のパイト数を表すタグカウントと、データ(タグ 

エレメントデータ)が配置されている位置を示すボインタとしての 

タグが配置されている。

図1 9は、このような1汉Profile Format0 7٠p ?و مهم ルを見る 

ためのァブリケーションソフトウエァを利用して、その内容を〇町4 

1に表示させた場合の表示例を表している。同図に示すように、こ 

のプロファイルには、TRC，Mxvzjr, ^^が含まれている。

次に、図17のステップ3 3に進み、色順応モデル変換回路3 4 

は、視環境パラメータ入力部3 5から、視環境パラメータを取り込 

む。この視環境パラメータとしては、CRT4 1の周囲光しの色度(X 

、則,ys»r)と絶対輝度٢٥ ل,»ل جث بر�  C：CRT4 1の絶対輝度も_・を取り込むこ 

とができる。なお、本明細書において、添字&は、abs0lute^í№b١ 

その添字の付いている記号が絶対値を表していることを意味する。

また、添字^٢は、その添字の付いている記号が、周囲光のデータ 

を表していることを意味する。さらに、添字과0비¿、その添字の付い 

ている記号が、モニタ(CRT)に関するデータを表すものであること 

を意味する。

図20は^町41の視環境パラメータを入力するための入力画面 

(GUI)の表示例を表している。同図に示すように、使用者は、視環 

境パラメータ入力部35の図示せぬキーポードなどを適宜操作する 

ことで、必要な視環境パラメ-夕を数値として入力することができ 

る。

もちろん、これらの視環境パラメータは、センサで検出し、その 

検出結果を取り込むようにすることも可能である。

図17のステッブ33で、視環境パラメータの取り込みが完了し
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たとき、次にステップ3 4に進み、色順応モデル変換回路3 4にお 

ける変換処理が実行される。この変換処理の詳細にっいては、図2 

2のフローチャートを参照して後述する。

この色順応モデル変換回路3 4の処理の結果、ステップ3 5にお 

いて、7 د رز' ٠ s 2で読み出した™ c, Mxïz^mr, ١け？٤に対応して、それ 

らをそれぞれ書き換えるべきデータとして、٢^’，^1’

られる。このようにして得られた書換データにより、ステップ36 

で入カプロファイル3 2人の書換が実行される。

以上のようにして、入カブロファイル3 2八の書換が完了したと 

き、CRT4 1より取り込まれたRGBデータが、この入カブロファイル 

3 2人を参照して、又٢2データに変換され、PCS6 1を介して出カブ 

ロファイル33人に供給される。そして、出カブロファイル33人 

で、又٢2データから^٢(£)データに変換され、プリンタ4 2に出力さ 

れ、ブリント用紙43にプリントされる。

図17に示す処理例においては、変換回路32における入カプロ 

ファイル3 2人が、予め作成されていることを前提としたが、まだ、 

この入カプロファイル3 2人が作成されていない場合には、新たに 

作成するようにすることができる。この場合、図2 1に示すように、 

CRT4 1に、例えばグレースケールのパッチ、11^のカラ.パッチ、 

白のパッチを表示させる。そして、センサ7 1で、このパッチのデ 

一夕を検出し、検出結果を測色機7 2に供給する。そして、測色機 

7 2で、検出結果を演算し、TRC, Mx١2_mr, ^ ؟٤ を求める。

なお、沁„,の各要素は、次の式(3 1)から求めることができる。

Χ -؛٢  — (Xr,D رذة Ха,и») X:- (Xr,DS٠/Xriinw) Χγ

٦ت� ع٦  г,О5٧/¥а,п١٧) Ya، (¥ ٢لاا50¥ك٢ال٥ *) Yr
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•••（32）

なお、この式（3 2 ）において、（X，Ya, Za）は、絶対三刺激値を、 

（X?, Y٠, Z?）は、相対三刺激値を、それぞれ表し、また、（Хмъ Y

a,m٠, z،,mw）は、白の絶対三剌激値を、（Xr.rnw, Y,,m«, Zr,٠«）は、白の相対 

三刺激値をそれぞれ表している。さらに、（Xr.DÓO, Yr,D5٠, Zr,D ؛٠ ）は、光 

¡τ） 5 0の相対三刺激値を表し、具体的には、（ 0.9 6 4 2,1.

0 0 0 0，0. 8 2 4 9 ）となる。

次に、図17のステップ34における色順応モデル変換回路34 

の変換処理にっいて、図22のフローチャートを参照して説明する。 

同図に示すように、この例においては、入カプロファイル3 2人か 

^TRC, Мк١،.иг, ^^が入力され、視環境パラメータ入力部3 5から周 

囲光しの色度（X■，ys«r）と、周囲光しの絶対輝度ム…、並びに^ 

丁4 1の絶対輝度心,_が入力される。そして、生成し、出力するのは、 

入カプロファイル3 2八の更新データ丁^’，M5 uijr,れ^’である。

最初にステップ3 1 1において、画像データ（dr, dg，db）が生 

成されてぃることを仮定する。このデータ（dr，dg，db）は、CRT4 

1が出力する（R, G, В）の値を、それぞれ最大値が1になるょぅに

正規化したものである。

次に、ステップ3 1 2において、ステップ3 1 1で生成したデー 

夕（dr, dg，db）に対して、入カブロファィル3 2人から読み込ん 

だ丁^を適用して（Г，g, b）を次の式（3 2）で示すょぅに演算す

る。

r = ٢TRC [dr] 01 ك(1٢ك  Ο'Γ'1

g = gTRC [dg] 01 ك(1جك1 0كةك
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b = bTßC[db] o'db'l O^b^l

•••(33)

これにより、CRT4 �相',屮.ザ7す&叩只:۴ —々۶#٠の1閣٥;»@形1. 

したデータ(r, g, b)が得られるо

次に、ステップ8 13を経て、ステップ3 14にぉぃて、ステッ 

7٠s 1 2のデータ(٢, g，b)から、デ.夕( Y5 a, Z5 a)を演算 ٢لا

する。

すなわち、式(3 3)で示すように線形化されたデータ(Г，g, 

b)から、デ.夕(X，Y，Z)を求めるために、次の式(34)で示 

されるIlGB蛍光体のメディァ相対三刺激値が読み込まれる。

rXYZ : (Xmr,re،l5 Ymrjedj Zmr,red) 

gXYZ : (X„ ，greerij Ym ا١ًآجةأأ١د أآ٩٢اًا٠ججاآ٦١  

bXYZ : (Хтг,Ь1ие5 Ym٢_b؛ue， Z„,blue)

•••(34)

さらに、メディァ相対三刺激値から、絶対三刺激値に変換する際 

に必要な次の式(3 5)で示される白色点の相対三刺激値が読み込 

まれる。

wtpt : (Xf,m»5 Yr,m«j Zt,m٠)

•••(35)

なお、ここでは、wtpt؛á;CRT4 1の白色点とされ、この式(3 5) 

が、次の式(3 6)のように設定される。

(Xr__， Y,. η i),Zr

•••(36)

その結果、CRT4 1の絶対三刺激値は、人_を用いて、次の式(3 

7)で表すことができる。
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Xa,mon =Xr |Π Ya,mon

Ya,mon r,mon Ya.mon ع٦:  a，_)

أ1أج أ٩آج١٠ل 1أا ١ااًجع ٠ ١ج�١لآ�ةأ

.••（37）

上述した式（32）、式（36）、及び式（37）から、次の式（3 

8）が得られる。
Xmr

Ymr 一

Zm

Xmrjed 

Ymr, red 

Zmr,red

Xm r, green

green

Lm٣١^ree١٦

٠ 
r.

ул r
yz

D50
Xa,red

mon

Ώ50

mon

Ώ50

Ar.D50 ir١Z)50

z Z Q١٢ed

mon

Xa,mon 

y٢١Z)5O 

Y a, mon 

Zr,D50

٠тее١ ؟١

■y٥٠

Xa, mon
X a, b lue

Kr,D50
—Y a, b lue

ï a, mon

z٥.

-Z،،, ^٣eei
mon

Zr١D5؟١

Ζα,ιηοη
1а٦Ыие

g

b

）38（• · •

この式（3 8）における（X،,red5 Ya,red, z،,red）は、只蛍光体の絶対 

Уалгееп, Za,،re٠n）は、0蛍光体の絶対三剌激，٠٠,،„三刺激値を表し、（χ٠ 

í, Ya,blue, Za,blue）は、5虽光体の絶対三刺激値»؛値を表し、さらに（Xa,b

を表す。

したがって、絶対三刺激値で表した行歹1」は、次の式（3 9）のょ

。ぅになる
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Xa,red Хй) green Xa, blue

Ya,red Ya, green a, blue ل

la١٣ed La, green La١blue

L,j

Xr,D50 

Y a, mon 

Yr,D50 

 a, m on خ

Zr,D50

Xmr , red

m٣١rcd

Zmr, red

Xa,,

Xr,D50 

Ύα,ιηοη 

】。，050 
La ,١١١٥١١ 

Zr,D5Q

Xmr, green

Yimr, green

z mr , green

XrtD5Q

Yajon

Yr,D50

La٦١no١١

z

Xmr.blue

Ytnr,blue

1т٣,ъ١ие
r,D50

•••（39）

ここで、次の式（4 0）で示すょぅに、式（3 9）の右辺の項は、 

MxïZ_aとされる。

ΜχΎΖα

Xa,mon
Xmr,red

ir,D50

Ya^mon
Ymr，red

Yr.D5Q

Ia١mon
Z mr ١ red

Lr٩D5 ؟١

mon

[,PSG
'Xtnr green

ط mon

Yr,D50 

Z a, mon 

Zr,D5Q

mr, green

Zmr, ^reen

ír٠Z)5O 
Υα,ΐηοη 

し〇50 
Q,mon

Zr,B50

y z

'Xmr,blue

mr,ЪЫе

Zmr,blue

•••（40）

したがって、CRT4 1から出力される絶対三刺激値は、次の式（4 

1）のょぅに表すことができる。

XaACRT) r
Ya,(CRT) =Μχγζ a g
2q١٢CRT١ b

•••(41)

ここで、Ιι_Λ±\ （r，g，b）から絶対三刺激値を求めるための行列 

を表しヽ（Xa, （CRT؛, Ya，（CüT）， Za，（CRT） ）は、CRT4 1から出力される絶対三刺
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激値を表す。

なお、添字（CRT）は、CRT4 1から出力されることを表し、（）は、 

それが変数であることを表す。以後、（）がついていない記号は、定 

数を表すものとする。

周囲光し٠の輝度が大きくなってくると、〇叮4 1のソフトコピーの 

画像のコントラストが低下する。これは、主に、CRT4 1の管面上へ 

の周囲光しの反射により黒が浮いてしまうことによる。通常、^丁4 

1には反射防止膜が形成されているものの、周囲光匕1が存在する؟艮 

り、〇^41上で再現できる黒は、その反射光より暗くすることは不 

可能である。この反射光を考慮するために、次の式（4 2）で示す 

ょぅに、RGBの蛍光体から発せられた光にォフセットとして周囲光٤ 

）の反射成分が加ぇられる。

X'(I,(CRT) XaACRT) Rbk'Xajur

Y'a,(CRT} = YaACRT) + Rb١٢٠Ya١su٣

Z'a,(CRT) Z٥,kCRT١ Rbk٠¿a,sur

•••（42）

Rbkíà١ CRT4 1の管面上の反射率を表し、通常1 %乃至5 %の値で 

fe ة٠  （Xa, sur,ム・，z٠,sur）は、周囲光しの絶対三刺激値を表す。（X 

'a, ICRTi，Y' a, （CBTI， z١ ،_ （CKTI ）は、反射光を加えた《け4 1の絶対三刺激値 

を表す。

周囲光しの絶対三刺激値は、視環境パラメータ入力部3 5から入 

力された視環境パラメータから、次の式（43）のように求めるこ 

とができる。
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Xa, sur 

Y a, sur 

Z a, sur

Xsuru
ysurlaj

Y a, sur 

1 - Xsur 一 ysut

ysur
Ύα, sur

•••（43）

' g٥，bo）は次の式（4 4）が成立するょぅに定義され

る〇

で、

ГО

go =Μχγζ я-I

Rbk*Xa,sur

Rbk٠Ya١sur く二＞

Rbk'Xajur

RbkiYa,sur :Μχϊ٦ a

ro

go
¿0 Rbk٠٤iQ,su٢ Rbk٠٤،u,su٣ bo

•••（44）

式（42）は、式（41）と式（44）からヽ次の式（45）の

ょぅに変形することができる。

X'aACRT) r ro

K'a,(CñT) :ΜχΎΙ Q g + Μχγζ a go
1' a٨CRT١ b bo

r+ro
：MxYZyg + ga

ةبة0
•••(45)

ところで、TRC{ ؛١  ICC Profile Format©φΐ  〇から 1の間の ي؛١

値で表す必要がある。このため、（Γ + Γ٠）, （g + g٠），（b + b٠）のそれ 

ぞれの最大値が1になるように正規化するために、（Γ١, g’，b’）を 

次の式（4 6）のように定義する。

Γ١=（Γ + Γ٠）Ζ（1+Γ٠）
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g，：(g + g«)/(l+g٠) 
b’ = (b + b٠) / ( 1 +b٠)

.· •(46)

で、式(3 3)から、次の式(4 7)が成立する。

r'=(rTRC[dr] 

g١ = (gTRC [dg] 

b'=(bTRC[db]

(1+Γ٠) (/Γ٠ + 
(1 +g٠ ) ر »(g + 

(1 +b٥ ) نم «(b ب

•..(47)

つぎに、次の式(48)で示すょぅに、؟!比’を定義する。

rTRC5

gTRC'

bTRC'

[dr] = (rTRC [dr] 

[dg] = (gTRC [dg] 

[db] = (bTRC [db]

+ Γ1)/ ( 1 +Γ٠)
+ g ٠) ر ( 1 جب٠ )
+ b1) ٠) ا  +bo)

その結果、次の式 

が満足される。

r’=rTßC’ [dr] 

g١=gTRCJ [dg] 

b'=bTRC١[db]

• · •(48)

(4 9)が成立し、ICC Profile Formato،^

 0إحك٢ك1 0ك٢كل1

 0ك(اجك1 0كجكل1

0ك(ك�ل1 0كل�ك1

•••(49)

上述した式(46)ょり次の式 (50)が成立する。

Γ + Γ٠= ( 1 +Γ٠) · г’ 

g + g٠= ( 1 +gû) · g’ 

b + b٠= ( 1 +b٠) · b’

.· .(50)

また、次の式(5 1)で示すように、沁…を定義する。



wo 98/37690 PCT/JP98/00727

96

1 + ro 0 0
MîRCn： 0 1 + go 0

0 0 1غب0

• · •(51)

このとき 上述の式（45） は、式（50）と式（51）から

次の式（52）のょぅに表される。
X'a,(CRT)

Y'aACRT) ：MxïZa٠٦٧lTRC٠١

الآ_

g1
Z١a，(CRT) b١

• · •（52）

この式（5 2）で、図2 2のステップ2口4の؟算結果が得られ 

ることになる。

次に、1・, '؟٠ の最大値を1にする正規化を行う。最大値は、۴，,_で 

あり、この値は、式（52）において、1١’ニピ=ピ=1としたとき 

の絶対三刺激値を意味するから、式（5 2）から、次の式（5 3） 

が成立する。
X a, mon }'

1 a, mon ：MxïZq-Mtrc« 1
a١mon خ 1

•••（53）

この式（5 3）から、٢٦_が求められる。したがって、図2 2の 

ステッブ3 15において、次の式（54）が演算される。
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X١a١٢CRT١
XrACRT)：·— -■■■■■■■■■ 

ï a,mon

Y'aACRT)
YrACRT)： —

ï α,τηοη 

1' a,k٢RT١
Zï,٢CRT١ = - —

ï a,mon

Í٢CRT١ -。·38971 0.68898 -0.07868
M (、CRT、 = -0.22981 1.18340 0.04641
S(CRT) 0.0 0.0 1.0

••.(53)

次に、式(5 2)(ハントボインタエステバス(Hunt-Pointer-E 

stevez)変換)を用いて、三剌激値より錐体の信号への変換を行う。 

すなわち、ステッブ3 1 6で、次の式(5 5)が演算される二 
XrACRT) 

YrACRT) 

Zï٨CRT١

55)٠٠٠

二で、沁„を次の式(5 6)に示すように定義する。
0.38971 0.68898 -0.07868_

-0.22981 1.18340 0.04641
0.0 0.0 1.0

なお、

Mehp

.·.(56)

ところで、人間の視覚は、光源を白にするように、各錐体の信号 

を、その白色点の値で正規化している。そこで、この実施の形態の 

モデルにおいては、基本的に、vonむ163の順応則を用いているが、 

人間の視覚が順応しているであろう白色点は、光源の色度をそのま 

ま用いるのではなく、次に示すように、不完全順応と部分順応の2
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ステップから求める。

最初に、不完全順応について説明すると、CRT4 1上の画像を観察 

するとき、人間の視覚は、CRT4 1の白色点に順応しようとするが、 

たとえ、暗室内で^丁4 1を観察したとしても、その白色点が、D6 

5からかけ離れている場合、人間の視覚は、CRT4 1の白色点に完全

から離れるほど'、また、その順応点の輝度が低いほど'、順応は不完 

全となる。人間の視覚が順応している不完全順応白色点(L'„，Μ١٠, 

s٦)は、次の式(5 7)から求める。
L5٢, = Ln/pi

М,п：Мп/рн
S١r؛：Sn/ps

•••(57)

なお、この式(5 7)における…Рн, р؛Ц١ハントのモデルで用 

いられる色順応係数であり、次の式(5 8)から求めることができ 

る。
تغ?(1ب7ا»همه1دجحمبت(/)1ب7امه٠ل„ل/ب1)ج//

PМ = (\ + Y' α,ηιοη'^ + ШЕ)/ ( \ i Y' а,топ'1г + \ / т Е)

Ps=(i + Y' ممب + se) 1) ا + Y'a,mon｝，i +i/SE)

•••(58)

この式(5 8)における ٢٦«٠ は、CRT4 1の白色点の反射光を含め 

た絶対輝度(cd/mz)を表す。

また、この式(5 8)にぉける1،，m،，ルは、次の式(5 9)から 

求めることができる。
(3 · Ln/ (Lr. + Mn+Sn 1=؛
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m3 ؛=٠ M»/（Ln + Mn + S„）

Sb= 3 ٠ Sn/ （Ln+Mn+Sn）

• · •（59）

なお、（L„，M„, s„）は、CRT4 1の白色点、すなわち式（5 2）と 

式（5 4）において、٢’=&’=ビニ1としたときの、相対三剌激値 

を（Хг, mon و ¥г٠топ5 Zr,m٥n）として、これを沁„を用ぃて、錐体信号への変 

換5；行ぃ、60（ج©حوب）から求めることができる。
Xr,tnon

Μη :Mehp Ύ r ,mon

_s、 Ιτ,١١١ο١١

• · •（60）

次に、混合順応について説明するに、CRT4 1上の画像を観察する 

場合、暗室で見ることはほとんどなく、一般的なオフィスでは、約 

4 1 5 〇ヒの色温度（CCT）をもつ蛍光灯のもとで見ることが多い。 

また、一般的に使用されている〇0モニタの白色点の^丁は、糸勺9 3 

0 〇仄である。このように、CRT4 1の白色点と、周囲の色温度が大 

きく異なっている場合、人間の視覚は、両者に部分的に順応してい 

るものと考えることができる。そこで、実際に、人間の視覚が順応 

している白色点は、両者の中間であると考えられる。そこで、人間 

の視覚が、^1 4؟の白色点に順応している割合（順応率）を匕むとし、 

実際に順応している白色点（L’’,,，Μ,5„١ S’’„）を次の式（6 1）の 

ように定義する。
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S١١i٦：Radp

ا١ ١٦  二 Radp

1/3

M ١ ti 二 Radp

ز αάρ لا

where Yadp = {r

ا(ب«اك —)جه?/ل

مزك ١ والم
la, sur

YadpJ

(Ύί 1/3

YadpJ

ال\١

• Msii

Ya,sur 

Ύadp )

i(i~~Radp)'Ya

S'n + (i-Radp) ٠ك иг

sur

1/3

1/3

L

•••（61）

なお、（し」٢，Ih Snr）は、式（4 3）ょり周囲光の絶対三刺激値 

を相対三刺激値に変換すると、次の式（6 2）のょぅになる。
Xr,sur ：Xa, sur /Ya, иг 

Yr.sur-Ya,s«r/ /а,sur (一 丄

٦األه ألأنا ~٩الآله أناة ا ةاجأ١آئ

•••（62）

さらに、この式（6 2）で求めた結果に、ステップ3 1 6で、M„ 

：を用ぃて錐体の信号への変換を行ぅと、次の式（6 3）が得られる。
Lsur Xrzsur

Msur Mehp ح Yr,sur

s sur Zr,sur

•••（63）

なお、視感実験によると、順応率1し٠を、0. 4乃至0. 7の間の 

値、特に、0. 6としたとき、最も好ましい結果が得られた。

ここで、von Kries0|J٥l١j،:١上述した2つのステッブで求めた 

順応白色点を代入すると、次の式（64）が得られる。
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L+(CRT)
/ا-，' 0 о" LkCRT١

M+٢CRT١ - 0 Μ؛\١١١٦ 0 M、CRT、
S+(CRT) 0 0 'IS؛ s、CRT、

(64) •••

63の順応則変換後の錐体信^؟ CRT)5 L (CRT) は、von)5 L؛٠ここで、L + (CRT

号である。

この式(64)から、ステップ3 1 7の演算が行われる。 

を次の式(6 5)で示すように定義する。«ここで、礼٦

—1/，'、 0 〇-

и о" 0 1/تجاذ =Μνοη-Κ

о о 1؟،/ا,ا٠_

(65) • · •

図 2 2のステップ8 1 8 では、Hunt-Pointer-EstevezjËifÿlÎI 

を用ぃて、錐体の信号から三刺激値への変換を次の式(6 6)で示

تحهوحيأ٢هواً
(CRT) غ

Y+(CRT) —
'1.91019

0.37095
-1.11214
0.62905

0.20195—

0.0

L+{CRT) 

M+k٢RT١

Z+٢CRT١ 0.0 0.0 1.0 S+(CRT)

• · •(66)

ここで、Χ+_，Υ+_，ツ・)は、vonむ168の順応則変換後の三刺激 

値である。なお、ここで、次の式(6 7)が定義される。
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1.91019 -1.11214 0.20 195"

二 ؟١"Μεη 0.37095 0.62905 0.0

0.0 0.0 1.0

•••(67)

次に、上述した式(3 2)に従って、メディァ相対三剌激値への 

変換処理が行ゎれる。まず、順応白色点(L’’„，Μ,,Γ٠, s,5r.)を式(6 

4)に代+して、次の$ (6 8)が得られる。
；+٦ _L"„_

Μ+η к - لآ0آ١ 二 Μ мип
snn

1
=1

1
•••(68)

。らに、これを三刺۶値に۶換して、次の式(6 9)が得られる؟
~χ+；

Ύ+η 二 Μεηρ~ϊ Μ+η
1\ _s+n_

1
=1

1
.••(69)

したがって、次の式(70)が成立する。
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Jr,٥50
0٦

r„X mr ÇCRT١

Τ7 د 0
Tr,D50

/أ ا
1 mr ٢CRT١ - Vi

Z mr ٢CRT١
ï n

- 0 0
1]

Xr,D50

0
0

о
о

-，0 50

1\

X+(CRT) 

Y + (CRT) 

Z+(CRT)

0
Yr,D5ö

0

0
0

Zr,D50

X+(\CRT) 

Y + (CRT) 

Z+(CñT)

なぉ、ここで次の式(7

Μ ١١٦٢ =

Xr,D50

О
о

о
Yr,D50

О

1)が٩義される。
о"

о
Zr,2)50

•••(70)

•••(71)

この式(7 0)に従った演算が、図2 2のステップ3 1 9で行わ 

れる。

以上のステッブ311乃至ステッブ319の処理をまとめると、 

画像データ(dr，dg，db)によらないブロファイルの書換が可能と 

なり、 د � و' و ° S 2 1乃至ステッブ823に示すようになる。

すなわち、新たな^^’，gTRC’，⑽眈’については、関数、又は変 

換テープルとして、式(4 8)から次の式(7 2)のように求める 

ことができる。

rTRC’ [dr] = (rTRC [dr] ب Го) 1 ) ر +Γ٠) 
gTRC’ [dg] = (gTRC [dg] +g٠) / ( 1 +g٠)
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bT c’ [db] = (bTRC [db] +b٠) /(l+b٠

Γ٠, go, b  ٥i١式（4 3）と式（4 4）から、次の式؛

される。

•(72)

73)で表

ГО

go
ho

二 Μχ١1 Q -1

Xsur
Rbk * *Ya,sur 

ysur
RbkfYa,sur

Rbk，
1 - Xsur - ysur

Ya, sur
ur

•(73

この式（7 2）で表される値が、入カプロファイル3 2A0TRC،： 

対する更新データ^^とされる。

さらに、丁^からの出力（نم, g’，b'）から、メディァ相対三刺激 

値への変換は、色順応モデルを用ぃて、次の式（7 4）で示すょぅ

١こなる。
X mr(CRT) 

} rmr(CRT) 

Z т٢скт١

í
Μ mr ٠ Μεηρ_\'Μ von ᅳ к ·Менр·

\Y'a,monJ
٠Mxyzü٠Mtrc١٦ g'

'ة

■ Ύ)a, mon ل
Μ mr ٠ von — к ٠ Мен? · ΜχΎΙ а* Мткс η g'

اة

1

••(74)

この式（74）から次の式（7 5）が定義される。
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1
\У٠й,т٠п/

Μ mr ·Mehp
-1

-M von 一 K ·ΜΈΗΡ·Μχ2؟α٠Μίη

また、式（75）から次の式（7

Μ'χγζ mr 二 一」一一٠ Μ ١١١٣ ٠  Mehp7�・
ï a, mon

X mr，red Х]щг, green

Y%mrjed 】mr, green

I١١nr١reà L mr, green

.••(75)

6)を定義する。

·Μ von Κ·ΜΕΗΡ٠Μχϊ2α· MtRC ١'

λ mr ,blue 

Y^mr^blue 

I mr ,blue

Μ١ χ٦2 mr

•••（76）

この式（7 6）に示す『《し„が、入カプロファイル3 2人のデータ 

心…の更新データとされる。

このとき、RGB蛍光体のメディァ相対三刺激値は、次のょぅにな

る。

rXYZ5 :(Л rar,red，

gXYZ' : (X ШГ,green.

bXYZ١ :(X mr,blu&3

،тг,ге،5 Z „,fe ل

(mr,green خ ，mrigreeii ل

blue,„ لأ ,nt, blue ل

٠٠٠ع٦٦١

さらに、新たな白色点の1匸〇 

対三刺激値）にっぃては、式

Profileむ^社での絶対三刺激値（相 

（69）ょり、次の式（78）のょぅ

になる٠
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r,n：

٢م：

z+r

χ+π

γ+η

η
ζ+π

Ε

=1

=1

—؛

د +

Y +

η =

•••(78)

この値が、入カプロファィル32 Αの١け^の更新データwtpt’とさ 

れる。

以上のようにして、図1 6の画像処理部3 1における変換部3 2 

の入カプロファイル32人が更新される。

図2 3は、画像処理部3 1における処理の結果変化するデータの 

流れを示している。すなわち、図2 3に示すように、CRT4 1からの 

RGB٢-3ZD 1 1が、変換部3 2の入カブロファイル3 2人に基づい 

て、XYZ٢-^D 1 2に変換される。このデ.夕は、図2 2のステッ 

プ8 14で生成されるデータに対応している。そして、この又٢2デー 

 1 3に変 が、視環境パラメータに基づいて、し+№リデータ٠لاو 1 2

換される。このデ-夕は、図2 2のステップ3 1 7で生成されるデ 

-夕に対応している。そして、このデ-夕は、さらに又、٢+»』^デ-夕 

D 1 4に変換される。このデータは、図2 2のステッブ3 1 9で生 

成されるデ.夕に対応する。このデータが、図1 6OPCS (Profile

Connection Space) 6 1を介して、変換部3 3に伝送される。 

変換部3 3におぃては、このデータをデータ٠ 1 5として受け取

り、これをデータレ'^データ0 16に変換する。さらに、プリンタ 

4 2側の視環境パラメ-夕に対応して、このデータが又٢2データ٠ 1 

7に変換され、そして、このデータが、出カブロファイル3 3人に
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対応してさらに、RGBデータD 1 8に変換される。

図15と図16に示した変換部32と変換部33は、実質的には、

図14に示したようなコンピュータで構成される。 

以上の図15と図16の画像処理システムにおぃては、変換部3

2における入カブロファイル32٨を書き換えるようにしたが、変 

換部33の出カプロファイル33人を書き換えるようにすることも 

可能である。図2 4は、この場合の構成例を表している。

すなわち、図2 4の構成例においては、入カプロファイル3 2人 

を書き換える色順応モデル変換回路3 4と視環境パラメータ入力部 

3 5が設けられているのと同様に、出カプロファイル3 3人を書き 

換えるための色順応モデル変換回路91と視環境パラメータ入力部 

9 2が設けられている。視環境パラメータ入力部9 2は、視環境パ 

ラメータ入力部3 5と同様の動作を行い、また、色順応モデル変換 

回路9 1は、色順応モデル変換回路3 4と同様の処理を行う。これ 

により、出カブロファイル33٨を入カプロファイル32八と同様 

に更新することができる。

図2 5乃至図2 9は、上述した実施の形態におけるデータの流れ 

を表してぃる。図2 5は、図2の実施の形態に、図2 6は、図9の 

実施の形態に、図2 7は、図10の実施の形態に、図2 8は、図1 

1の実施の形態に、そして、図2 9は、図12の実施の形態に、そ 

れぞれ対応している。

すなわち、図2 5のシステムにおいては、画像処理部1-1に、 

画像データエi„、デバイᄌプロファイルデータD i»、及び視環境パラメ 

一夕（周囲環境データ）٧1„が入力されており、画像処理部1-1は、 

これらのデータに基づいて、視環境とデバイスに依存しない画像デ
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夕1''を生成し、これを画像処理部1 —2に出力する。. 

画像処理部1_2には、デバイスプロファイルデータ〇川と周囲環

が入力されており、画像処理部1 - 2は、これらのデー؛„境データ٧٠ 

夕を利用して、画像データ1١١を処理し、画像データ1»1を生成、出

力する。

図2 6のシステムにおいては、画像処理部1-1に、画像データ 

が入,؛٢T デバイスプロファイルデータ01„、及び周囲環境データ٧ 

- 力されている。また、この画像処理部1-1には、画像処理部1

1も供給„2からデバイᄌプロファイルデータり_と周囲環境データ٧٠ 

されている。画像処理部1 - 1は、デバイスブロファイルデータ٠ 

及び周囲、。。デバイスプロファイルデ_夕٠〜in、周囲環境データ٧ 

を利用して、画像データ1。を処理し、画像データエ。環境データ٧٠ 

。》1を生成し、画像処理部1 - 2に出力する。画像処理部1 — 2は、こ 

の画像データエ。。を出力装置に供給する。

図27のシステムにおいては、画像処理部1-1は、入力された 

デバイᄌブロファイルデータD、及ぴ周囲環境デー、؛٥ 画像データI

を、そのまま画像処理部1-2に出力する。。夕٧ 

画像処理部1 —2には、デバイスブロファイルデータ0。ぃと周囲環

も入力されている。画像処理部1-2は、デバイスプロ（»境データ٧٠ 

1,、デバイスブロファイルデー؛ 周囲環境データV、؛٠ ファイルデータD 

1を利用して、画像データ11„を処理„세,、及ぴ周囲環境データ٧٠

を生成する。|«し、画像データ1٠

図2 8のシステムにおいては、画像処理部1-1に、画像データ 

が入,„及び周囲環境データ٧、。1٠٢,١デパイスブロファイルデータ٠ 

力されている。画像処理部1-2は、入力された周囲環境データ٧
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1 - を、そのまま画像処理部1 — 1に出力している。画像処理部1»!٠ 

η١周囲環境データVi„、及び周囲؛ は、デバイᄌプロファイルデータD 

を利用して、画像データエ1„を処理し、デパイスに依）《。環境データ٧ 

存しない画像データI 'を生成し、画像処理部1 — 2に出力する。

画像処理部1-2は、入力された画像デ~夕1’を、入力されたデ 

を利用して、画像データI。„）に変換）«バイスブロファイルデータ٠٠

し、出力する。

図29のシステムにおいては、画像処理部1 — 1に、画像データ 

デバイスプロファイルデータD i„、周囲環境データ٧1„が入力さ、_」؛ I 

れており、画像処理部1 一 1は、デバイᄌプロファイルデ_夕D。を 

利用して、画像データI。から、デバイスに依存しない画像データエ 

1 — を生成し、画像処理部1 一 2に出力する。また、画像処理部1ل 

は、周囲環境データ٧1,_を、そのまま画像処理部1 一 2に出力する。

٠٢,١デバイᄌプロファイル 画像処理部1 — 2は、周囲環境データV 

1を利用して、画像データ1١を処„データ٠川、及び周囲環境データ٧٠

を生成し、出力する。）«理し、画像データ1٠ 

画像処理部1 — 1，1 —2において、入力されたどのデータに、

どのデータを適用するかは、すなわち、データの組合せは任意であ 

るが、上述の図2、並びに図9乃至図1 2の実施の形態においては、

図3 0乃至図34に示すように、組合せが行われている。

すなわち、図30 （図2と図25に対応する）のシステムにおい 

に、デパイスプロファイルデータ〇むを、コンパ„؛ては、画像データエ 

一夕1 1で適用して生成した画像データを、視環境変換回路1 2に 

を参照して、視環境とデバイスに依存し。おいて、周囲環境データ٧

。ない画像データエ’’に変換している
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また、画像処理装置1 — 2において、視環境変換回路1 5におい 

て、画像データ1’’に対して、周囲環境データ٧_を適用して生成し 

た画像データを、コンバータ16において、デパイスプロファイル 

データD-を適用して、画像デ.タエ。》）に変換している。

図31 （図9と図26に対応する）のシステムにおいては、画像 

処理部1 — 1のコンバータ1 1により、画像デ.夕I ؛„に対して、デ 

バイスプロファイルデータりじを適用して画像データを生成する〇そ 

して、この画像データに対して、視環境変換回路1 2において、周 

囲環境デ'夕٧。を適用する。さらに、視環境変換回路15におい 

て、視環境変換回路1 2の出力に対して、周囲環境データ٧。《）を適用 

して生成した画像データを、コンバータ16で、周囲環境データ٥ 

٠٠）を適用して、画像データエ ٠„٠ に変換している。したがって、この場 

合、画像処理部1 - 2は、入力された画像データI。,,1、デバイᄌプロ 

ファイルデータ ٥。„٠ 、及び周囲環境データ٧٠„1を、そのまま出力する 

だけの処理を行うものとなる。

図32（図10と図27に対応する）のシステムにおいては、画 

像処理部1 — 1は、入力された画像データI ΙΓ,١デバイᄌプロファイ 

ルデータD أ»١ 及ぴ周囲環境データ٧1„を、そのまま画像処理部1 — 2 

に出力する。画像処理部1一2においては、コンバータ1 1が、画 

像データ1パこ対して、デパイスブロファイルデータ ٠؛٠ を適用し、そ 

の出力を視環境変換回路1 2に出力する。視環境変換回路1 2は、 

コンバータ1 1からの画像データに対して、周囲環境データ٧ぃ,を適 

用して生成した画像データを、視環境変換回路1 5に供給する。視 

環境変換回路15は、入力された画像データに対して、周囲環境デ 

一夕٧„1を適用して生成した画像データを、コンバータ1 6に出力す



wo 98/37690 PCT/JP98/^727

111

る。コンバータ16は、入力された画像データに、デバイスプロフ 

ァイルデータ٠_を適用して、画像データエ٠„）を生成する。

図3 3 （図1 1と図2 8に対応する）のシステムにおいては、画 

像処理部1 — 1において、コンパータ1 1が、画像データエ1»に対し 

て、デバイスブロファイルデ.夕りぃを適用して生成した画像データ 

を、視環境変換回路1 2に出力する。視環境変換回路1 2は、入力 

された画像データに対して、周囲環境データ٧。を適用して、視環境 

変換回路1 5に出力する。視環境変換回路1 5は、入力された画像 

データに対して、周囲環境データ٧٠„）を適用して、デバイスに依存し 

ない画像データ1’を生成し、画像処理部1-2に出力する。

画像処理部1 — 2においては、コンバータ1 6が、入力された画 

像データエ’に対して、デバイᄌプロファイルデータ٠。„1を適用し 

て、画像データ1_を生成する。

図3 4 （図1 2と図2 9に対応する）のシステムにおいては、画 

像処理部1 — 1において、コンバータ1 1が、画像データI 1„に対し 

て、デバイスブロファイルデータ〇1»を適用して、デバイスに依存し 

ない画像データ1’を生成する。この画像データ1١は、画像処理部 

1 — 2の視環境変換回路1 2において、画像処理部1 — 1から供給 

された周囲環境データ٧ぃ,を利用して、周囲環境データを考慮した画 

像データに変換されて、視環境変換回路1 5に入力される。視環境 

変換回路1 5は、入力された画像デ__夕を、周囲環境データ٧٠。を適 

用して、新たな画像データを生成し、これをコンバータ1 6に出力 

する。コンバータ1 6は、入力された画像データに対して、デバイ 

スブロファイルデータ0„1を適用して、画像データ1٠«1を生成する。

しかしながら、図25乃至図29に示したように、各画像処理部
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1-1- 1—2における処理の組合せは任意である。

例えば、図3 0のシステムにおいては、画像処理部1-1におい 

を適用„؛て、画像データ1ぃに対して、デバイスブロファイルデータ0 

を適用するよ„:して生成した画像データに対して、周囲環境データ٧ 

うにしているが、これを例えば、デバイスブロフアイルデータ٠ぃと 

を予め1つのデータにまとめた後、画像データ1„周囲環境データ٧٠ 

を適用した後、、に周囲環境データ1٠ „؛٧に適用したり、画像データI

デバイスプロフアイルデータ〇ぃを適用するようにしてもよい〇 

しかしながら、図15、図16、及び図24に示したシステムの 

ように、ブロフアイルデータに対して、周囲環境データを適用して、

ブロフアイルを周囲環境に依存しないブロフアイルに書き換える構 

成にすることで、既存のICCのCMSを利用して、色の見えを一致させ 

るシステムを実現することが可能となる。この例が、図3 5乃至図

37に示されている。

図3 5は、図4 3の既存のシステムを利用する例を表している。 

図3 5のシステムにおいては、画像処理部8 0 1の色順応モデル変 

換回路8 0 2が、デバイスプロフアイルデータ٥1„に対して、周囲環 

境データ٧1»を適用して、周囲環境データを考慮したデバイスブロフ

に書き換えている。このデバイᄌプロフアイルデー„؛ ’アイルデータD 

ともに画像処理部6 0 1に供給される。図ئ,夕D '。が画像データI ir 

4 3を参照して説明したように、画像処理部6 0 1のコンバータ6 

0 2に、画像データIじとデバイスプロフアイルデータ٠4を供給し 

て、デバイスに依存しない画像データ1’を生成するじ船は、既に存 

在する。したがって、この画像処理部6 0 1に、デバイスプロファ 

に代えて、デバイスブロフアイルデータ〇、を供給す_。イルデータ٠



wo 98/37690 PCT/JP98/00727

113

ることで、コンバータ6 0 2から、視環境とデパイスに依存しない 

画像データエ’’を生成、出力させることができる。

同様に、画像処理部8 0 3において、その色順応モデル変換回路 

804で、デパイスブロフアイルデータ〇„،を、周囲環境データ٧٠ 

»）を考慮して書き換え、新たなデバイスプロフアイルデータ ٥’٠ 。を生 

成する。そして、このデパイスプロフアイルデータ٠’。》（を、図4 3 

の画像処理部6 0 3に、デバイスプロフアイルデータ٠«。に代えて供 

給するようにすれば、画像処理部6 0 3のコンパータ6 0 4が、画 

像デ.タエ’ ’に対して、デバイᄌプロフアイルデータD’ ٠ぃを適用し 

て、画像データ1。》1を生成、出力する。

図3 6は、図4 4の既存のシᄌテムを利用する例を表している。 

図3 6のシステムにおいては、画像処理部8 1 1において、その色 

順応モデル変換回路8 1 2により、デバイスプロフアイルデータり 

ぃを、周囲環境データ٧٠„に基づいて書き換え、周囲環境データに依存 

しないデバイスプロフアイルデータ٠、を生成している。そして、ご 

のデバイスプロフアイルデータ〕٦を、図44に示す画像処理部61 

2に、デバイスブロフアイルデータD 1„に代えて、画像データI ٠٢,ج と 

もに供給するようにすれば、既存の画像処理部6 1 2において、図 

44に示した場合と同様の処理が実行される。

すなわち、コンバータ6 1 3が、画像データI 1„に対して、デバイ 

スプロフアイルデータ1）' ؛٠ を適用して生成した画像データを、コンバ 

一夕6 1 4に供給する。コンパータ6 1 4には、画像処理部8 1 3 

の色順応モデル変換回路8 1 4により、デバイスプロフアイルデー 

夕0٠。を周囲環境データ٧٠«1に基づいて書き換えたデバイスブロフア 

イルデータ ٠’٥ 。1が供給されている。コンバータ6 14は、このデバ
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イスブロファイルデータ ٠'٠ „1を、コンバータ6 13から入力された 

画像データに適用して、画像データエ。„）を生成、出力する。

図3 7は、図4 5の既存のシステムを利用する例を表してぃる。 

図3 7のシステムにおいては、画像処理部8 2 1の色順応モデル変 

換回路8 2 2が、デバイスブロファイルデータ٠„|に対して、周囲環 

境データ٧1„を適用して、デバイᄌプロファイルデータ٠、を生成し 

ている。このデバイスプロファイルデ.夕٠、を、図45に示した画 

像処理部6 2 1に、デバイスプロファイルデータり ؛٠ に代えて、画像 

データ1ぃとともに供給するようにする。また、画像処理部8 2 3の 

色順応モデル変換回路8 2 4により、デバイᄌプロファイルデータ 

り川٠を周囲環境データ٧。„،に基づぃて書き換え、デバイスブロファイ 

ルデータり١٠„1を生成する。このデバイスプロファイルデータ ٠١؛ „及 

びり ا ٠ ぃを、図4 5の画像処理部6 2 1に、デバイᄌプロファイルデ 

一夕〇。及ぴ٠。„（に代えて供給するようにする。その結果、既存の画 

像処理部6 2 1のコンバータ6 2 2が、画像データI 1„にデバイフ、プ 

ロファイルデータ0、を適用して、コンバータ623に出力し、コン 

バータ6 2 3が、入力された画像データにデパイスブロファイルデ 

一夕0’_を適用して、画像データエ ٠»٠ を生成する。

図3 5乃至図3 7のシステムにおいて、画像処理部6 0 1，6 0 

3， 612， 621が、例えばパーソナルコンピュータなどにより 

構成されるものとすると、画像処理部8 0 1，8 0 4, 8 1 1，8 

13，821，8 2 3などは、スキャナ、ビデオカメラ、プリンタ 

などにより構成することができる。

以上においては、本発明查1예0산아아도適用1는場合査例뇬1丁説 

明したが、本発明は、1^以外の。バ3に適用することも可能である。



wo 98/37690 PCT/JP98/^727

115

なお、上述したような処理を行うコンビュ-タプログラムをユ- 

ザに提供する提供媒体としては、磁気ディスク、CD-ROM、固体メモ 

リなどの記録媒体の他、ネットワーク、衛星などの通信媒体を利用 

することができる。

産業上の利用可能性

本発明に係る送信装置、送信方法、及ぴ提供媒体によれぱ、入力 

デバイスから入力される画像を観察する視環境のパラメータに応じ 

て、入カデバイスが入力する画像デ-夕を、視環境下における色の 

見えに対応した見えの指標データに変換し、得られた見えの指標デ 

一夕を伝送媒体を介して送信するようにしたので、送信側の視環境 

に応じて補正が施された画像デ-夕を受信側に伝送することが可能 

となる。

本発明に係る送信装置、送信方法、及び提供媒体によれば、入力 

デバイスから入力される画像を観察する視環境のパラメ-夕に応じ 

て、入カデバイスが入力する画像データを、視環境下における色の 

見えに対応した見えの指標データに変換し、受信側の視環境のパラ 

メータに応じて、受信側の出カデバイスが出力する画像の色の見え 

が、入カデバイスから入力される画像の色の見えと一致するように 

指標デ-夕を変換し、得られたデータを伝送媒体を介して送信する 

ようにしたので、受信側におぃて視環境に対する補正処理を施す必 

要がなくなり、その結果、受信側の情報処理を簡略化することが可 

能となる。

本発明に係る送信装置、送信方法、及ぴ提供媒体によれば、入力
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デバイスから入力された画像と、入力された視環境のパラメータと 

を送信するようにしたので、送信側において視環境に対する補正処 

理を施す必要がなくなり、その結果、送信側の情報処理を簡略化す 

ることが可能となる。

本発明に係る受信装置、受信方法、及び提供媒体によれぱ、入力 

された視環境のパラメ-夕に応じて、出カデバイスに表示出力され 

る画像の色の見えが、送信側の入カデバイスから入力される画像の 

色の見えと一致するように、受信された画像データを変換し、変換 

された画像データを出カデパイスに対して出力するようにしたの 

で、受信側の視環境に応じて画像データに対して補正処理を施すこ 

とが可能となり、その結果、送信側と受信側で同じ色の見えの画像 

を表示することが可能となる。

本発明に係る受信装置、受信方法、及ぴ提供媒体によれば、出力 

デバイスに表示出力される画像を観察する視環境のパラメ-夕を送 

信側に送信し、送信側から伝送されてきた画像デ-夕を受信し、受 

信された画像データを出カデバイスに対して出力するようにしたの 

で、画像データとともに、送信側の視環境のパラメータを受信側に 

伝送することが可能となるので、送信側の入カデパイスに表示され 

てぃる画像の色の見えと同一の色の見えの画像を受信側の出カデバ 

イスに表示することが可能となる。

本発明に係る受信装置、受信方法、及び提供媒体によれぱ、送信 

側から伝送されてきた画像データと送信側の視環境のパラメータと 

を受信し、受信された視環境のパラメータに応じて、画像データを、 

視環境下における色の見えに対応した見えの指標データに変換し、 

出カデバイスに表示出力される画像を観察する視環境のパラメータ
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に応じて、出カデバイスが出力する画像の色の見えが、送信側の入 

カデバイスから入力される画像の色の見えと一致するように指標デ 

一夕を変換し、得られた画像データを出カデバイスに対して出力す 

るようにしたので、送信側において視環境に応じた補正処理を実行 

する必要がなくなるので、送信側の情報処理を簡略化することが可 

能となる。

本発明に係る画像処理システム、受信方法、及ぴ提供媒体によれ 

ぱ、送信側では、入カデバイスから入力される画像を観察する視環 

境のバラメータに応じて、入カデバイスが入力する画像データを、 

視環境下における色の見えに対応した見えの指標デ-夕に変換し、 

得られた見えの指標データを伝送媒体を介して送信し、受信側では、 

伝送媒体を介して伝送されてきた指標データを受信し、出カデバイ 

スに対して表示出力される画像を観察する視環境のパラメータに応 

じて、出カデバイスに表示出力される画像の色の見えが、送信側の 

入カデバイスから入力される画像の色の見えと一致するように、受 

信された指標データを変換し、変換された画像データを出カデバイ 

スに対して出力するようにしたので、送信側の入カデバイスから入 

力される画像の色の見えと、受信側の出カデバイスから出力される 

画像の色の見えの相違を低減することが可能となる。

本発明に係る画像処理システム、画像処理方法、及び提供媒体に 

よれば、送信側では、入カデバイスより入力される画像を観察する 

視環境のパラメータに応じて、入カデパイスが入力する画像デ-夕 

を、視環境下における色の見えに対応した見えの指標デ-夕に変換 

し、出カデバイスに対して表示出力される画像を観察する受信側の 

視環境のパラメ'夕に応じて、出カデバイスに表示出力される画像
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の色の見えが、入カデバイスから入力される画像の色の見えと٠致 

するように指標データを変換し、得られたデータを伝送媒体を介し 

て送信し、受信側では、伝送媒体を介して伝送されてきたデータを 

受信し、受信されたデータを出カデバイスに対して出力し、出カデ 

バイスに対して表示出力される画像を観察する視環境のパラメータ 

を送信側に対して送信するようにしたので、送信側の入カデパイス 

から入力される画像の色の見えと、受信側の出カデバイスから出力 

される画像の色の見えの差異を低減することが可能となる。

本発明に係る画像処理システム、画像処理方法、及ぴ提供媒体に 

よれば、送信側では、入カデパイスから入力された画像と、入力さ 

れた視環境のパラメ-夕とを送信し、受信側では、送信側から伝送 

されてきた画像データと送信側の視環境のパラメ.夕とを受信し、 

受信された視環境のパラメ_夕に応じて、画像データを、視環境下 

における色の見えに対応した見えの指標データに変換し、出カデバ 

イスに表示出力される画像を観察する視環境のバラメータに応じ 

て、出カデバイスが出力する画像の色の見えが、送信側の入カデバ 

イスから入力される画像の色の見えと一致するように指標データを 

変換し、得られた画像データを出カデバイスに対して出力するよう 

にしたので、受信側におぃて、送信側と受信側の視環境に応じた補 

正処理が施されて得られた画像が表示されることになり、送信側の 

入カデバイスから入力される画像の色の見えと、受信側の出カデバ 

イスから出力される画像の色の見えの差異を低減することが可能と 

なる。

本発明に係る画像データ処理装置、画像データ処理方法、及び提 

供媒体によれば、取り込んだ視環境パラメータに対応して、DDCO®
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像データを〇比の画像デ.夕に変換するためのプロファイル、又は、 

٥1〇の画像デ.夕を^^の画像デ.夕に変換するためのプロファイル 

を書き換えるようにしたので、従来の画像処理システムを、そのま 
ま用いて、異なる画像の色合いを対応させることとが可能となる。
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請求の範囲

1. 入カデバイスから入力された画像に対して所定の変換を施し、 

伝送媒体を介して前記画像を送信する送信装置において、

前記入カデバイスから入力される前記画像を観察する視環境のパ

ラメータが入力される入力手段と、

前記入力手段より入力された前記視環境のパラメ-夕に応じて、 

前記入カデバイスが入力する画像デ-夕を、前記視環境下における 

色の見えに対応した見えの指標データに変換する変換手段と、

前記変換手段から出力される見えの指標データを前記伝送媒体を

介して送信する送信手段と

を備えることを特徴とする送信装置。

2. 前記入カデバイスは、ソフトコピー画像を自己発光して出力す 

る

ことを特徴とする請求の範囲第1項に記載の送信装置。

3. 前記変換手段は、前記視環境の要素の1つである周囲光の影響 

による前記ソフトコピー画像のコントラストに対する補正処理を行 

ぅ

ことを特徴とする請求の範囲第2項に記載の送信装置。

4-前記変換手段は、前記視環境の要素の1つである周囲光の輝度 

に応じて人間の色順応に対する補正処理を行う

ことを特徴とする請求の範囲第1項に記載の送信装置。

5.入カデバイスから入力された画像に対して所定の変換を施し、 

伝送媒体を介して前記画像を送信する送信方法において、

前記入カデバイスから入力される前記画像を観察する視環境のパ
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ラメータが入力される入カステップと、

前記入カステップより入力された前記視環境のパラメータに応じ

て、前記入カデバイスが入力する画像データを、前記視環境下にお 

ける色の見えに対応した見えの指標データに変換する変換ステッブ 

と、

前記変換ステッブから出力される見えの指標データを前記伝送媒 

体を介して送信する送信ᄌテップと

を備えることを特徴とする送信方法。

6. 入カデバイスから入力された画像に対して所定の変換を施し、 

伝送媒体を介して前記画像を送信する送信装置に用いるコンビュー 

タブログラムを提供する提供媒体であって、

前記コンピュータプログラムは、

前記入カデバイスから入力される前記画像を観察する視環境のパ

ラメータが入力される入カステップと、

前記入カステッブより入力された前記視環境のパラメ ータに応じ 

て、前記入カデバイスが入力する画像データを、前記視環境下にお 

ける色の見えに対応した見えの指標デ-夕に変換する変換ᄌテップ 

と、

前記変換ステップから出力される見えの指標データを前記伝送媒

体を介して送信する送信ステップと

を備えることを特徴とする提供媒体。

7. 入カデバイスから入力された画像に対して所定の変換を施し、 

伝送媒体を介して前記画像を送信する送信装置において、

前記入カデバイスから入力される前記画像を観察する視環境のパ

ラメータが入力される入力手段と、
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前記入力手段より入力された前記視環境のパラメ-夕に応じて、 

前記入カデバイスが入力する画像データを、前記視環境下における 

色の見えに対応した見えの指標データに変換する第1の変換手段 

と、

受信側の視環境のパラメータを受信する受信手段と、

前記受信手段により受信された前記受信側の視環境のパラメータ 

に応じて、前記受信側の出カデバイスが出力する画像の色の見えが、 

前記入カデバイスから入力される画像の色の見えと一致するように 

前記指標データを変換する第2の変換手段と、_

前記第2の変換手段から出力されるデータを前記伝送媒体を介し

て送信する送信手段と

を備えることを特徴とする送信装置。

8.入カデバイスから入力された画像に対して所定の変換を施し、 

伝送媒体を介して前記画像を送信する送信方法において、

前記入カデバイスから入力される前記画像を観察する視環境のパ

ラメータが入力される入カステップと、

前記入カステッブより入力された前記視環境のパラメ -夕に応じ 

て、前記入カデバイスが入力する画像データを、前記視環境下にお 

ける色の見えに対応した見えの指標データに変換する第1の変換ス 

テップと、

受信側の視環境のパラメータを受信する受信ステップと、

前記受信ステップにより受信された前記受信側の視環境のパラメ 

.夕に応じて、前記受信側の出カデバイスが出力する画像の色の見 

えが、前記入カデバイスから入力される画像の色の見えと一致する 

ように前記指標データを変換する第2の変換ステッブと、
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前記第2の変換ステッブから出力されるデータを前記伝送媒体を

介して送信する送信ステップと

を備えることを特徴とする送信方法。

9.入カデバイスから入力された画像に対して所定の変換を施し、

伝送媒体を介して前記画像を送信する送信装置に用いるコンピュー

タプログラムを提供する提供媒体であって、

前記コンピュータブログラムは、

前記入カデバイスから入力される前記画像を観察する視環境のパ

ラメータが入力される入カステップと、

前記入カステップより入力された前記視環境のパラメ-夕に応じ 

て、前記入カデバイスが入力する画像データを、前記視環境下にお 

ける色の見えに対応した見えの指標デ-夕に変換する第1の変換ス 

テッブと、

受信側の視環境のパラメータを受信する受信ステップと、

前記受信ステップにより受信された前記受信側の視環境のパラメ 

一夕に応じて、前記受信側の出カデパイスが出力する画像の色の見 

えが、前記入カデバイスから入力される画像の色の見えと一致する 

ように前記指標デ.夕を変換する第2の変換ステップと、

前記第2の変換ステッブから出力されるデータを前記伝送媒体を 

介して送信する送信ステッブと

を備えることを特徴とする提供媒体。

1 〇.入カデバイスから入力された画像に対して所定の変換を施し、 

伝送媒体を介して前記画像を送信する送信装置において、

前記入カデバイスから入力される前記画像を観察する視環境のパ

ラメータが入力される入力手段と、
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前記入カデバイスから入力された前記画像と、前記入力手段から 

入力された前記視環境のパラメ-夕とを送信する送信手段と

を備えることを特徴とする送信装置。

1 1 .入カデバイスから入力された画像に対して所定の変換を施し、 

伝送媒体を介して前記画像を送信する送信方法において、

前記入カデバイスから入力される前記画像を観察する視環境のパ

ラメータが入力される入カステップと、

前記入カデバイスから入力された前記画像と、前記入カステップ 

から入力された前記視環境のパラメ ータとを送信する送信ステッブ 

と

を備えることを特徴とする送信方法。

1 2.入カデバイスから入力された画像に対して所定の変換を施し、 

伝送媒体を介して前記画像を送信する送信装置に用いるコンピュー 

タプログラムを提供する提供媒体であって、

前記コンビュᅳタブログラムは、

前記入カデパイスから入力される前記画像を観察する視環境のパ

ラメ-夕が入力される入カステップと、

前記入カデバイスから入力された前記画像と、前記入カステップ 

から入力された前記視環境のパラメータとを送信する送信ステップ 

と

を備えることを特徴とする提供媒体。

13.送信側の入カデバイスより入力され、前記送信側の視環境の 

パラメータに応じて変換されて伝送されてきた画像データを受信 

し、出カデバイスに対して表示出力する受信装置であって、

前記送信側から伝送されてきた前記画像データを受信する受信手
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段と、

前記出カデバイスに表示出力される画像を観察する視環境のパラ

メータが入力される入力手段と、

前記入力手段より入力された前記視環境のパラメータに応じて、 

前記出カデバイスに表示出力される画像の色の見えが、前記送信側 

の入カデバイスから入力される画像の色の見えと一致するように、 

前記受信手段により受信された画像データを変換する変換手段と、

前記変換手段により変換された画像データを前記出カデバイスに

対して出力する出力手段と

を備えることを特徴とする受信装置。

14. 前記出カデバイスは、ソフトコピー画像を自己発光して出力 

する

ことを特徴とする請求の範囲第13項に記載の受信装置。

15. 前記変換手段は、前記視環境の要素の1っである周囲光の影 

響による前記ソフトコピ-画像のコントラストに対する補正処理を 

行ぅ

ことを特徴とする請求の範囲第14項に記載の受信装置。

1 6.前記変換手段は、前記視環境の要素の1っである周囲光の輝

度に応じて人間の色順応に対する補正処理を行う

ことを特徴とする請求の範囲第13項に記載の受信装置。

17.送信側の入カデパイスより入力され、前記送信側の視環境の

パラメータに応じて変換されて伝送されてきた画像データを受信 

し、出カデバイスに対して表示出力する受信方法であって、

前記送信側から伝送されてきた前記画像データを受信する受信ス

テップと、
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前記出カデバイスに表示出力される画像を観察する視環境のバラ

メータが入力される入カステッブと、

前記入カステップより入力された前記視環境のパラメ.夕に応じ 

て、前記出カデバイスに表示出力される画像の色の見えが、前記送 

信側の入カデバイスから入力される画像の色の見えと٠致するよう 

に、前記受信ステップにより受信された画像データを変換する変換 

ステップと、

前記変換ステッブにより変換された画像データを前記出カデバイ 

スに対して出力する出カステップと

を備えることを特徴とする受信方法。

18.送信側の入カデバイスより入力され、前記送信側の視環境の 

パラメ-夕に応じて変換されて伝送されてきた画像データを受信 

し、出カデバイスに対して表示出力する受信装置に用ぃるコンピュ 
一タプログラムを提供する提供媒体であって、

前記コンピュータプログラムは、

前記送信側から伝送されてきた前記画像データを受信する受信ス

テップと、

前記出カデバイスに表示出力される画像を観察する視環境のパラ 

メータが入力される入カステッブと、

前記入カステッブより入力された前記視環境のパラメータに応じ 

て、前記出カデバイスに表示出力される画像の色の見えが、前記送 

信側の入カデパイスから入力される画像の色の見えと一致するよう 

 こ、前記受信ステッブにより受信された画像データを変換する変換؛

ステップと、

前記変換ステップにより変換された画像データを前記出カデバイ
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スに対して出力する出カステップと

を備えることを特徴とする提供媒体。

19.送信側の入カデバイスより入力され、前記送信側の視環境の 

パラメータと、受信側の視環境のパラメータとに応じて変換されて 

伝送されてきた画像データを受信し、出カデバイスに対して表示出 

力する受信装置であって、

前記出カデバイスに表示出力される画像を観察する視環境のパラ

メータが入力される入力手段と、

前記入力手段から入力された視環境のパラメータを前記送信側に

送信する送信手段と、

前記送信側から伝送されてきた前記画像データを受信する受信手

段と、

前記受信手段により受信された画像デ-夕を前記出カデバイスに

対して出力する出力手段と

を備えることを特徴とする受信装置。

2 0.送信側の入カデバイスより入力され、前記送信側の視環境の 

パラメータと、受信側の視環境のパラメータとに応じて変換されて 

伝送されてきた画像データを受信し、出カデバイスに対して表示出 

力する受信方法であって、

前記出カデバイスに表示出力される画像を観察する視環境のパラ

メータが入力される入カステップと、

前記入カステッブから入力された視環境のパラメータを前記送信

側に送信する送信ステップと、

前記送信側から伝送されてきた前記画像デ-夕を受信する受信ス

テッブと、
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前記受信ステッブにより受信された画像データを前記出カデバイ 

スに対して出力する出カステップと

を備えることを特徴とする受信方法。

2 1.送信側の入カデパイスより入力され、前記送信側の視環境の 

パラメ-夕と、受信側の視環境のパラメータとに応じて変換されて 

伝送されてきた画像データを受信し、出カデパイスに対して表示出 

力する受信装置に用いるコンピュータプログラムを提供する提供媒 

体であって、

前記コンピュータプログラムは、

前記出カデバイスに表示出力される画像を観察する視環境のパラ

メータが入力される入カステッブと、

前記入カステップから入力された視環境のバラメータを前記送信

側に送信する送信ステップと、

前記送信側から伝送されてきた前記画像データを受信する受信ス

テップと、

前記受信ステップにより受信された画像デ-夕を前記出カデバイ

スに対して出力する出カステップと

を備えることを特徴とする提供媒体。

2 2.送信側から伝送されてきた、前記送信側の入カデバイスより 

入力された画像データと、前記入カデバイスから入力される画像を 

観察する視環境のパラメータとを受信し、出カデバイスに対して表 

示出力する受信装置であって、

前記送信側から伝送されてきた前記画像データと前記送信側の視

環境のパラメータとを受信する受信手段と、

前記受信手段により受信された前記視環境のパラメータに応じ
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て、前記画像データを、前記視環境下における色の見えに対応した 

見えの指標デ-夕に変換する第1の変換手段と、

前記出カデバイスに表示出力される画像を観察する視環境のパラ

メータが入力される入力手段と、

前記入力手段より入力された前記視環境のパラメータに応じて、 

前記出カデバイスが出力する画像の色の見えが、前記送信側の入力 

デバイスから入力される画像の色の見えと一致するように前記指標 

データを変換する第2の変換手段と、

前記第2の変換手段により得られた画像データを前記出カデバイ

スに対して出力する出力手段と

を備えることを特徴とする受信装置。

2 3.送信側から伝送されてきた、前記送信側の入カデバイスより 

入力された画像データと、前記入カデバイスから入力される画像を 

観察する視環境のパラメータとを受信し、出カデバイスに対して表 

示出力する受信方法であって、

前記送信側から伝送されてきた前記画像データと前記送信側の視

環境のパラメータとを受信する受信ステップと、

前記受信ステップにより受信された前記視環境のバラメ ータに応 

じて、前記画像データを、前記視環境下における色の見えに対応し 

た見えの指標データに変換する第1の変換ステップと、

前記出カデバイスに表示出力される画像を観察する視環境のパラ

メータが入力される入カステッブと、

前記入カステッブより入力された前記視環境のパラメ-夕に応じ 

て、前記出カデバイスが出力する画像の色の見えが、前記送信側の 

入カデバイスから入力される画像の色の見えと一致するように前記



wo 98/37690 PCT/JP98/00727

130

指標データを変換する第2の変換ステッブと、

前記第2の変換ステッブにより得られた画像デ_夕を前記出カデ

バイスに対して出力する出カステッブと

を備えることを特徴とする受信方法。

24-送信側から伝送されてきた、前記送信側の入カデバイスより 

入力された画像デ-夕と、前記入カデバイスから入力される画像を 

観察する視環境のパラメ-夕とを受信し、出カデパイスに対して表 

示出力する受信装置に用いるコンピュータブログラムを提供する提 

供媒体であって、

前記コンピュータプログラムは、

前記送信側から伝送されてきた前記画像データと前記送信側の視

環境のパラメ-夕とを受信する受信ステップと、

前記受信ステップにより受信された前記視環境のパラメ-夕に応 

じて、前記画像デ-夕を、前記視環境下における色の見えに対応し 

た見えの指標データに変換する第1の変換ステッブと、

前記出カデバイスに表示出力される画像を観察する視環境のパラ

メータが入力される入カステップと、

前記入カステップより入力された前記視環境のパラメ-夕に応じ 

て、前記出カデバイスが出力する画像の色の見えが、前記送信側の 

入カデバイスから入力される画像の色の見えと一致するように前記 

指標デ_夕を変換する第2の変換ステップと、

前記第2の変換ステッブにより得られた画像デ-夕を前記出カデ 

バイスに対して出力する出カステップと

を備えることを特徴とする提供媒体。

2 5.送信側は、入カデバイスから入力された画像に対して所定の
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変換を施し、伝送媒体を介して前記画像を送信し、受信側は、前記 

伝送媒体を介して伝送されてきた前記画像に対して所定の変換を施 

した後、出カデバイスに表示出力する画像処理システムにおいて、

前記送信側は、

前記入カデバイスから入力される前記画像を観察する視環境のパ

ラメータが入力される第1の入力手段と、

前記第1の入力手段より入力された前記視環境のパラメータに応 

じて、前記入カデバイスが入力する画像デ-夕を、前記視環境下に 

おける色の見えに対応した見えの指標データに変換する第1の変換 

手段と、

前記第1の変換手段から出力される前記見えの指標デ-夕を前記 

伝送媒体を介して送信する送信手段とを備え、

前記受信側は、

前記伝送媒体を介して伝送されてきた前記指標データを受信する 

受信手段と、前記出カデバイスに対して表示出力される画像を観 

察する視環境のパラメ-夕が入力される第2の入力手段と、

前記第2の入力手段より入力された前記視環境のパラメータに応 

じて、前記出カデバイスに表示出力される画像の色の見えが、前記 

送信側の入カデバイスから入力される画像の色の見えと一致するよ 

うに、前記受信手段により受信された指標デ-夕を変換する第2の 

変換手段と、

前記第2の変換手段により変換された画像デ-夕を前記出カデバ

イスに対して出力する出力手段と

を備えることを特徴とする画像処理システム。

2 6.送信側は、入カデバイスから入力された画像に対して所定の
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変換を施し、伝送媒体を介して前記画像を送信し、受信側は、前記 

伝送媒体を介して伝送されてきた前記画像に対して所定の変換を施 

した後、出カデパイスに表示出力する画像処理方法において、

前記送信側は、

前記画像を観察する視環境のパラメータが入力される第1の入力 

ステップと、前記第1の入カステップより入力された前記視環境 

のパラメータに応じて、前記入カデバイスが入力する画像デ_夕を、 

前記視環境下における色の見えに対応した見えの指標データに変換 

する第1の変換ステップと、

前記第1の変換ステップから出力される見えの指標データを前記

伝送媒体を介して送信する送信ステッブとを備え、

前記受信側は、

前記伝送媒体を介して伝送されてきた前記指標データを受信する

受信ステッブと、

前記出カデバイスに対して表示出力される画像を観察する視環境

のパラメータが入力される第2の入カステップと、

前記第2の入カステップより入力された前記視環境のパラメ ータ 

に応じて、前記出カデバイスに表示出力される画像の色の見えが、 

前記送信側の入カデバイスから入力される画像の色の見えと一致す 

るように、前記受信ステップにより受信された指標データを変換す 

る第2の変換ステッブと、

前記第2の変換ステップにより変換された画像データを前記出力 

デバイスに対して出力する出カステッブと

を備えることを特徴とする画像処理方法。

2 7.送信側は、入カデバイスから入力された画像に対して所定の



wo 98/37690 PCT/JP98/00727

133

変換を施し、伝送媒体を介して前記画像を送信し、受信側は、前記 

伝送媒体を介して伝送されてきた前記画像に対して所定の変換を施 

した後、出カデバイスに表示出力する画像処理システムに用いるコ 

ンピュータブログラムを提供する提供媒体であって、

前記送信側のコンピュータプログラムは、

前記画像を観察する視環境のパラメータが入力される第1の入力

ステップと、

前記第1の入カステッブより入力された前記視環境のパラメ-夕 

に応じて、前記入カデバイスが入力する画像デ-夕を、前記視環境 

下における色の見えに対応した見えの指標データに変換する第1の 

変換ステッブと、

前記第1の変換ステップから出力される見えの指標デ-夕を前記

伝送媒体を介して送信する送信ステップとを備え、

前記受信側のコンピュータブログラムは、

前記伝送媒体を介して伝送されてきた前記指標データを受信する

受信ステッブと、

前記出カデバイスに対して表示出力される画像を観察する視環境

のパラメータが入力される第2の入カステッブと、

前記第2の入カステップより入力された前記視環境のパラメータ 

に応じて、前記出カデバイスに表示出力される画像の色の見えが、 

前記送信側の入カデバイスから入力される画像の色の見えと一致す 

るように、前記受信ステップにより受信された指標データを変換す 

る第2の変換ステッブと、

前記第2の変換ステッブにより変換された画像データを前記出力 

デバイスに対して出力する出カステップと
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を備えることを特徴とする提供媒体。

2 8.送信側は、入カデパイスから入力された画像に対して所定の 

変換を施し、伝送媒体を介して前記画像を送信し、受信側は、前言己 

伝送媒体を介して伝送されてきた前記画像を出カデバイスに表示出 

力する画像処理システムにおいて、

前記送信側は、

前記入カデバイスより入力される画像を観察する視環境のパラメ

一夕が入力される第1の入力手段と、

前記第1の入力手段より入力された前記視環境のパラメータに応 

じて、前記入カデバイスが入力する画像データを、前記視環境下に 

おける色の見えに対応した見えの指標データに変換する第1の変換 

手段と、

前記出カデバイスに対して表示出力される画像を観察する受信側

の視環境のパラメータを受信する第1の受信手段と、

前記第1の受信手段により受信された前記視環境のバラメータに 

応じて、前記出カデバイスに表示出力される画像の色の見えが、入 

カデバイスから入力される画像の色の見えと一致するように、前記 

第1の変換手段より出力された指標データを変換する第2の変換手 

段と、

前記第2の変換手段により得られたデータを前記伝送媒体を介し 

て送信する第1の送信手段とを備え、

前記受信側は、

前記伝送媒体を介して伝送されてきた前記データを受信する第2

の受信手段と、

前記第2の受信手段により受信された前記データを前記出カデバ
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イスに対して出力する出力手段と、

前記出カデバイスに対して表示出力される画像を観察する視環境

のパラメータが入力される第2の入力手段と、

前記第2の入力手段より入力された視環境のパラメ-夕を前記送

信側に対して送信する第2の送信手段と

を備えることを特徴とする画像処理システム。

2 9.送信側は、入カデバイスから入力された画像に対して所定の 

変換を施し、伝送媒体を介して前記画像を送信し、受信側は、前記 

伝送媒体を介して伝送されてきた前記画像を出カデバイスに表示出 

力する画像処理方法におぃて、

前記送信側は、

前記入カデバイスより入力される画像を観察する視環境のパラメ

一夕が入力される第1の入カステッブと、

前記第1の入カステッブより入力された前記視環境のパラメータ 

に応じて、前記入カデバイスが入力する画像データを、前記視環境 

下における色の見えに対応した見えの指標データに変換する第1の 

変換ステッブと、

前記出カデバイスに対して表示出力される画像を観察する受信側

の視環境のパラメータを受信する第1の受信ステップと、

前記受信ステッブにより受信された前記視環境のパラメ ータに応 

じて、前記出カデバイスに表示出力される画像の色の見えが、入力 

デバイスから入力される画像の色の見えと一致するように、前記第 

1の変換ステッブより出力された指標データを変換する第2の変換 

ステップと、

前記第2の変換ステッブより出力されたデータを前記伝送媒体を
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介して送信する第1の送信ステップとを備え、

前記受信側は、

前記伝送媒体を介して伝送されてきた前記デ٠夕を受信する第2

の受信ステップと、

前記第2の受信ステップにより受信された前記データを前記出力 

デバイスに対して出力する出カステップと、

前記出カデバイスに対して表示出力される画像を観察する視環境

のパラメータが入力される第2の入カステップと、

前記第2の入カステップより入力された視環境のパラメータを前 

記送信側に対して送信する第2の送信ステップと

を備えることを特徴とする画像処理方法。

3 0.送信側は、入カデバイスから入力された画像に対して所定の 

変換を施し、伝送媒体を介して前記画像を送信し、受信側は、前記 

伝送媒体を介して伝送されてきた前記画像を出カデバイスに表示出 

力する画像処理システムに用いるコンピュータプログラムを提供す 

る提供媒体であって、

前記送信側のコンピュータプログラムは、

前記入カデバイスより入力される画像を観察する視環境のパラメ

一夕が入力される第1の入カステッブと、

前記第1の入カステップより入力された前記視環境のパラメータ 

に応じて、前記入カデバイスが入力する画像データを、前記視環境 

下における色の見えに対応した見えの指標デ.夕に変換する第1の 

変換ステップと、

前記出カデパイスに対して表示出力される画像を観察する受信側

の視環境のバラメ٠夕を受信する第1の受信ステップと、
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前記受信ステップにより受信された前記視環境のパラメ ータに応 

じて、前記出カデバイスに表示出力される画像の色の見えが、入力 

デバイスから入力される画像の色の見えと一致するように、前記第 

1の変換ステッブより出力された指標デ-夕を変換する第2の変換 

ステップと、

前記第2の変換ステップより出力されたデ_夕を前記伝送媒体を

介して送信する第1の送信ステップとを備え、

前記受信側のコンピュータプログラムは、

前記伝送媒体を介して伝送されてきた前記データを受信する第2

の受信ステップと、

前記第2の受信ステップにより受信された前記データを前記出力 

デパイスに対して出力する出カステッブと、

前記出カデバイスに対して表示出力される画像を観察する視環境

のパラメータが入力される第2の入カステップと、

前記第2の入カステップより入力された視環境のパラメ-夕を前 

記送信側に対して送信する第2の送信ステップと

を備えることを特徴とする提供媒体。

3 1.送信側は、入カデバイスから入力された画像を、伝送媒体を 

介して送信し、受信側は、前記伝送媒体を介して伝送されてきた前 

記画像に所定の変換を施して出カデバイスに表示出力する画像処理 

システムにおいて、

前記送信側は、

前記入カデバイスから入力される前記画像を観察する視環境のパ

ラメータが入力される第1の入力手段と、

前記入カデバイᄌから入力された前記画像と、前記第1の入力手
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段から入力された前記視環境のパラメータとを送信する送信手段と

を備え、

前記受信側は、

前記送信側から伝送されてきた前記画像データと前記送信側の視

環境のパラメータとを受信する受信手段と、

前記受信手段により受信された前記視環境のパラメ -夕に応じ 

て、前記画像データを、送信側の視環境下における色の見えに対応 

した見えの指標データに変換する第1の変換手段と、

前記出カデバイスに表示出力される画像を観察する受信側の視環

境のパラメータが入力される第2の入力手段と、

前記第2の入力手段より入力された前記視環境のバラメ ータに応 

じて、前記出カデバイスが出力する画像の色の見えが、前記送信側 

の入カデバイスから入力される画像の色の見えと一致するように前 

記指標データを変換する第2の変換手段と、

前記第2の変換手段により得られた画像データを前記出カデバイ

スに対して出力する出力手段と

を備えることを特徴とする画像処理システム。

3 2.送信側は、入カデバイスから入力された画像を、伝送媒体を 

介して送信し、受信側は、前記伝送媒体を介して伝送されてきた前 

記画像に所定の変換を施して出カデパイスに表示出力する画像処理 

方法において、

前記送信側は、

前記入カデバイスから入力される前記画像を観察する視環境のパ

ラメータが入力される第1の入カステッブと、

前記入カデバイスから入力された前記画像と、前記第1の入カス



wo 98/37690 PCT/JP98/00727

139

テップから入力された前記視環境のパラメータとを送信する送信ス

テップとを備え、

前記受信側は、

前記送信側から伝送されてきた前記画像データと前記送信側の視

環境のパラメータとを受信する受信ステップと、

前記受信ᄌテップにより受信された前記視環境のパラメ ータに応 

じて、前記画像デ-夕を、送信側の視環境下における色の見えに対 

応した見えの指標データに変換する第1の変換ステップと、

前記出カデパイスに表示出力される画像を観察する視環境のパラ

メ-夕が入力される第2の入カステップと、

前記第2の入カステッブより入力された前記視環境のパラメータ 

に応じて、前記出カデバイスが出力する画像の色の見えが、前記送 

信側の入カデバイスから入力される画像の色の見えと一致するよう 

に前記指標デ٠夕を変換する第2の変換ステップと、

前記第2の変換ステップにより得られた画像データを前記出カデ 

バイスに対して出力する出カステップと

を備えることを特徴とする画像処理方法。

33.送信側は、入カデバイスから入力された画像を、伝送媒体を 

介して送信し、受信側は、前記伝送媒体を介して伝送されてきた前 

記画像に所定の変換を施して出カデパイスに表示出力する画像処理 

システムに用いるコンピユ-タブログラムを提供する提供媒体であ 

つて、

前記送信側のコンピユ٠タブログラムは、

前記入カデバイスから入力される前記画像を観察する視環境のパ

ラメータが入力される第1の入カステッブと、
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前記入カデバイスから入力された前記画像と、前記第1の入カス 

テップから入力された前記視環境のパラメータとを送信する送信ス 

テッブとを備え、

前記受信側のコンピュ-タプログラムは、

前記送信側から伝送されてきた前記画像データと前記送信側の視

環境のパラメータとを受信する受信ステップと、

前記受信ステップにより受信された前記視環境のパラメ ータに応 

じて、前記画像データを、送信側の視環境下における色の見えに対 

応した見えの指標データに変換する第1の変換ステップと、

前記出カデバイスに表示出力される画像を観察する視環境のパラ

メータが入力される第2の入カステッブと、

前記第2の入カステップより入力された前記視環境のバラメータ 

に応じて、前記出カデバイスが出力する画像の色の見えが、前記送 

信側の入カデバイスから入力される画像の色の見えと一致するよう 

に前記指標データを変換する第2の変換ステップと、

前記第2の変換ステップにより得られた画像データを前記出カデ 

バイスに対して出力する出カステッブと

を備えることを特徴とする提供媒体。

3 4. 0〇の画像デ_夕を٠川の画像データに、又は、DIC©®ÍI٣- 

夕を٥〇の画像データに、変換するためのブロファイルを取り込む第 

1の取込手段と、

視環境パラメ ータを取り込む第2の取込手段と、

前記第2の取込手段で取り込んだ前記視環境パラメ ータに対応し 

て、前記第1の取込手段で取り込んだプロファイルを書き換える書 

換手段と
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を備えることを特徴とする画像データ処理装置。

3 5.前記第2の取込手段は、前記視環境パラメータを入力するた 

めの入力画面又はセンサから入力された前記視環境パラメータを取 

り込む

ことを特徴とする請求の範囲第34項に記載の画像データ処理装

置。

3 6 .前記ブロファイルは、1^ブロファイルフオーマツトのプロフ 

ァイルである

ことを特徴とする請求の範囲第34項に記載の画像データ処理装

置〇

3 7 . 〇〇の画像デ-夕を〇冗の画像データに、又は、DIC0M7- 

夕をDDCの画像デ^夕に、変換するためのプロファイルを取り込む第 

1の取込ステップと、

視環境パラメ ータを取り込む第2の取込ステップと、

前記第2の取込ステッブで取り込んだ前記視環境バラメ ータに対 

応して、前記第1の取込ステップで取り込んだプロファイルを書き 

換える書換ステップと

を備えることを特徴とする画像データ処理方法。

3 8. ٥〇の画像デ-夕を〇びの画像データに、又は、0^の画像デー 

夕を№。の画像データに、変換するためのプロファイルを取り込む第 

1の取込ステップと、

視環境パラメ ータを取り込む第2の取込ステッブと、

前記第2の取込ステップで取り込んだ前記視環境パラメ ータに対 

応して、前記第1の取込ステップで取り込んだプロファイルを書き 

換える書換ステッブと
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を備えるコンピユータブログラムを提供することを特徴とする提

供媒体。
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